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序

埼玉県は首都近郊にあり、ベッドタウンとして近年人口が増加している地域

であります。そのため、高次の都市機能が集中する21世紀型の中枢都市の形成

を目指し、伊奈町に職住環境が充実したモデルタウンを建設することになりま

した。現在、その一環として、上尾都市計画事業伊奈特定土地区画整理事業が

進められております。

事業地内には、昔の人々がこの地で暮らした足跡が数多く残されております。

これら埋蔵文化財の取扱いについては、関係機関が慎重に協議してまいりまし

たが、一部についてはやむを得ず記録保存の措置を講じることとなりました。

発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整により、埼玉県伊

奈新都市建設事務所の委託を受け、当事業団が実施しました。

本報告書は、原遺跡第 7次、薬師堂根遺跡第 4次・第 5次、戸崎前遺跡第11

次 0第 12次 、相野谷遺跡第 4次、向原遺跡第12次 0第 13次 、北遺跡第 2次の

発掘調査報告書であります。

戸崎前遺跡と薬師堂根遺跡からは、縄文時代早期の遺構 0遺物が発見されま

した。なかでも戸崎前遺跡で見つかった大型住居跡は学術的にも注目されてお

ります。原遺跡は対岸に位置する北遺跡とともに、この地域を代表する縄文時

代中期のムラの姿を示しており、今回の調査でも住居跡から多量の遺物が出土

しました。薬師堂根遺跡や相野谷遺跡、向原遺跡からは、中世から近世にかけ

ての遺構が数多く発見されました。

本書はこれらの成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護や学術研

究の基礎資料として、また、埋蔵文化財の普及・啓発の資料として広く活用し

ていただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉

県教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行にいたる

まで御協力いただきました埼玉県伊奈新都市建設事務所、伊奈町教育委員会、

ならびに地元関係各位に対しまして厚くお礼申し上げます。

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

桐 川1 卓 雄

平成16年 3月

理 事 長



例 言

1 本書は、埼玉県北足立郡伊奈町に所在する原遺
跡第 7次、戸崎前遺跡第11次・第12次、薬師堂

根遺跡第 4次・第 5次、相野谷遺跡第 4次、向

原遺跡第12次・第13次、北遺跡第 2次の発掘調

査報告書である。

2 遺跡の略号と代表地番及び発掘調査に対する指

示通知は以下のとおりである。

薬師堂根遺跡

第 4次調査 平成11年 12月 4日付け 教文第
2……112号

第 5次調査 平成13年 11月 2日付け 教文第
2-87号

戸崎前遺跡

第11次調査 平成13年 3月 13日 付け 教文第
2-120号

第12次調査 平成13年 11月 2日付け 教文第
2-86号

向原遺跡

第12次調査 平成13年 11月 2日付け 教文第
2-88号

第13次調査 平成14年 10月 15日付け 教文第
2-66号

相野谷遺跡

第 4次調査 平成14年 10月 15日付け 教文第
2-67号

原遺跡

第 7次調査 平成14年 10月 15日付け 教文第
2-“号

北遺跡

第 2次調査 平成14年 10月 15日付け 教文第
2-"号

3 発掘調査は、上尾都市計画事業伊奈特定土地区

画整理事業に伴う事前調査であり、埼玉県教育

局生涯学習部文化財保護課が調整し、埼玉県の

委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団が実施した。

4 各遺跡の発掘調査は、平成11年から平成14年に

かけて実施され、橋本勉 0木戸春夫・西井幸

雄・吉田稔・赤熊浩一・山本靖・岡本健一・栗

岡潤が担当した。

整理報告書作成作業は細田が担当した。

5 遺跡の基準点測量は中央航業株式会社に委託し

た。

6 発掘調査時の写真撮影は上記調査員が行った。

遺物の写真撮影は大屋道則、細田 勝がおこな
い、橋本勉の協力があった。

7 出土品の整理および図版の作成は細田 勝が行
い、石器実測・トレースを上野真由美、亀田直

美が行った。

8 本書の執筆は細田 勝が行い、I-1を埼玉県

教育局生涯学習部文化財保護課が、Ⅳ・Ve

Ш-1を金子直行が行った。

9 本書の編集は細田 勝が行い、成田由紀子の協

力があった。

10 本書にかかる資料は、平成13年度以降、埼玉県

立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

11 本書の作成にあたり、以下の機関 0諸氏からご

指導・ご教示を賜った。記して感謝の意を表し

ます。

石塚和則 奥野麦生 小宮雪晴 末次慎吾 田

中和之 中野達哉



凡 例

1 遺跡全体におけるXOYの数値は、国土標準平

面直角座標第Ⅸ系 (原点 :北緯36度00分00秒、

東経139度 50分00秒 )に基づく各座標置を示す。

また、各挿図における方位指示はすべて座標北

をあらわす。

2 各遺跡のグリッド表示は、現在までに調査され

た各遺跡の地区割をそのまま延長した。原点は

X=1.000、 Y=-20.000で あり南東方向に10×

10mで設定している。呼称は方眼の北西隅の杭

名称を用い、南方向はアルファベット、東方向

は数値で指数が増加する方法をとった。南北方

向は、当初アルファベットー桁、一巡後二桁と

なるよう設定した。

3 測量、遺物実測の縮尺は以下のとおりである。

遺構 竪穴住居跡…¨̈ ¨̈ …̈……1/∞

炉穴・土娠 0井戸跡………1/60

掘立柱建物跡………………1/∞

溝跡……………̈ ¨̈ ¨̈ …̈…1/100

遺構全体図 (付図)・………1/400

遺物 縄文土器実測図¨̈ …………̈ 1/3・ 1/4

拓影図…………………………1/3

石器実測図……………………1/2・ 1/3

土製品実測図…………………2/301/2

土師器・須恵器実測図……1/4

その他、遺跡位置図、周辺地形図、遺構全体図

(本文中)にはその都度縮尺率を示した。

4 遺構の表記記号は以下のとおりである。

SJ… …住居跡 SB……掘立柱建物跡 SK……・

土娠 FP……炉穴 SD……溝跡 SA…・̈ 柵跡

5 挿図で用いた網掛け部分の表示は、以下のとお

りである。

隕趙焼土

□ 土器赤色塗彩

匡ヨ土器黒色塗彩

なお土器断面に付随した網掛け線は、彩色の範

囲を示している。

6 本報告書を刊行するに当たり、各次調査段階で

個別に付けていた遺構番号を、各遺跡全体の通

し番号に振り替えた。なお、遺構番号の新旧対

照表を各遺跡の末尾に掲載した。

7 遺構断面図に表記した水準の記号は、海抜標高

である。

8 本書に使用した地図は、建設省国土地理院発行

の1/25000、 伊奈町発行の都市計画図1/2500を 、

遺跡調査地点の表示には埼玉県伊奈新都市建設

事務所提供の都市計画図1/1000を 使用した。
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I 調査の概要
1.発掘調査に至る経過
埼玉県では、伊奈町北部地域において、職・住 。

遊・学などが集積した中枢都市圏の形成に寄与する

ため、21世紀に向けたモデルタウンの建設を進めて

いる。その一環として乱開発を防止するとともに田

園と融和した地域社会の形成を図るための基礎づく

りを目的として、上尾都市計画事業伊奈特定土地区

画整理事業が計画された。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課では、こう

した各種開発事業に対応するため、開発部局と事前

協議を行い、文化財保護と開発事業との調整を進め

ているところである。

当事業にかかる埋蔵文化財包蔵地の取扱いについ

ては、伊奈新都市建設事務所長より文化財保護課長

あて、昭和63年 1月 6日 付け伊都建第587号で、埋

蔵文化財の所在について照会があった。これに対し、

文化財保護課では詳細分布調査を行い、それに基づ

いて9ヶ所の埋蔵文化財包蔵地の所在を、平成元年

6月 26日付け教文第444号で回答した。取扱いにつ

いては、対象地が広範囲であるため、事業計画との

調整を図りながら別途試掘調査を実施することとし

た。

平成11年度から14年度における薬師堂根、戸崎前、

向原、相野谷、原、北遺跡の発掘調査については、

調査実施機関である財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団、伊奈新都市建設事務所、文化財保護課の三

者により、調査方法、期間、経費等について協議が

行われた。

その結果、平成11年度には薬師堂根遺跡第 4次調

査、平成12年度には戸崎前遺跡第11次調査、平成13

年度には薬師堂根遺跡第 5次調査、戸崎前遺跡第12

次調査、向原遺跡第12次調査、平成14年度には向原

遺跡第13次調査、相野谷遺跡第 4次調査、原遺跡第

7次調査、北遺跡第 2次調査を実施することで協議

が整った。

各年度における発掘調査に先立って、埼玉県知事

から文化財保護法第57条の 3第 1項の規定に基づく

発掘通知が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

からは同法第57条第 1項の規定に基づく発掘調査届

が提出され、発掘調査が実施された。

発掘調査届に対する指示通知番号は、次のとおり

である。

薬師堂根遺跡

第 4次 平成11年12月 4日 付け 教文第 2-112号

第 5次 平成13年11月 2日付け 教文第 2-87号

戸崎前遺跡

第11次 平成13年 3月 13日付け 教文第 2-120号

第12次 平成13年11月 2日付け 教文第 2-86号

向原遺跡

第12次 平成13年11月 2日付け 教文第 2-88号

第13次 平成14年10月 15日付け 教文第 2-66号

相野谷遺跡

第 4次 平成14年10月 15日付け 教文第 2-67号

原遺跡

第 7次 平成14年10月 15日付け 教文第 2-“号
北遺跡

第 2次 平成14年10月 15日付け 教文第 2-69号

(文化財保護課)
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2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発 掘調査
上尾都市計画事業伊奈特定土地区画整理事業地内

に所在する周知の遺跡は、薬師堂根遺跡・戸崎前遺

跡・向原遺跡・原遺跡 。北遺跡 0相野谷遺跡である。

各遺跡の発掘調査は、土地区画整理事業の進展にと

もない、平成 5年度から実施されている。今回報告

の対象となった各遺跡の年度ごとの調査期間と調査

面積は、第 1表のとおりである。

平成11年度

平成11年度は、向原遺跡第 9次調査と併せて実施

した。調査に先駆けて事務所を設置し、薬師堂根遺

跡第 4次調査は、2月初旬から重機による表土剥ぎ

と補助員による遺構確認を実施した。確認できた遺

構を順次精査し、遺構・遺物の検出状況を逐次写真

撮影・測量によって記録した。12月末に埋戻しを行

い、薬師堂根遺跡第 4次調査を終了した。

平成12年度

平成12年度は、7月 1日 から13年 3月 23日 にかけ

て、向原遺跡第10次・第11次調査を実施した。戸崎

前遺跡第11次調査は平成13年 3月 から、重機による

表土剥ぎと基準点測量を行い、その後、補助員によ

る遺構確認を行い、遺構を精査した。遺構 0遺物の

検出・完掘状況を写真撮影すると共に、測量を行っ

て記録した。3月下旬に埋戻しを行い、調査を終了

第 1表 各遺跡の調査経過

した。

平成13年度

平成13年度は、戸崎前遺跡第12次調査・薬師堂根

遺跡第 5次調査・向原遺跡第12次調査を実施した。

調査事務所の設置と機材搬入後、11月 2日 から戸

崎前遺跡の調査を開始した。調査区の囲柵を行い、

11月 5日 から重機による表土剥ぎを行った。基準点

測量と補助員による遺構確認の後に、11月 15日 から

12月 20日 まで遺構精査を実施した。調査途上で、必

要に応じて出土状況・調査状況・完掘状況などを写

真撮影し、実測して記録した。12月 28日 に調査を終

了した。

薬師堂根遺跡第 5次調査は、平成14年 1月 4日 か

ら2月 1日 まで行われた。 1月 4日 から調査区の囲

柵工事を行い、8日 からは重機による表土掘削を開

始した。基準点測量を行い、11日 から補助員による

遺構確認作業を開始した。確認できた遺構を精査す

るとともに、出土状況 0完掘状況などを写真撮影し、

実測して記録し、2月 1日 に調査を終了した。

向原遺跡第12次調査は、平成13年 2月 1日 から3

月1日 にかけて実施した。調査区を囲柵し、4日 か

ら重機による表土掘削を開始した。基準点測量の後、

7日 から補助員による遺構確認を、13日 からは遺構

精査を開始した。必要に応じて写真撮影、測量を行

った。機材の撤収、事務所の撤去を行い、28日で全

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

11 12 10 11 12 3 8 9 10 11 12

原遺跡
7次

戸崎前遺跡
11次 12次

薬師堂根遺跡
4次 5次

相野谷遺跡
4次

向原遺跡
12次 隊

一
北遺跡

2次
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北遺跡 1次

伊奈学園総合高等学校

1・ 2・ 5次

谷畑遺跡

戸崎前遺跡

*Io.k8次

3次
相野谷遺跡

11

12次
県民活動

総合センター

1次

3次

次

1次

12次

10

2次

2次

11

向原遺跡

9次

薬師堂根遺跡

8次 次

第 1図 区画整理事業関係埋蔵文化財調査地点
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第 2図 原遺跡調査区
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10

ての作業を終了した。

平成14年度

平成14年度は、原遺跡第 7次調査・北遺跡第 2次

調査・向原遺跡第13次調査 0相野谷遺跡第 4次調査

を実施した。

調査に先立ち、事務所設置、機材搬入を行った。

重機による表土掘削は、9月 中旬から10月 中旬と11

月中旬に実施し、併せて基準点測量を行った。

原遺跡は10月 1日 から11月上旬にかけて、補助員

による遺構確認と精査を行うとともに、写真撮影や

第 4図 薬師堂根遺跡調査区

測量を行い、記録した。11月上旬から向原遺跡第13

次調査を開始したため、原遺跡の調査をいったん休

止した。11月下旬から再び遺構の精査と記録を作成

し、埋戻しを行い11月末をもって原遺跡の調査を終

了した。

北遺跡第 2次調査は、10月 中旬から補助員による

遺構確認・遺構精査を行った。調査の進行に合わせ

て、写真撮影・測量等の記録を作成した。埋戻しを

行い、11月上旬に調査を終了した。

向原遺跡第13次調査は、原遺跡の調査を一時休止

し、北遺跡の調査終了と共に開始した。11月上旬か

A

X=2∝Юm
１

月
４

１

１

⊥

―
―

第

４

次
調
査
区

第 5次調査区

X=19∞ lm
K

X=1
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ら補助員による遺構確認と精査を行い、写真撮影や

測量などによる記録を作成して、11月 中旬には調査

を終了した。

相野谷遺跡の調査は、原遺跡・北遺跡・向原遺跡

の終了と共に開始した。既に表土掘削と基準点測量

が終了しており、12月 1日 から、補助員による遺構

確認を行うとともに、順次遺構精査を開始した。写

真撮影・測量による記録作成が終了した後に埋戻し

を行い、12月 中旬に調査を終了した。

全ての遺跡の調査が終了した後に機材の撤収と事

務所の撤去を行い、12月 27日 に全ての現場作業を終

了した。

(2)整 理・報告書作成
平成15年 9月 1日から平成16年 3月 23日 まで実施

した。

図面整理は原遺跡を9月 から10月 中旬まで、戸崎

前遺跡を10月初旬から下旬まで、薬師堂根遺跡を10

月中旬から11月初旬まで、相野谷遺跡・向原遺跡 。

北遺跡を11月初旬から下旬まで行った。図面修正後

第 5図 相野谷遺跡調査区

に二次原図を作成し、スキャナーで読み込んだデー

タをもとに、パソコンによるデジタル トレースを行

い、遺構図版を作成した。

遺物整理は、9月下旬から11月上旬にかけて、原

遺跡から開始した。遺構毎に分類し、接合・復元を

行い、石器や拓本用の土器を選別した。同様の作業

を、戸崎前遺跡、薬師堂根遺跡についても順次行っ

た。

10月上旬からは、復元が終了した土器の実測を開

始し、並行して土器破片の採拓作業と断面図の作成

を開始すると共に、実測が終了した個体・断面の ト

レースを開始した。11月 中旬からは石器の実測・ ト

レースを開始した。

12月上旬から、遺物の トレースが終了した遺構か

ら版組を行い、遺構図と同様に、版下をスキャナー

で読み込み、パソコン上で遺物番号などを付加した。

12月下旬から1月上旬に、割付と原稿執筆を行った。

その後 3月 にかけて校正を行い、3月末に本書の印

刷を終了した。
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3日 発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査

平成11年度

理事長 荒井 桂

副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 広木 卓

管理部

管理部副部長兼管理課長 関野栄一

庶務課長 金子 隆

主査 田中裕二

主任 江田和美

主任 長滝美智子

主任 福田昭美

主任 腰塚雄二

主任 菊池 久

調査部

調査部長 増田逸朗

調査部副部長 水村孝行

主席調査員 杉崎茂樹

統括調査員 西井幸雄

主任調査員 栗岡 潤

平成12年度

理事長 中野健一

副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 広木 卓

管理部

管理部副部長 関野栄一

主席 阿部正浩

主席 野中廣幸

主任 菊池 久

主任 江田和美

主任 長滝美智子

主任 福田昭美

主任 腰塚雄二

調査部

調査部長 高橋一夫

調査部副部長 石岡憲雄

調査部資料副部長 鈴木敏昭

主席調査員 小野美代子

統括調査員 鈴木孝之

主任調査員 吉田 稔

平成13年度

理事長 中野健一

副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 大舘 健

管理部

管理幹 持田紀男

主任 菊池 久

主任 江田和美

主任 長滝美智子

主任 福田昭美

主任 腰塚雄二

調査部

調査部長 高橋一夫

調査部副部長 坂野和信

専門調査員 村田健二

統括調査員 橋本 勉

統括調査員 木戸春夫

平成14年度

理事長 桐川卓雄

副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 大舘 健

管理部

管理幹 持田紀男

主任 江田和美

主任 長滝美智子

主任 福田昭美

主任 腰塚雄二
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主任 菊池 久

調査部

調査部長 高橋一夫

調査部副部長 坂野和信

主席調査員 昼間孝志

主任調査員 山本 靖
主任調査員 岡本健一

(2)整理事業

平成15年度

理事長 桐川卓雄

副理事長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 中村英樹

管理部

管理部副部長 村田健二

主席 田中由夫

主任 江田和美

主任 長滝美智子

主任 福田昭美

主任 腰塚雄二

主任 菊池 久

調査部

調査部長 宮崎朝雄

調査部副部長 坂野和信

主席調査員 金子直行

統括調査員 細田 勝
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

原遺跡・戸崎前遺跡・薬師堂根遺跡・向原遺跡・

相野谷遺跡・北遺跡は、桶川市に隣接する埼玉県北

足立郡伊奈町の北東部に位置している。字名は、大

針、小針、羽貫での各地区である。

遺跡の立地する大宮台地は、鴻巣市付近に端を発

し、荒川と中川の低地に挟まれた南北に長い台地で

ある。

遺跡は、大宮台地の中央部に位置し、東に綾瀬川

の谷を望む台地上に形成されている。台地の標高は

13～ 15mで、綾瀬川の侵食によって形成された谷は

沖積化が進んでおり、低地に向かって緩やかに傾斜

する地形とも相まって、比高差をあまり感じさせな

い景観である。

この地で人々の生活が窺えるのは、1日石器時代か

らである。向原遺跡や戸崎前遺跡、久保山遺跡、大

山遺跡などから旧石器時代後期の石器が発見されて

いる。いずれも小規模な遺跡ではあるが、人々が活

動した確かな足跡をたどることができる。

縄文時代を迎えても、最古の草創期では発見され

た遺跡の数は極めて少なく、減少傾向にさえある。

周辺でも、十二番耕地遺跡で隆起線文系・爪形文

系・多縄文系土器が発見されているだけである。早

期前半でも遺跡数は少なく、数が増えてくるのは早

期の後半からである。

この地域は上越新幹線の建設や今回の調査の契機

ともなった上尾都市計画事業伊奈特定土地区画整理

事業などによって、度重なる発掘調査が行われてき

た。すでに戸崎前遺跡や薬師堂根遺跡、向原遺跡な

どで条痕文期の炉穴が発見されていたが、今回報告

する戸崎前遺跡の第12次調査では、早期の大形住居

跡が発見されたことは特筆に価する。また薬師堂根

遺跡でもこの時期の住居跡が発見されており、早期

後半のムラの姿が明らかになりつつある。

縄文前期になると、気候が温暖化し、内陸深くま

で海が広がった。山問部や海浜部にも、それぞれの

地域に適応した定住性の高いムラが営まれていた。

海の恵みを受けた奥東京湾岸にも、貝塚をともなっ

たムラが形成されていた。遺跡の形成と海に深い関

係があることは、やがて海が退くと共に、遺跡の形

成も下火となることからも明らかである。

.1し=.

加須低地

ヾ ・`́

0         20m
■■■■■■E====コ

妻沼低地

G)遺跡の位置

第 8図 埼玉県の地形
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1.薬師堂根遺跡 2.
7.北遺跡    8.
13.大山遺跡   14.
19.井沼遺跡   20。
25.尾山台遺跡  26.
31.八番耕地遺跡 32.
37.高井遺跡   38.

戸崎前遺跡   3.
大針貝塚    9.
小室天神前遺跡 15.

綾瀬貝塚    21.
今羽丸山遺跡  27.
愛宕山遺跡   33.
提灯木山遺跡  39.

向原遺跡    4.
丸山遺跡    10.
志久遺跡    16.
関山貝塚    22.
十二番耕地遺跡 28.
三番耕地遺跡  34.
西通 I遺跡

相野谷遺跡   5.
赤羽遺跡    11.
氷川神社裏遺跡 17.
坂堂貝塚    23.
東町二丁目遺跡 29.

高台山遺跡   35.

八幡谷遺跡   6.
伊奈氏屋敷遺跡 12.

小貝戸貝塚   18.
椿山遺跡    24.
平塚氷川遺跡  30.
奈良瀬戸遺跡  36.

原遺跡・谷畑遺跡
久保山遺跡
栗崎貝塚
秩父山遺跡
谷津下 I遺跡
在家遺跡

第 9図 周辺の遺跡

-13-



この地域では学史的にも名高い関山貝塚や黒浜貝

塚群、坂堂貝塚・小貝戸貝塚、原遺跡の対岸にある

大針貝塚など、数多くの遺跡が知られている。

この地域に再び大規模なムラが現れるのは、中期

の中頃からである。108軒の住居跡が調査された原

遺跡や、谷を挟んで対岸に位置し、72軒の住居跡が

調査された北遺跡がこの時期の大きなムラとして知

られている。原遺跡と北遺跡は、時期的に若干のズ

レがあり、相互補完的なムラとして考えるべきなの

かもしれない。周辺にも秩父山遺跡や蓮田市宿下遺

跡などの著名な遺跡がある。環状集落を形成したム

ラの姿は、前期頃とは異なった社会の姿を映し出し

ているのであろう。

中期でも後半に至るとムラの様相にも変化が現れ、

一極集中から分散化へとその姿を変えてくる。戸崎

前遺跡や薬師堂根遺跡で見つかった中期末～後期前

半期の住居跡は、このような様相を反映しているの

であろう。

調査地域内では後期後半から晩期の遺構は見つか

っていない。しかし周辺には雅楽谷遺跡や高井東遺

跡、奈良瀬戸遺跡などの著名な遺跡もあり、環状盛

土を伴った遺跡も存在する。また沖積地の下に埋没

している可能性も考えねばならないだろう。

近年、年代的な位置付けが問題となっている縄文

時代晩期末葉から弥生時代初頭にかけて、この地域

では、台地上に遺跡の姿は殆ど認められない。

この地域で再びムラが姿を表すのは、古墳時代前

期になってからのことである。向原遺跡では、この

時期の住居跡が100軒近く見つかっている。限られ

た調査範囲から見ても、かなりの軒数になるである

う。さらに周辺には近年報告された尾山台遺跡のよ

うな著名な遺跡がある。沖積地を控え、積極的に水

田耕作を営んだムラの姿を発課させる。

古墳時代後期以降にも人々はこの地を利用し続け

たが、かつての大規模なムラの姿を窺うことはでき

ない。この状態は奈良時代から平安時代に至っても

同様で、大規模なムラが頻出する北関東地域とは、

質 0量ともに対照的である。

薬師堂根遺跡は、かつての調査で区画内に多数の

墓娠や建物跡をともなう中世の段切り状遺構が見つ

かっている。今回報告の第 5次調査でも清と多数の

重複した土墳が発見されており、中世頃の薬師堂根

遺跡の西限を明らかにすることができた。また相野

谷遺跡でも同じような土娠が見つかっている。戸崎

前遺跡でも、かつての調査で、土橋をもつ堀跡と在

地産の皿が見つかっている。13～ 14世紀頃、この地

の土地利用は予想以上に活発だったのだろう。伊奈

氏屋敷跡もこの頃が始まりとなることが明らかとな

っている。

以上が通時的に概観した、この地の人々の足跡で

ある。この他にも数多くの遺跡が残されていること

は諸氏の知るところである。
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1.調査の概要
原遺跡は埼玉県北足立郡伊奈町大字羽貫字原876

番地 1他に所在する縄文時代の遺跡である。

遺跡は東側に綾瀬川を望む標高12～ 14mの大宮台

地片柳支台上に立地している。遺跡の南側は綾瀬川

に注ぐ小支谷によって開析され、半島状にせり出し

た地形である。原遺跡はその左岸に位置し、およそ

楕円形に近い住居配置が予想される。

原遺跡における最初の発掘調査は、上越新幹線建

設に先立ち、昭和56年に実施された第 1次調査であ

る。この調査において縄文時代中期の住居跡15軒等

が発見された。昭和58年には第 2次調査が実施され

たが、縄文時代の住居跡は検出されなかったことか

ら、原遺跡住居分布の西端がほぼ確定したといえる。

新幹線建設事業にともない、今回報告する北遺跡、

相野谷遺跡、向原遺跡も最初の発掘調査が実施され

た。

原遺跡に関するその後の調査はすべて上尾都市計

画事業伊奈特定土地区画整理事業にともなうもので

ある。同事業の実施に伴い、平成 5年から平成 7年

にかけて、さらに平成11年に発掘調査が実施された。

これらの発掘調査については既に報告書も刊行され、

その成果が公表されている。

今回の報告は、同事業にともない平成14年に実施

された第 7次調査の成果である。調査では縄文時代

中期の住居跡 8軒、縄文時代から中・近世にかけて

の土娠49基などが発見され、現在までの調査成果に

よって原遺跡の景観が次第に明らかとなってきた。

原遺跡は綾瀬川に注ぐ小支谷の左岸に営まれた、

勝坂末期から加曽利 EⅢ式期にかけての集落である。

第 7次 となる今回の調査は第 6次調査区の西側、

昭和56年調査区の北側に位置する916ぽが対象とな

った。調査区は台地のやや奥まった地点にあり、標

高は14mでほぼ平坦な地形を呈している。

調査は平成 5～ 7年に実施された発掘調査のグリ

ッド配置に合わせ、10m方眼のグリッドを基準に、

東西方向に 7～ 11、 南北方向にM～ Rのグリッドを

設定した。

住居跡はL字形の調査区域全体に分布するが、調

査区北端のM～ 0-9～ 11グ リッド周辺で特に濃密

で、南東側に移るに従い住居の密度は薄くなるよう

である。

住居跡は97号住居跡が最も古く、井戸尻 1式段階、

第96号、第99号住居跡が井戸尻 2式から加曽利EI

式古段階にかけて、100号住居跡が加曽利 E正 式古

段階、98号住居跡が加曽利E正 式新段階に位置付け

られる。

住居跡は平成 5年から7年にかけての調査された

I区南側から、平成11年の第 6次調査地点にかけて

濃密に分布しており、 I区の北側では遺構の密度が

希薄となる。昭和56年調査区の西側では住居跡が検

出されなかったことから、この辺りが住居分布の限

界となるようである。今回の調査においても、住居

跡の濃淡には同じような結果が窺えた。すべてが調

査された訳ではないので、推測の域を出ないが、中

央部に土娠群や掘立柱建物群をもつ環状あるいは楕

円形に近い集落の姿を窺うことができる。

原遺跡の対岸にはやはり中期前半から中葉にかけ

て、72軒の住居跡が検出された北遺跡がある。調査

は部分的で詳細は把握しかねるが、地形から見ても

環状集落である可能性は高いといえる。原遺跡と対

比すると、お互いの住居の時期に重なる部分や時期

差が見られることから、両者には有機的な関連が存

在したとも考えられる。

さらに周辺に目を転じると、早期には戸崎前遺跡、

薬師堂根遺跡が、前期には原遺跡の北側に谷畑遺跡

が、北遺跡の北側には大針貝塚がある。

原遺跡では加曽利 EⅡ式以降、集落形成が低調と

なるが、戸崎前遺跡ではこのころから住居の構築が

顕著となってくる。
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炭化粒・焼土粒 0ロ ーム粒少量
ロームブロック多量 炭化粒・
焼土粒少量
ロームブロック・炭化粒・

焼土粒少量

炭化粒やや多量 焼土粒・
ローム粒少量

焼土粒

焼土粒・炭化粒 0ロ ーム粒

やや多量

SJ97
1 暗褐色土  焼土粒・炭化粒少量
2 暗褐色土  ロームブロック含む

ローム粒多量

SJ97 ピット
3 明褐色土  ロームブロック・ローム粒・炭化粒少量

柱掘 り方又は柱抜き取り痕

4 暗褐色土  ローム粒・カーボン粒多量
柱掘 り方又は柱抜き取り痕

5 暗茶褐色土 ロームブロック多量
柱掘 り方の充填土

6 暗褐色土  ローム粒・炭化粒微量 柱掘 り方の充填土
7 暗褐色土  ローム粒・ロームブロック少量

柱掘 り方の充填土

A 1420

B1380

D  13 50

SJ96
1 黒色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 黒色土

5 黒褐色土
6 暗褐色土

第11図 第96097号住居跡 (1)
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2.検出された遺構と遺物
(1)住 居跡
第96号住居跡 (第11～ 13図 )

第96号住居跡はM～ N-10～ 11グ リッドに位置し、

第97号住居跡と重複している。今回の調査区では北

東端に位置する住居跡である。北半分が調査区域外

に延びているために、全容を把握することができな

かった。

北東壁際では、住居跡の壁間が5.3mで ある。調

査された部分での平面形態と併せ、おそらく径が

5。5m前後の円形あるいは楕円形の住居跡と考えら

れる。

住居跡は現地表から約0。6m掘り下げて確認でき

た。確認面から床面までの深さは0。5m前後で、今

回調査した住居跡の中では、最も深いものである。

床面はやや起伏をもっており、中央部は踏み固め

られたような状態であった。炉跡は調査区域外にあ

るためか検出できなかった。

第96号住居跡の柱穴は、急角度で立ち上がる壁際

に廻っている。Pl～ P3、 P5～ P6、 P8～P9が第 1号

住居跡の柱穴と思われる。柱穴は径が0.4～ 0。5mの

円形や楕円形で、ほぼ垂直に掘り込まれていた。

柱穴の深さはPl=73cm、 P2=99cm、 P3=59cm、

P5=79cm、 P6=69cm、 P8=28cm、 P9=60cmである。

第96号住居跡からは器形復元可能な 7個体を含め、

多量の土器が出土した。後述する第99号住居跡とと

もに、勝坂式末葉の様相を示す良好な資料となった。

第13図には大形破片および復元個体の出土状況を

示した。この図からもわかるように、遺物は住居跡

の中央部に向かって濃密になっており、壁際に堆積

土が形成された後に廃棄されたことがわかる。出土

状況からみると、器形復元可能な大形破片や、比較

的小型破片などが混在しており、出土状態からは、

E 13 50

J 13 50

ピット1

1 暗褐色土
2 明褐色土
3 暗褐色土
ピット2

1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
ピット3

1 暗褐色土
ピット4
1 暗褐色土

F1350

K1350

G13"

L13"

H1350   H

M1350    M

ローム粒・炭化粒多量 柱抜き取り痕
ローム粒少量 柱痕
ローム粒少量 柱掘 り方充填土

ロームブロック多量

ローム粒・黒褐色土含む
ロームブロック含む

ややしまり悪い
ロームブロック多量 しまりがあり硬い

11350

ローム粒微量 柱痕
ロームブロック少量 柱掘 り方充填土
ロームブロック少量 柱掘 り方充填土

ロームブロック・ローム粒多量 柱抜き取り痕
ローム粒少量 柱痕
ローム粒少量 柱掘 り方充填土

ローム粒多量 梯子穴

ピット5

1 明褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
ピット6

1 黄褐色土
ピット7

1 日音褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土

第12図 第96097号住居跡 (2)

ローム粒・ロームブロック多量 梯子穴
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廃棄行為が継続的に行われた形跡は認められない。

遺物説明で後述するように、この住居跡は、勝坂式

末葉に極めて短期間に遺物が投棄されたものと考え

てよいであろう。

柱穴は第97号住居跡と同様に壁と平行して廻って

おり、径は0.5～ 0。9m前後で、第97号住居跡よりも

やや径が大きい。

第96号住居跡出土土器 (第14図～第19図 )

第14図 1は底部から直線的に開く深鉢形土器で、

幅広で内面がくの字状に突出する無文帯の下に、一

帯の文様帯をもっている。無文部の整形は特徴的で、

後述する赤彩された鉢形土器にも共通性が見出せる。

文様帯上端区画は平行沈線間に交互刺突が施され、

下端区画は隆帯上に刻みが施されている。文様は隆

帯による横S字状の連鎖文で、 4単位構成のうちの

1単位が渦巻きの方向を変え、鉤の手状になってい

る。隆帯文上には上下方向からの刺突と短沈線が交

互に施文されている。

隆帯文に沿って 2条の平行沈線が引かれ、文様帯

区画線と接し、斜行する隆帯間に形成された空間に

は、沈線による三叉文と刻み目によって充填されて

おり、密な印象を与える土器となっている。

胴下部にはRL縄文が縦位回転されている。口径

22。 5cm、 底径10.Ocm、 器高34.2cm。

同図 2も 1と 同様に幅広い無文部をもつ、胴部横

帯構成の深鉢形土器である。胴下部で弱く屈曲し、

口縁にかけて湾曲気味に立ち上がる。無文帯と胴部

との区画は平行沈線間の交互刺突文である。 1と同

様に、無文帯は若干段を持っている。

口唇上から胴部横帯区画線にかけて、押圧され、

波状となる 1対の突起が付されている。裾広がりと

なる下端部は、眼鏡状の突起となるのかもしれない

が、剥落しており、詳細が不明である。

突起と正対する横帯区画内には、上下の横帯区画

線に接して楕円形の貼付文をもつ。貼付文はドーナ

ツ状で、扁平に整形されている。

地文はRL斜位回転。口径16.Ocm、 底径9.Ocm、 器

産諭28。 Ocm。

同図 3は、キャリパー形の回縁部をもつ櫛形文系

の土器で、日頸部の約1/4の大形破片である。

無文の回唇部はやや外反気味で、 4単位波状とな

る。波項部からは、沈線が施された鎖状の隆帯が垂

下し器面を縦分割するとともに、日縁部文様帯下端

区画上の突起に接する。

口縁部文様帯内には上端区画に接して半円形の隆

帯文が施文され、この部分が突出している。またこ

の隆帯文と下端区画上の円形隆帯文とが連結され、

隆帯上や隆帯側面には刺突が加えられている。隆帯

文の空白部には沈線による渦巻文と二叉文が施文さ

れている。口唇部は丁寧なナデ整形が施されており、

同図 1に も共通する手法である。

胴部地文はRLの横位回転施文である。推定回径

36。 Ocm、 現存高22。 Ocm。

同図 4は沈線文と沈線文間の一部に結節沈線が充

填された勝坂系の深鉢である。沈線のみで文様描出

され、簡略化した様相が見て取れる。最大径14.5cm、

現存高6。5cm。

同図 5は深鉢形土器の胴部破片である。交互刺突

が施された隆帯は、文様帯の下端区画と思われる。

地文にはRLが縦位回転施文されている。最大径

17。4cm、 現存高12。 Ocm。

6は回縁部がくの字状に張り、口唇が外反する深

鉢である。撚糸地文上には半裁竹管による3条 1単

位の平行沈線文が施文されている。口径と口縁部最

大径が等しく14。 Ocm、 現存高17.Ocmである。

7は撚糸地文上に3条 1単位の逆U字状の沈線文

が 4単位に施文された深鉢である。僅かに残された

痕跡から上半にも同様のモチーフが描かれ、全体に

対弧状の文様構成となるようである。底径 9。 Ocm、

現存高13。Ocmである。

第15図 8～ 9は ミニチュア土器である。 8は胴上

半を欠くが、縄文施文のみの深鉢形土器で、底部直

上がヘラケズリされている。現存部最大径 8。 Ocm、
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底径4。6cm、 現存高6.2cm。

2は 4単位波状口縁の手捏ね土器で、上げ底を呈

している。無文で底部直上には指頭圧痕が観察され

る。口径4.Ocm、 底径2。8cm、 器高3.3cm。

第15図 10～第18図には破片類を掲載した。10～ 17

は横帯構成の土器群である。第14図 1と 同様の比較

的幅狭い横帯区画間に、対弧状に配置された隆帯に

より、楕円区画文やX字状の区画文が配された土器

群である。区画文内には、10のように隆帯による渦

巻文が配置されたものもある。隆帯上には刻み目が

施された土器が日立つ。

区画文内には沈線による三叉文や渦巻文などが配

され、曲線的意匠に富んだものや、14～ 16のように、

区画内に沈線が密に充填されるものもある。

15は鋭角に突出する突起をもつ口縁部破片だが、

文様は楕円区画文であろうか。

第15図 18～ 38、 第16図 39～44には、縦位方向の区

画文によるパネル状文様をもつと思われる土器群を

掲載した。このうち18～ 26は刻みをもつ隆帯による

区画文が認められる土器群で、隆帯上の装飾などが

10～ 17に近似した土器群である。

第16図 44は、隆帯による区画文を基調とし、文様

構成や文様要素、隆帯上の加飾などが第14図 11や第

15図 10に近いが、隆帯上に刻み目をもたず、第14図

4の浮文のように扁平化している点が特徴的である。

第16図 58の隆帯文もこれに近い土器と考えられる。

このような隆帯文の特徴は、第18図に示した鉢形土

器の隆帯文とも共通性が窺える。

第15図 27～ 38、 第16図 39～41は、沈線による区画

文が卓越した土器で、器面にナデ整形が顕著となる

ことから、隆帯が扁平化し、隆帯上刻み目などの加

飾が廃されてくる土器群である。32～ 35は同一個体

と思われる。第16図41は第14図 4に酷似する。第16

図42～43は隆帯上に縄文が施文される土器群である。

第16図 45～52は口唇直下に幅狭い文様帯をもつと

思われる土器で、印象的には第15図27～ 38に近い。

第16図 53～ 57は、口縁部が、くの字状に屈曲し文

様帯が幅狭い土器群である。

53は口端に円環状の突起が付された口縁部破片で

ある。沈線と交互刺突文で区画された幅狭い口唇部

文様帯内には、上下方向の沈線文と渦巻文が描かれ

ている。口縁の屈曲部には横 S字状の隆帯文が配さ

れ、隆帯上には矢羽根状の刻み目が施されると共に、

隆帯文上には竹管文が充填されている。タイプは異

なるが、同図64は、単独横 S字状隆帯文に爪形文が

施文された大木系の土器である。

54～ 57は屈曲部が鍔状にせり出し、交互刺突文や

渦巻文が配されるなど、中峠式土器の特徴を備えた

土器である。55～ 56は地文が撚糸文である。62は器

形が共通すると共に、文様には48～ 51に近い部分が

ある。

このタイプの土器は、47～52を含めて、第99号住

居跡から出土した大形の深鉢形土器 (第26図 4)の

口縁部にも強い共通性が窺える。

第16図 59～第17図 71に は突起・把手をもつ破片を

一括した。形態はさまざまだが、59～60のような橋

状のものや、66～ 70の ような眼鏡状突起をもつ類が

卓越している。59～ 60は同一個体と思われる縄文地

文の土器である。

71は渦巻状の隆帯が密に配された橋状把手で、勝

坂式終末段階の北関東に好例が知られている。

第17図 72は末端が区画された縦位沈線文間に単独

の横 S字状隆帯文をもつと思われる土器である。地

文施文後に隆帯が貼付され、隆帯下部にナデ整形さ

れた後に縦位沈線が描出されている。沈線末端は区

画されている。74は外反した幅狭い口縁下に、半裁

竹管内面による縦位沈線を持つ個体で、地文は撚糸

文である。76に も近い様相が窺える。

77は交互刺突文下に、 3本沈線による巻きの強い

横 S字文が合い向かいに施文された土器である。屈

曲の度合いは第16図 54～ 57に類似する。

78～ 79は外反し幅狭い口唇部と、強く張る胴部の

深鉢形土器で、撚糸地文上に沈線文が描かれている。

74、 76を含めて、時期的に下降する可能性がある。
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80は口縁に縦位の隆帯が貼付された土器で、加曽

利E正 式古段階であろう。

82～ 88に は地文の大形破片を掲載した。81～83は

縄文施文の破片で、間隔をあけた縦位施文は勝坂段

階であろう。84～88は撚糸地文の土器で、88に は沈

線による曲線的なモチーフと懸垂文が認められる。

第19図109～ 114に底部を一括した。109～ 113は底

部直上にヘラナデが施されている。

第18図には鉢形土器を一括した。89～ 90、 99～

17

第20図 第97号住居跡出土遺物

100は口端が外反し、底部に至る器形と、91～95の

ように、日端が直立気味で、胴上半部が張るもの、

96～98のように、口端が内傾するものなど、幾つか

の形がある。

残存部位が少なく、提示した破片の多くがかなり

回径が大きな土器であることから、全容を把握する

ことは難しいが、89・ 91093096098～ 100のよう

に、段をもつ口唇に接して隆帯文が貼付された個体

が目立つ。隆帯文を貼付後に、極めて丁寧なミガキ
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が施され、全体に光沢を帯びた個体が多いことも特

徴である。このような整形手法は、深鉢形土器にも

認められ、扁平な隆帯文の土器を生み出したと思わ

れる。

顔料が剥落しており詳細が掴めないが、鉢形土器

には、内外面に赤色顔料によって彩色され、隆帯文

と相同のモチーフが描かれた個体が多いことも特徴

のひとつである。胴上半全体が彩色されたものもあ

りそうだが、体下部には顔料が付着した形跡は認め

られなかった。

今回の調査では第96号住居跡からこの種の土器が

多量に出土した。

第96号住居跡出土石器 (第 19図 115～ 128)

掻器 (115～ 116)

チャート製で、いずれも裏面に主要剥離面を大き

く残し、側縁に調整剥離が施されている。116は欠

損品。

石鏃 (117)

基部加工に比べ先端部の加工粗く、裏面に主要剥

離面を大きく残すなど、整形が粗雑である。未製品

であろうか。黒曜石製。

打製石斧 (118～ 124)

全て欠損品である。119、 122の撥形を除き、他は

短冊形に分類される。121、 123は片面に自然面を残

している。118～ 120、 123～ 124は ホルンフェルス製、

121は砂岩製、122は黒色頁岩製である。

磨製石斧 (125)

刃部先端のみで他は欠損している。側面には剥離

痕と敲打痕を残し、表面には擦痕、刃部には磨耗痕

が観察される。

磨石 (126～ 128)

欠損品であるが、面取りし、形が整えられていた

ようである。全て安山岩製。

第97号住居跡 (第 11～ 13図 )

第97号住居跡は、北半分が調査区域外に延びてい

るほか、第96号住居跡に壊されているために、全体

を把握することができなかった。床面は平坦で、確

認面からの深さは平均0。3m程度の浅い住居跡であ

10cin

第22図 第98号住居跡出土遺物
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る。

現存部の最大径は5。7mで、第96号住居跡よりも

若干大型といえよう。検出された範囲から見て楕円

形の住居跡と考えられる。

壁に沿って柱穴が廻っているが、第96号住居跡内

では、第97号住居跡に帰属すると思われる柱穴を検

出することはできなかった。

柱穴の規模は、径が0。 3～ 0.5m前後の円形ないし

は楕円形で、第96号住居跡と同様に掘込みが深く、

柱痕を残しているなど、遺存状態も良好であった。

各柱穴の深さは以下のとおりである。P10=0.65m、

Pll:=0。 24m、  P12=:0.9m、  P13=:0.18m、  P14=:0.12

m、 P15=0。 8m、 P16=0。68m。 このうちP130P14

が位置的に見て、この住居跡の入り田部と推定され

る。

第97号住居跡出土土器 (第20図 )

第97号住居跡は掘込みが極めて浅く、第96号住居

跡によって破壊されていたこともあり、遺物量は少

ないが、出土土器は、阿玉台Ⅱ式を含んでいること

から、第96号住居跡との新旧関係は明らかである。

1～ 8が隆帯区画文の勝坂系土器である。 1は隆

帯による区画文上に密な刻みが加えられるほか、隆

帯文間に施文された曲線的な沈線文間にも、爪形文

が密に充填されている。第96号や99号住居跡出土の

勝坂系土器よりも明らかに古相を示し、伴出土器も

符合していると思われることから、今回の調査で出

土した最も古相の土器といえる。

9～ 11は同一個体である。屈曲し直線的に開く口

頸部をもつ深鉢で、X字状の隆帯文が配され、底部

直上で閉塞するようである。口唇直下に半円形の隆

帯文が配される。

12は無文の鉢形土器で、補修孔をもつ。13、 15は

阿玉台系の土器であろう。

第97号住居跡出土石器 (第20図 19)

石器は図示した磨石 1例のみである。

第98号住居跡 (第21図 )

第98号住居跡は、AN-10グ リッドに位置し、第

96号・第97号住居跡とは直線距離 1。2mと 、極めて

近接した位置関係にある。住居跡の北西半分が調査

区域外にあるため遺構の全容が定かではない。加え

て第310号、第319号、第344号土娠に破壊されてい

ることや、攪乱を受けて土層が乱れていることなど

により、南西壁を検出することができなかった。

住居跡は現存部分で、長径4■6mで、短径は攪乱

部分までで3。6mである。東西断面で壁の立ち上が

りが検出されていることから、南壁の中央部に入り

田部を持ち、長径が 5m程度の隅丸長方形の平面形

態をもつものと推定される。

掘込みは壁際でやや浅く、床面中央部に向かって

緩やかに傾斜しており、確認面からの深さは南東壁

際で約0.25m、 床面中央部では0.35mで あった。

調査区の北西壁際、住居跡床面の東壁際に寄って

地床炉が確認された。炉跡は現存部で径が0。93mで

あり、遺存状況からみて、長径が1.5m程度の楕円

形であると考えられる。炉も攪乱を受けており、炉

体土器の約半分が失われていた。

炉は土器埋設後に外側がローム土によって固定さ

れたと考えられるもので、最深部は確認面から0。25

mであった。炉体土器は攪乱によって大半が失われ

たのであろう。

床面からは 4個の柱穴が検出されたが、P4は後

世のものであろう。床面からの深さはPl=0。 98m、

12=1.lm、 1弓 =0。8mと 深い。

南壁際には、部分的に壁溝と思われる浅く不連続

な掘込みが認められた。

第98号住居跡出土土器 (第22図 )

第98号住居跡から出土した遺物は、第22図に示し

た 3点である。他に少量の破片も出土したが、遺物

量は極めて少なかった。

1は覆土中から出土した深鉢形土器である。底部

から直線的に立ち上がり、頸部無文帯を挟んで内湾
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する口縁部に至る。口縁部文様は隆帯による枠状区

画文で、端部が渦巻き状に突出する。胴部地文は絡

条体 rの縦位施文である。推定回径29。Ocm、 現存高

29。 Ocm、 推定高36。 Ocmである。

2は炉体土器である。攪乱を受けていたためか、

大半が失われていた。曽利系の深鉢形土器で、外湾

する無文の口頸部をもち、胴部は沈線と交互刺突帯

によって区画される。胴部には沈線による懸垂文を

もつ。地文はIRである。

3も覆土中から出土した深鉢形土器である。口頸

部のみ残存したもので無文帯下には隆帯が剥落した

痕跡が窺える。頂部に貫通孔をもつ箱状の大形突起

と、波状の小突起が対向して配置され、突起項部か

ら垂下する隆帯と口縁部文様帯下端区画の隆帯とが

接して、枠状区画文を形成している。隆帯上には沈

線が引かれ、区画内には縦位沈線が充填されている。

口径16.0～ 17。Ocm、 現存高9。Ocmである。

第99号住居跡 (第23～24図 )

AN～AO-10グ リッドで検出された。この住居跡

も大半が調査区域外となっているため、住居跡のお

よそ1/3程度を調査するにとどまった。

住居跡は第317号土塘に北壁の一部が破壊されて

いるほか、北西コーナー部分では床面に達する攪乱

を受けている。現存部分での計測値は、東西6.45m

で、長軸方向は推定で 8m程度と考えられ、おそら

く隅丸長方形の平面形態と考えてよいであろう。

確認面から床面までの深さは0。45mか ら0.5mで、

床面中央部にむかって若千傾斜している。今回調査

された住居跡では最も深い掘込みを持っている。壁

はほぼ垂直に立ち上がるが、中位から上部では、崩

落したために壁際にローム主体の土層が堆積してい

た。調査し得た範囲には壁溝が廻っていることから、

全周していたとみてよいであろう。

覆土は 5層からなり、自然堆積による埋没状況を

よく示している。壁溝に堆積していた土層は、ロー

ムを主体としており、壁の崩落土と考えられる。

調査区の南東壁に接して地床炉が検出された。奥

壁よりで、主軸線から南西にずれた位置にあたる。

炉跡は中央部に向かって摘鉢状の断面形をもち、長

径0。84m×短径0.73m、 床面からの深さは最深部で

0。32mである。第25図 1の胴中位以下を欠く勝坂系

深鉢形土器を埋設した後に、ローム土等を充填し固

定していた。炉体土器内部に焼土の堆積は認められ

なかった。

柱穴は壁のやや内側にPl～ P3が検出された。直

イ蚤はPlが糸勺0.5m、 P2が 0。63～ 0。66m、 P3が 0。5～ 0.67

m、 ツ架さはPlが 0。95m、 R〕が0.87m、 R)が0.7mであ

る。何れも掘込みが深く、Pl、 P2で は主柱の埋設

にともなう充填土が確認できた。P3では柱の抜取

り痕を確認することができた。

住居跡からは多量の遺物が出土した。第24図は出

土状況を示したものであるが、住居跡の中央部に大

型破片が集中している。炉埋設土器を除くと床面か

らは殆ど遺物が出土しておらず、掲載資料は覆土第

1層に集中している。

第99号住居跡出土土器 (第25図～第28図 )

第25図～第28図が第99号住居跡出土土器である。

1は炉体土器で、胴下部が欠損している。口頸部

は無文で強く開き、口唇は内面が突出する。胴部は

パネル文系の文様構成をもち、突起から垂下する隆

帯で 3単位に区画されている。区画内の主たる文様

構成は、突起に接して斜行し、末端が渦巻状となる

隆帯文である。隆帯上には矢羽ないしは斜行する刻

み目が加えられている。遺存部位が少ないために文

様展開が不明瞭だが、パネル内部には、隆帯に付随

して沈線による区画文や二叉文が配され、刻み目が

付加されているようだ。内面と口唇部が被熱し、剥

落している。

2は 4単位の山形状の突起を持つ深鉢形土器で、

胴中位以下が欠損しているが、底部からやや湾曲気

味に立ち上がると考えられる。口縁上部で強く内湾

し、日唇無文部はやや内傾している。

-33-



無文部は肥厚し、頂部では 2段の突起となってい

る。整形の状況などは、第96号住居跡出土第14図 3

の櫛形文系土器の回唇無文部や覆土中出土第16図 44

の隆帯文様上の整形、あるいは中峠系の同図54の回

唇部などと酷似しており、同時期性を感じさせる。

口縁部の隆帯文は波状で、波頂部は円形に構成さ

れ、波底部は突起から垂下する隆帯が接している。

隆帯文には沈線が付随し、空白部には三叉文が描

かれている。胴部地文はRL斜位回転である。口径

18.Ocm、 賃記ラ太イ蚤26.Ocm、 り記イ字i喜22.Ocm。

3は有孔鍔付き土器である。覆土中に同一個体と

思われる破片がまとまっていたが、接合関係に乏し

く、器形が異なる可能性あるいは別個体が存在した

可能性も否定できない。

復元された個体は、台付で算盤玉状の胴部を持ち、

胴上部で外反気味に開く器形を想定した。

対向する2単位の橋状把手をもち、上端では眼鏡

状となり、下端ではそのまま区画の隆帯に接するよ

うである。把手上面には押圧が加えられ、さらに両

側に沈線が付随する。

胴下端区画は二条の扁平な隆帯で、上端区画は断

面三角形の隆帯で、一箇所のみ盲孔が認められた。

胴部には把手の中間に、下端区画から上端区画にか

けて曲線的な隆帯が貼付されているが、文様はこの

一箇所のみであろう。赤彩された鉢形土器と同様の

精選された胎土が用いられ、器面は丁寧に研磨され

光沢を帯びている。法量は推定で胴部最大径27cm、

底径9.8cm、 現存高は21。 Ocm。

第26図 9は今回の調査で出土した最も大形の土器

である。 4単位の山形突起を持つ深鉢形土器で、底

部から直線的に開き、胴上部でくの字状に屈曲し、

直立する幅狭い口縁部をもっており、日縁部文様帯

下端のみが刻み目を持つ隆帯で区画される。幅狭い

口縁部や屈曲する器形などには、阿玉台式や中峠式

に類似した様相が看取される。区画内を廻る平行沈

線は両端で渦巻文、中央部で方形区画文を描き、そ

の他は交互刺突が施されている。口唇無文部は丁寧

に研磨されている。胴部地文はRL斜位回転である。

口径37。 7cm、 現存高46。5cm、 推定高51。Ocmである。

5は内湾する口縁部と外反する幅広い口唇無文部

をもつ深鉢形土器である。口縁部文様は4単位渦巻

状の突起を挟んで、二条の隆帯により枠状に描かれ、

内面には沈線が廻っている。地文はIこ横回転であ

る。口径25。 3cm、 現存高12。 Ocm。

6は回頸部が内湾気味に立ち上がる深鉢形土器で

ある。器面に絡条体が施文された後に、口唇部と口

縁部に隆帯が貼付され、ナデ整形されたため、地文

が磨り消されている。

口唇上面は丁寧に研磨されている。口縁部文様は

波状の隆帯文で、一部の間隔が異なっている。隆帯

上部には沈線が付随し、下部ではナデ整形されてい

る。隆帯上には刻み目が加えられている。

口縁部文様は沈線によって雑に区画され、内部が

磨り消されている。口径12.4cm、 現存高11。 5cm。

7は勝坂式パネル文系土器で、主文様が幅広扁平

で刻み目をもつ隆帯文、充填される沈線文は渦巻き

文等の曲線的なモチーフと、直線的な沈線と刺突が

組み合わされた意匠からなる。最大径17.Ocm、 現存

漏,14。 6cm。

6は瓢状の器形が推定された。無文の回唇部は上

面が平坦に面取りされている。残存部位が少なく文

様構成は不明瞭だが、隆帯による区画文間に沈線文

が施文される土器である。地文はLの斜位～縦位回

転である。推定回径13。Ocm、 現存高14。 5cm。

9はRL縦位回転の胴部破片である。現存部最大

径13.2cm、 現存高11。 7cm。

第27図 10は鉢形土器である。10は口頸部下がエラ

状に突出し、底部に至る鉢形土器である。文様は縄

文地文上の隆帯文で、山形の突出部で 4単位に区画

され、区画内には渦巻きのモチーフが描かれる。隆

帯上には円形竹管が施されている。エラ状の突出部

には棒状工具による沈線が密に施文されることから、

中峠式や阿玉台Ⅳ式の回頸下部と近い印象をうける。

12も 4単位枠状区画の鉢形土器で、口唇無文部が
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΅
　
　
　
　
　
，，円

SK317

攪乱

13

12

■

ｏ
観

Ｃ一

ヽ

ヽ
フ

／

戦
ｖ＼
１
／
″

5  10   8 1367

C 1380

‖ ||
|ヽ ||

|ヽ キ|
ハ キヽ|
:・
・
1・
tl

Ｃ一

1010′°・
ヽ

第24図 第99号住居跡遺物出土状況

ど

／

　

　

＼

ど

く

＼

-36-

3

■

´



f‐ コ ________/

第25図 第99号住居跡出土遺物 (1)

-37-



第26図 第99号住居跡出土遺物 (2)
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外反する。区画部が突出し、文様帯下端区画の隆帯

に接する。隆帯上には刻みが加えられ、区画内部に

は沈線間に交互刺突が施されている。法量は推定で

回径31.Ocm、 最大径37.8cm、 現存高11.3cm。

11は回唇部が内彎する小形の深鉢形土器である。

口唇下の沈線に接して、推定 4単位の突起が貼付

され、上部から刺突が加えられている。体部文様は

沈線直下から棒状とJ字状の隆帯文が垂下し、部分

的に沈線が認められる。口唇上面および隆帯文上に

は刻み目が施されている。推定回径4.6cm、 最大径

9.7cm、 暑滸F葛7.8cm、 産甍イ蚤6.4cm。

13は無文の小形深鉢形土器で、胴上位と下位に段

を持つ。器面は丁寧にナデられ、日唇上面は平坦に

整形されている。口径11。6cm、 現存高9.5cm。

第27図 14～第28図40に拓影及び実測図を掲載した。

14は把手をもち、外反する幅広い口唇無文部破片で

ある。把手中央部に孔をもち、下部では両側に環状

の貼付文が付加されている。突起上には押圧が施さ

れている。

15～ 18は横帯内に区画文をもつと考えられる破片

で、17～ 18のように楕円形と見られる土器と、15～

16の ように、方形区画文と考えられる土器がある。

隆帯上には刻みが施され、区画文内には沈線文が充

填されている。15～ 17は ともに地文は撚糸である。

19～ 22、 27～33はパネル文系の土器であろう。隆

帯によって区画され、隆帯上に刻み目が加えられた

土器群と、31～33のように沈線主導の構成をもつも

のが存在する。後者では隆帯上の刻み目が31の よう

に矢羽根となるものもある。22、 27は爪形文が施文

されており、他の破片との時間差を感じさせる。

23～ 25は同一個体である。刻み目をもつ円形文の

周囲に断面蒲鉾形の隆帯が貼付されており、隆帯間

はナデられている。

第28図34は X字状の文様構成が想起される。胎土

や器面整形が32～33に酷似している。隆帯の形態は

異なっているが、文様構成の近い破片が97号住居跡

からも出土している。

35は撚糸地文上に沈線間の交互刺突が加えられた、

いわゆる中峠式的な土器である。

36は隆帯によって区画された幅狭い口縁部文様帯

にS字状隆帯文を持つ大木系の深鉢形土器である。

出土例はこの一点のみで、残存部位からわかるよう

に大形の土器である。

37は口縁部の眼鏡状突起を境に、口縁部文様帯が

区画される深鉢形土器である。文様は突起下部で渦

巻文が施文され、縦位沈線が充填されている。屈曲

部下位には縄文が施文されており、幅狭い文様帯が

想定される。

38は口縁部の突起から隆帯が垂下する。39は無文

の口唇上に円形突起をもつ。40は黒色と赤色の顔料

によって彩色された鉢形土器である。現存部にはモ

チーフは認められない。器面は風化が進み、顔料の

剥落が顕著である。

第99号住居跡土製品 (第 28図41～42)

耳飾り (第28図41)

第99号住居跡からは、耳飾りと土製円盤が出土し

た。41は滑車形の耳飾りである。中央部に貫通孔を

もち、装着部分の断面形は凹状である。今回の調査

で出土した耳飾りはこの一例のみである。推定径

4。7cm、 中冨2。2cm。

土製円盤 (第28図42)

42の土製円盤は、土器の周辺を研磨し面取りした

もので、磨耗痕は観察されない。径2。 8cm、 厚さ0。 9

cm

第99号住居跡出土石器 (第28図43～47)

石鏃 (第28図43)

43は黒曜石製の石鏃未製品である。裏面には主要

剥離面を多く残し、調整剥離は表面に集中している。

打製石斧 (第28図襲～45)

4は打製石斧である。襲は完形品で片面に自然面

を残す。基部には柄に装着するための敲打による刃

潰し痕が観察される。
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45は基部が若干欠損している。両面に主要剥離面

を大きく残す。両側縁が敲打され両面に研磨痕が観

察されることから、磨製石斧未製品とも考えられる。

磨石 (第28図46～47)

46～47はともに磨石である。47は面取りされて形

状が整えられており、両面に窪みを持つ。

第100号住居跡 (第29図～30図 )

AO-8～ 9グ リッドに位置し、住居跡の奥壁側
が調査区域外となっている。現存部位では南北長が

約5.3m、 東西長が5.lmで、未調査部分を勘案し、

隅丸長方形の住居跡と考えられる。

確認面から床面までは0。4mで、壁は急角度で立

ち上がる。壁に沿って廻る周溝は、深い部分でも床

面から約0。 lm程度である。覆土は自然堆積で、床

面には貼床が検出された。

炉は調査区北壁際で検出された埋甕炉で、胴部を

欠く深鉢形土器が埋設されていた。当初地床炉とし

て用いられ、その後に土器を埋設して埋甕炉として

使用されたようである。長径1.38m× 短径0。95mの

楕円形で、深さ約0.3mである。

床面には第100号住居跡に伴うと思われる7個の

柱穴が検出された。奥壁側の状況が不明だが、柱穴

の配置状況と住居跡平面および炉の利用状況などか

ら、拡張された住居跡と考えられる。

柱穴は概して深いものが多い。床面からの深さは

Pl=0.9m、 P2=0.7m、 P3=0.84m、 P4==lm、

P5=0。76m、 P6=0.8m、 17=0。65mである。

炉体土器を除く他の遺物は覆土中から出土した。

遺物分布は炉の周辺と東壁寄りに集中している。

第100号住居跡出土土器 (第45図 )

1は炉に埋設されていた土器で、胴下部を欠損し

ている。底部からやや内湾気味に開く胴部と、強く

外反する頸部、内湾する口縁部をもつ深鉢形土器で

ある。口縁屈曲部に二条の隆帯で渦巻き状の意匠が

描出され、中間には半円形に隆帯が貼付されている。

隆帯文の上部に僅かに残存した沈線は、おそらく口

唇下部を廻る沈線であることから、口縁部文様帯幅

は極めて狭いと考えられる。

口縁部から垂下し頸部を画する隆帯には押圧が施

されている。地文は絡条体で、日頸部では斜位に、

頸部下半以下は縦位に施文されている。最大径36。0

cm、 現存高15。3cm。

2は湾曲気味の胴下部から緩やかに外反する深鉢

形土器で、頸部以上が欠損している。胴下部には断

面カマボコ形の隆帯が密に貼付され、あたかも曾利

系土器の回縁部を想起させる。胴中位は地文上に二

条と一条の隆帯により、それぞれ直線と蛇行する懸

垂文が描かれている。隆帯側には沈線が付随する。

最大径13。2cm、 現存高23。 5cm、 底径8。8cm。

3は口縁部が強く開き、口端が直立する深鉢形土

器である。口唇上に緩い 4単位の突起を持ち、突起

下部から隆帯が垂下する。口唇上と隆帯上には、ペ

ン先状の竹管文が連続押圧されている。口頸部、月同

部ともに、素文地上に沈線が垂下するのみである。

口径25。 Ocm、 現存高21。 6cm。

4も 3と 近い器形の深鉢形土器で、縦位回転の絡

条体地文をもつ。突起は 1単位で、欠損しており形

状は不明である。二条の平行沈線で区画された口縁

部には、波状ないしは鋸歯状の沈線文が描かれてい

る。口径14.Ocm、 底径6。8cm、 器高18。3cm。

5は絡条体施文の小形深鉢形土器である。底径

5。8cm、 現存高6。6cm。

第33図 6～ 23に破片を掲載した。 6～ 9は口縁部

幅が極めて狭く、無文の頸部をもつ中峠系の土器で

ある。

10～ 12は絡条体地文の破片で、12は大木系土器と

思われる。

13～ 19はキャリパー状口縁の加曽利 E系深鉢形土

器で、13を除き、地文は絡条体である。口縁部には

二条の隆帯により、S字状の文様等が描かれている。

15は波状口縁である。

20は口唇が屈曲する櫛形文系土器で、第32図 2の

-42-

‥

‥

‥

１

１
●

‥

―

‥

‐ま
ｔ

撻

・ヽ

ｔ
ｉ
ｔ

ｌ
齢

鶯
，

■
，

―



SI(314

γ ¢″′′

靡
/

「
~

ノ  炉
o/

調査区域外

,ン′

A14∞

B14∞

SJ100
1 黒褐色土 ローム粒・炭化粒多量 多量の土器片を含む
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5 黒褐色土 ロームブロック少量
6 黒色土  炭化粒少量 柱痕
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第29図 第100号住居跡
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第31図 第100号住居炉跡
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第32図 第100号住居跡出土遺物 (1)
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27

胴部と比較して、本来の部分に施文された土器であ

る。

17は無文口唇部下に交互刺突が廻る個体、21～22

は同一個体で、地文上に垂下する平行沈線間に、鋸

歯文が描かれる深鉢形土器胴部破片である。23は地

文のみの破片。

第100号住居跡出土石器 (第33図24～ 26)

第100号住居跡から出土した石器は少なく、図示

できる資料は3点のみである。

磨石 (第33図24～ 25)

24～25は磨石である。24は円形盤状、25は角棒状

である。24は偏平な河原石を素材としたと考えられ

るが、いずれも面取りされ形状が整えられている。

25は片面に窪みをもつ。

第34図 第100号住居跡出土遺物 (3)

打製石斧 (第33図26)

26は小形の打製石斧で、基部の大半が欠損してい

る。

第100号住居跡出土土偶 (第34図 )

今回の調査で出土した唯一の土偶であり、原遺跡

の調査を通じても2例目の出土である。括れをもつ

胴部から、上方に広げたような腕をもつ。胴と腕は

接合しない。乳房は粘土粒の貼付し摘んだような整

形で表現されている。乳房の間でループ状となる沈

線が垂下する。背面には左肩から背中にかけて、細

い平行沈線が引かれている。肩部以上と胴下部が欠

損しており、胴下部は欠損後に研磨された形跡が窺

える。最大長4。 6cm、 胴下部最大幅3.Ocm、 最大幅7.3

cm。
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第101号住居跡 (第35図 )

AP-10グ リッドに位置し、後述する第102号住居

跡と重複関係にある。住居跡は南西壁の一部が調査

区域外に伸びている。加えて土娠や井戸跡が掘込ま

れ、さらには攪乱されて床面が破壊されていたが、

今回の調査では全形を確認できる唯一の住居跡でも

ある。

住居跡は長径5。6m×短径4e3mの隅丸長方形であ

る。主軸方はN-63° 一Eを示し、地形との位置関

係でみると、ほぼ等高線に直行し、遺跡の北側にあ

る谷に入り口部が設けられている。

掘込みの浅い住居跡で、確認面からの深さは0。 2

mである。掘り方上面にはロームを主体とする貼り

床が確認できた。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁際には周溝が廻っ

ている。周溝は幅が0.2m前後で、部分的に途切れ

ており、南西壁側では幅狭くなっている。床面から

の深さは0。lm程度である。

主軸線上の奥壁寄りに位置する地床炉は、第 5号

井戸跡によって南半が破壊されていたが、推定長径

lm前後、短径0。7mで、楕円形であろう。

検出された柱穴は 7本で、P50P6は近接してお

り、 6本柱穴の住居と考えられる。床面からの深さ

は、Pl:=0。93m、 P2=0。 56m、 P3=0.82m、 P4=

0.53m、 P5=0。67m、 P6=0。46m、 P7=0。26mである。

第101号住居跡出土土器 (第36図 )

第101号住居跡は掘込みも浅く、第102号住居跡や

土墳、井戸等と重複していることから、遺物は極め

て少なかった。

1は阿玉台系、 2～ 10は勝坂系の土器である。 3

はペン先状爪形文施文例、 4～ 8は区画内充填施文

が密で、第96099号住居跡出土土器よりも古相を示

している。

11～ 12は曽利系、13～ 21は加曽利 E系である。11

は無文の口頸部をもつ深鉢形土器で、胴部隆帯区画

のみ、12は口唇内面が突出し、外面に渦巻文をもつ

幅狭い口縁部の土器である。地文上に懸垂文をもつ。

加曽利 E系土器は13、 15～ 18のように、11～ 12に

伴う段階の土器群と、14、 19～22の ように明らかに

新しい土器群があり、後者は第102号住居跡に帰属

する可能性がある。14は微隆起線文の架懸文系土器、

20～22は鉢形土器である。23も この時期の底部であ

ろう。

第102号住居跡 (第37図 )

AP-7～ 8グ リッドに位置する。当該グリッド

には中～近世の土墳や井戸が密集しており、第101

号住居跡とも重複関係にある。第102号住居跡は壁

が検出されなかったために、炉跡と柱穴配列から規

模を推定した。

第102号住居跡の柱穴と考えられるものは、Pl～

P7で、配置から奥壁よりに炉をもつ壁柱穴タイプ

の住居跡が予想される。柱穴の深さはPl=0。 44m、

P2===0.66m、  P3===0。 52m、 P4===0.33 mi、  P5===0.08m、

P6=0■ 7m、 IⅣ=023mで ある。

炉は地床炉であるが、焼土の分布が認められた程

度で、掘込みは確認できなかった。

住居跡からは遺物出土しなかった。しかし、第

101号住居跡覆土内から出土した資料の一部が、第

102号住居跡に伴う可能性が考えられることから、

時期的には中期末～後期初頭段階を考えてもよいで

あろう。

第103号住居跡 (第38図 )

AQ-9グ リッドに位置する。住居跡の西側が調

査区域外にあるため、全容は明らかでない。検出で

きた部分では西壁側で3。44mで、住居跡の北西壁が

直線的であることから、隅丸方形の住居跡と考えら

れる。

確認面から床面までの深さは、南東壁側で0.lm

程度で極めて浅く、北西壁側ではかろうじて壁が検

出できた程度である。

炉は調査区境界の壁よりで検出されたが、攪乱を
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暗褐色土 ローム粒・ロームブロック少量 柱掘 り方充填土

第35図 第101号住居跡
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受けていることもあり、掘込みは殆ど確認できなか

った。

住居跡に伴う柱穴は 3本である。径が0。3m前後

で、床面からの深さはPl=0。 67m、 P2=0。 24m、

II〕 =0。48mである。

第36図 第101号住居跡出土遺物
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第103号住居跡出土土器 (第 39図 )

住居から出土した遺物は極めて少量である。 1は

阿玉台系、 2は縄文地文の小破片、 3は縦位回転施

文で、中期末～後期に、 4～ 5は胎土・整形から3

と同時期と思われる。

9



SK352

⌒ C

て:ノ十́
l

l

l

l

l

l

SJ101

炉

調査区域外

B 1430

D14.30

爾lm
R_ノ

「

ĺ
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第37図 第102号住居跡
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第38図 第103号住居跡

第39図 第103号住居跡出土遺物
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(2)土 墳
今回の調査で検出した土娠は総数49基である。遺

物が殆ど出土しなかったため、帰属時期が明確でな

いものが大半を占める。

第305・ 306号土墳 (第40図、第44図 1～ 4)

AN-10グ リッドに位置する。第305号土娠は径が

2.66× 0。77mの長方形土渡で、第306号土娠、第347

号土娠と重複関係にある。深さは第305号土渡が0.1

m、 第306号土墳が0.2mである。平面形などからも

縄文時代でないことは明らかである。

第44図 1～ 4が第305号土嫉出土土器である。 1

～ 3が曽利系、 4が連弧文系土器である。第306号

土嫉は遺物が出土しなかった。

第307号土墳 (第40図 )

AN-10グ リッドに位置する。径が0.78× 0.62m、

深さ0■lmの楕円形である。北東端に小ピットを持

つ。

第308・ 31203130320号 土墳 (第40図、第襲図 5)

AN-9～ 10グ リッドに位置する。土層観察によ
る新旧関係は、320→3080312→ 313の順となる。第

312号土娠からは第襲図 5の石鏃未製品が出土した。

第44図 5は第312号土墳から出土した石鏃で、調

整剥離を施している途中で欠損したために、放棄さ

れたものと思われる。

第309号土墳 (第40図 )

AN-10グ リッドに位置し、第308号土墳に隣接す

る。径は1。 14× 0。78m、 深さはピット下部で0.5mで

ある。

第310号土墳 (第40図 )

AN-10グ リッドに位置する方形の土墳で、径が

1。 16～ 1。 24m、 深さ0.4mである。底面から急角度で

立ち上がる。

第311号土垢 (第40図 )

AN-10グ リッドに位置する。径が0。6～ 0。7m、 深

さ0■6mの浅い方形の土墳である。

第314号土塘 (第41図、第44図 16～ 24)

AO-9グ リッドに位置し、第100号住居跡と重複

している。径が1。 2～ 1。4m前後の不整方形で、底面

は0。8mの円形である。深さは約0。5mで、覆土は埋

め戻されている。

第4図 16は小形の皿で、内面と外面口唇端部に釉

をもつ。内面と口唇上に煤が付着し、灯明皿として

用いられたものであろう。口径 9。 Ocm、 底径 3。 3cm、

器高1.8cm。

17、 18は灯明皿である。いずれも内面と外面口唇

下に釉をもつ。17は口径9.Ocm、 底径4。 5cm、 器高2.0

cm。 18は口径10。Ocm、 底径4。2cm、 器高2。Ocmである。

19は急須で、底部直上に 3単位の粘土瘤が貼付さ

れている。内外面ともに底部直上まで釉が掛けられ

ている。口径6。5cm、 底径6。6cm。

20は摺鉢である。口唇が肥厚し、内外面に沈線が

廻っている。口径30。 Ocm、 底径13。Ocm、 器高12。 Ocm。

21～24は染付け碗である。法量は21が口径10。 8cm、

底径3.8cm、 器高6.Ocm。 22は口径 11。 2cm、 底径5.2cm、

器高5.8cm。 23は回径10。 4cm、 底径4.2cm、 器高6。 3cm。

24は口径11。4cm、 底径4。6cm、 器高6。3cmである。

第315号土垢 (第41図 )

AO-9グ リッドに位置し、ビットと重複している。

長径 lm×短径0。86mの楕円形で、ピット底面まで

の深さは0.6mである。

第316号土墳 (第41図 )

AO-9グ リッドに位置する。径が0。7m前後の円

形で小ピットに破壊されている。深さ0。2m。
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第317号土墳 (第41図 )

AN～AO-10グ リッドに位置し、第99号住居跡の

壁を壊している。径は3。 1× 0.93m、 深さ1■4mであ

る。

第318号土墳 (第41図 )

AO-9～ 10グ リッドに位置する。径は1.16× 0。94

m、 小ピット底面までの深さは037mである。

第319号土墳 (第41図 )

AN-10グ リッドに位置し、第98号住居跡と重複

している。覆土はローム主体で、埋め土であろう。

第321号土墳 (第41図 )

AP-8グ リッドに位置する。径が0.8× 0。6mの楕

円形で、深さは0■7m。 皿状の断面形を呈する。

第322号土垢 (第41図 )

AO-9グ リッドに位置する。一辺が0。7m前後の

方形で、深さ約0。2mである。

第323号土墳 (第41図、第襲図 6～ 7)

AO-9グ リッドに位置し、一部は攪乱を受け壊

されている。径が0。 8～ 0.9mの楕円形と思われ、深

さは0.35mで ある。

第44図 6は磨消し懸垂文の加曽利E系胴部、 7は

絡条体施文の胴部破片である。

第324号土垢 (第41図 )

AQ-9グ リッドに位置する。径が1.14× 1。04m、

深さは0。24mである。底面は平坦で壁は垂直に立ち

上がる。

第325号土墳 (第41図 )

AQ-9グ リッドに位置する。第310号住居跡、第

330号土嫉と重複し、南西側は調査区域外に延びる。

長径は推定1.8m、 短径1.24m、 深さ0。2m前後であ

る。

第326号土墳 (第42図、第襲図8)

AQ-9グ リッドに位置し、第101号住居跡と接し

ている。不定形の土娠で重複していた可能性もある。

径が約1■ m、 深さ0.24m。

第襲図 8は波状口縁の勝坂系浅鉢で、口唇部が肥

厚する。

第32703280335号 土墳 (第42図、第襲図 9～ 11)

3基の重複で、335→328→ 327号土娠の順となる。

第335号土嫉は長楕円形で、幅0。 84m、 深さ0。 65m。

第328号土娠は幅1。2m、 深さ0。4m。 第327号土娠は

2基の重複で、327b土墳は径が1。25× 0。9mの楕円

形で、深さが0。77mである。

第327号土頻からは、第44図 9～ 11の破片が出土

した。 9は加曽利 Eキャリパー系の回縁部、10は連

弧文系、11は磨消懸垂文の破片で、時期が異なって

いる。

第329・ 338・ 339号土墳 (第42図、第襲図14)

AQ～AR-9グ リッドに位置する。円形ないしは

楕円形の土娠 3基の重複である。第324号土娠は径

が 1× 0.9m、 第338号土娠は径が0.7mで、深さはい

づれの土娠も0。7m程度である。

第44図 14は、第338号土娠出土土器である。地文

上に懸垂文をもつ加曽利 E系胴部破片である。

第330号土墳 (第42図 )

AQ-9グ リッドに位置し、第325号土渡と重複し

ている。大半が調査区域外にあり、形状不明。深さ

033mである。

第331号土墳 (第42図 )

AQ-9～ 10グ リッドに位置する。径が0.9m前後

のほぼ円形の土頻で、深さは0■6mと浅い。
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SK305・ SK306・ SK347

SK306

マ/

0 1300

SK308

SK310

A 1380

SK310
1 明褐色土 ローム粒・焼土粒 0炭

化粒少量
2 明褐色土 ローム粒・ロームブロ

ック 0焼土粒少量

SK305
1 黒色土  ロームブロック・暗褐色土

ブロック含む

床面に黒色の硬化層あり

SK306
2 明褐色土 ロームブロック・ローム粒少量
3 黄褐色土 ロームブロック多量

SK308
1 明褐色土
2 黄褐色土
SK313
3 黒褐色土
SK312
4 明褐色土
5 明褐色土
SK320

SK307

A1380

SK307
1 明褐色土 ローム粒少量
2 黄褐色土 ローム粒多量

ローム粒・炭化粒少量
ロームブロック多量

ロームブロック多量 人為的埋戻し

ローム粒少量
ロームブロック少量

A1390

SK315
1 暗褐色土 ロームブロック・炭化粒少量
2 黄褐色土 ロームブロック多量
ピット7

3 暗褐色土 ロームブロック微量
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マ
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SK308・ SK312・ SK313・ SK320

SK309

A1380

SK309
1 明褐色土 ローム粒・ローム

ブロック微量
2 黄褐色土 ローム粒 0ロ ーム

ブロック多量

く
|

攪
乱

８

．∞
一

く

6 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒少量
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調
査
区
域
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Ａ一

SK311

SK311
1明褐色土 ローム粒・炭化粒少量
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第40図 土墳 (1)
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SK314

A139Ю ___=ヽ

黒褐色土 ロームブロック多量 人為的堆積
黒褐色土 ロームブロック多量 人為的堆積

SK317

SK317
1 暗褐色土

SK316
1 暗褐色土 ローム粒多量 ピット覆土
2 黄褐色土 ローム粒・ロームブロック多量

SK318

炭化粒・ローム粒含む
ロームブロック混入

＼
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Ｉ
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SK316
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SK324

Ａ一
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A1380
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ヽ
＼

＼
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SJ98
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SK322

暗褐色土

暗黄褐色土

黒褐色土

炭化粒・ローム粒混入

炭化粒・ローム粒多量
ローム粒非常に多く混入
ロームブロック混入

暗褐色土 ローム粒含む
暗褐色± 1層 よりも

ローム粒多量

A 139Ю

SK323
1 暗赤褐色土 焼土粒多量 ローム

粒・炭化粒含む
2 暗褐色土  ローム粒含む

ローム粒・炭化粒含む
ローム粒 1層 よりも多量

SK325

∞ 」 .

SK325
1 暗褐色土 赤褐色の焼土粒を

多く含む
2 暗褐色土 ローム粒多く含む
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第41図 土墳 (2)
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SK326 SK327ab口 SK328・ SK335 ピット97

Ａ一

A 1430

SK327b

SK327a

SJ103

SK330

調査区域外

SJ103

A 14∞

SK330
1 茶褐色土 焼土粒少量 ローム粒多量
2 茶褐色土 焼土粒・炭化粒少量 ローム粒

・ロームブロック多量
3 茶褐色土 焼土粒・ロームブロック多量

1 黒褐色土 ロームブロック少量
2 黒褐色土 ロームブロック多量
SK335
3 暗褐色土 ローム粒多量
4 暗褐色土 ロームブロック多量
ピット9
5 暗褐色土
SK327
6 暗褐色土
7 明褐色土
8 明褐色土

ローム粒多量

ローム粒・焼土粒微量
ロームブロック・炭化粒少量
ロームブロック・炭化粒少量

A1420

1 暗褐色土
2 明褐色土
3 明褐色土
SK329
4 黒褐色土
SK339
5 明褐色土
6 暗褐色土
7 黄褐色土

８

．〓

ｍ

SK326 SK328
1 黒褐色土  炭化粒・ローム粒多く含む
2 暗褐色土  ローム粒多く含む
3 暗黄褐色土 ロームブロック多量

SK329・ SK338・ SK339

.a
\ sK338

SK339
/

＼マ

A1430

貶

o/

SK338

、 、ヽ ヽ SK333

A1430

ローム粒・炭化粒多量
ローム粒 0ロ ームブロック少量
ローム粒 0ロ ームブロック少量

ロームブロック含む

ロームブロック・ローム粒・炭化粒少量
ローム粒・炭化粒多く含む
ロームブロック多量

Ａ一

SK331

SK332

調査区域外

鰊魃劣瓶魏

A 1430

SK333
1 暗褐色土 ローム粒少量
2 暗褐色土 ローム粒 0ロ ームブロック

・炭化粒少量
3 暗褐色土 ロームブロック少量

第42図 土墳 (3)

SK335

A 1430
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B1430

A1430

A1380

A1410

SK342

調査区域外

SK334

調査区域外   
マ

SK343

SK349

調査区域外

SK336・ SK337   
調査区域外
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SK353

調査区域外

ギ |
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SK344

SK345
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調査区域外
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A1430

SK334
1 暗褐色土 ローム粒多量
2 暗褐色土 ロームブロック多量
3 暗褐色土 ローム粒少量

SK3360337
1 黒褐色土 ロームプロック・ローム粒少量
2 明褐色土 ロームプロック多量

―

ヽ

―

キ

‐

SK340・ SK341

調査区域外 ,

S K36 褪
磋
熙
繹
鰺

調
査
区
域
外

８

．〓

ロ

A1380

魏鰊艤
SK340
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2 明褐色土 ローム粒・プロック
・炭化粒少量
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3 暗褐色土 ロームブロック少量
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第332号土垢 (第42図 )

AR-10グ リッドに位置する。調査区域外に延び

るが 2× 1。 5m程度の隅丸長方形の土媛であろう。

掘込みは極めて浅い。

第333号土垢 (第42図 )

AR-9グ リッドに位置する。径が1。35～ 1。5mの

楕円形土渡で、底径が0。75m、 深さは0。93mである。

第334号土墳 (第 43図、第襲図12)

AR-10グ リッドに位置し一部は調査区域外に延

びる。径が 2m前後の円形土墳で、深さは0。6mで

ある。

第44図 12は土娠から出土した深鉢で、日端が内傾

する勝坂系土器である。波状隆帯文間に渦巻き状沈

線文が施文されている。

第336・ 337号土墳 (第43図、第襲図13)

AR-9グ リッドに位置する。大半が調査区域外
にあたり、詳細は不明だが、32は隅丸方形、33は楕

円形の土娠であろう。深さ0。2m前後である。

第336号土娠からは、第44図 13の石鏃が一点出土

した。長さ3.2cm、 幅1.7cmで、片面に自然面を残し

ている。

第鉾2号土墳 (第43図 )

AQ-9グ リッドに位置する。一部が調査区域外
に伸びるが、径が約 0。8mの 円形土墳と見られる。

深さは0.7mである。

第鉾4号土垢 (第43図 )

AN-10グ リッドに位置し、第98号住居跡と重複

している。調査区域外に延びるが、長方形土墳で、

幅が0。7m、 深さは0。lmと極めて浅い。

第340・ 341号土墳 (第43図、第嚢図15)

AQ-9グ リッドに位置する。第103号住居跡は調

査区域外に延びるが、径が1。3m程度の楕円形の土

頻であろう。底面では土娠に先行する柱穴が検出さ

れた。第341号土墳は時期的に第340号土墳に後続す

ると考えられる。

第襲図15は、第36号土渡から出土した勝坂系の無

文鉢形土器である。口端でやや屈曲し、補修孔をも

っている。

第343号土墳 (第43図 )

AN-10グ リッドに位置する。1。7m× 0。6mの長方

形土墳で掘込みが極めて浅い。

第345号土墳 (第43図 )

AN-11グ リッドに位置し、調査区域外に延びる。

浅く、形状等詳細は不明である。

第346号土墳 (第43図 )

AN-11グ リッドに位置し、調査区域外に延びる。

第345号土墳と同様に浅く、形状等詳細は不明であ

る。

第348号土墳 (第43図 )

AO-9グ リッドに位置する。径が0。5m前後の円

形で、深さは0。85mである。

第350号土墳 (第43図 )

AP-8グ リッドに位置する。径が0.45～ 0。6mの

楕円形で、皿状の掘込みをもつ。

第349号土墳 (第43図 )

AP-8グ リッドに位置する。調査区域外に延び

るため、形状等詳細は不明である。

第351号土垢 (第43図 )

AP-8グ リッドに位置する。第343号土娠と同様
の形状であろう。確認面からは約0。3mで、このタ

イプとしては最も深い。
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第352号土墳 (第43図 )

AP-8グ リッドに位置する。一部が第101号住居

跡覆土上に構築されたため、全形は不明。第39号住

居跡と同様の形状である。幅0。 56m、 深さ0■3mで

ある。

_「="~
´́ キ́
~́

調査区域外

A 14 30

B1430

第353号土墳 (第43図 )

AR-10グ リッドに位置し、調査区南東端の土娠

である。径が0。6m程度の不定形で、底面近くが残

存したものと思われる。

調査区域外

SK9

―ム粒少量 やや硬い
一ム粒少量 非常に硬い 二次路面
―ム粒微量 非常に硬い 二次路面
―ム粒多量 非常に硬い 二次路面
ローム粒・ロームブロック少量 非常に硬い
掘 り方地業土 一次路面
ロームブロック多量 硬い部分と軟らかい部分が
認められる 掘 り方地業の床面上の土

土

土

土

土

土

　

土

跡

色

色

色

色

色

　

色

路

褐

褐

褐

褐

褐

　

褐

道

黒

黒

暗

明

黒

　

黒

号

第45図 第 1号道路跡

(3)道 路跡
第 1号道路跡 (第45図 )

AN～AO-9グ リッドで検出した。主軸方位は

(4)井 戸跡
第 5号井戸跡 (第46図 )

AP-8グ リッドに位置する。第101号住居跡の床
面と炉の一部を破壊している。一部は調査区域外に

あるが、径は開口部で 2m、 底部で 1～ 1.05mで あ

る。

素掘りで中位で段を持ち、確認面からの深さは

N¨ 11°―Eである。非常に硬く締まった路面が検出さ

れた。掘り方は中央部に浅い溝が検出された。

1.9mで ある。覆土はロームブロックやローム粒を

多く含み、人為的に埋め戻された形跡が窺える。

第 6号井戸跡 (第46図 )

AP-7グ リッドに位置する。検出できた範囲は

全体の 5割ほどで、中位に段をもつ。
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A1440

調査区域外
SE6

調査区域外

全_二4 30 SE6
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尚多
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鯰

夕
や
〃
〃〃
勿
笏
〃
〃〃
多

3.グリッド出土遺物
(1)縄 文土器 (第47図 1～24)
1は曽利系土器で、外反する無文の口頸部内面が

くの字状に突出する。胴部は鋸歯状浮線文間の竹管

文以下に、地文上に半放竹管の懸垂文が描かれてい

る。括れ部の小突起の単位は不明。口径21.5cm、 現

存高11。8cmである。

2は加曽利 E系キャリパー形土器で、日縁部が内

湾し、無文の頸部をもつ。口縁部文様は円形と端部

が渦巻き状となる枠状区画文である。

3～ 24に破片を掲載した。 3～ 5は角押文施文の

阿玉台系土器、 6～ 10が勝坂系で、より簡略化した

印象を受ける8～ 9、 地文上に沈線が描出された10

などがある。11～ 12、 16は勝坂末葉であろう。

13～ 14が加曽利E正 式古段階の土器で、二条の隆

帯によりS字文が描出される。17～ 18は隆帯の扁平

化と磨消しが特徴となる。20の磨消し連弧文も同時

期であろう。15、 19は沈線地文の曽利系土器である。

ローム粒・焼土粒・炭化粒多量

人為的埋戻し
ローム粒多量 人為的埋戻し
ローム粒少量 人為的埋戻し
ロームブロック・ローム粒多量

人為的埋戻し
ロームブロック・ローム粒多量

人為的埋戻し
ロームブロック主体 人為的埋戻し
ロームブロック主体 人為的埋戻し
ローム粒多量 ロームブロック微量
ロームブロック主体
ロームブロック多量
ローム粒多量
ロームブロック主体

第46図 井戸跡

21～24は中期末葉から後期の土器であろう。21は

鉢形土器で、胴下部が条線文の施文、22は波状口縁

のキャリパー系土器、23～24は原体や口唇下の浅い

沈線、波状口縁の形態などから、前者よりも新しい

段階が想定される。

(2)石 器

磨石 (第47図25～ 26)

25は磨石の欠損品で、端部に敲打痕が認められる。

26は基部、両側縁が丁寧に面取りされ、表面には研

磨された形跡が残る。敲打痕が観察されないことか

ら、丁寧な研磨が施されたか、あるいは自然石を選

んで成形している可能性が考えられる。

打製石斧 (第47図27～28)

27～28は打製石斧である。ともに片面に自然面を

大きく残し、剥離も粗い。27は欠損後に刃部を再生

した可能性がある。

２

３

４

　

５

　

６

７

８

９

１０

１１

１２

暗褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗茶褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土
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第 2表 原遺跡第 7次調査出土石器観察表

第 3表 原遺跡第 7次調査出土土製品観察表

第 4表 原遺跡第 7次調査土墳計測表

図版番号 出土位置 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g) 石  材 備  考

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

S J96 掻器

掻器

石鏃

打斧

打斧

打斧

打斧

打斧

打斧

打斧

打斧

磨石

磨石

磨石

2.8

1.85

2.95

6.8

7.45

4.7

4.9

5。 75

7.1

9。 5

8.8

7.2

6.8

5。 6

3.05

4

1.5

3.75

5.85

5.3

4.7

4.3

3.95

4.7

2.8

5.4

5。 15

7.4

0.8

0。 7

0.6

1。4

1.55

1.3

2

1。 15

1.75

1.3

1.8

6.1

5.3

4.2

6.8

4.6

1.4

47.1

64.6

37.3

59.8

29.3

50。9

53。8

40。8

269.3

180.6

185.2

チャー ト

チャー ト

黒曜石

ホルンフェルス

ホルンフェルス

ホルンフェルス

砂岩

黒色頁岩

ホルンフェルス

ホルンフェルス

?

安山岩

安山岩

安山岩

19 S J97 磨石 6.55 4.5 206.7 安山岩

1

2

3

4

5

S J99 磨斧 ?

磨斧未製品

磨石

磨石

石鏃未製品

21.8

5。 7

4.5

9.5

1。9

9.2

3.2

5.8

6.2

1.2

4.9

1.1

3.65

3.55

0.55

953.1

29。2

121.8

333.7

1

ホルンフェルス

頁岩

閃緑岩

安山岩

黒曜石

18

19

20

S J 100 磨石

磨石

打斧

8.7

5.6

4.5

7

7.05

4.3

2.55

4.8

1.3

184。3

281.9

30.5

安山岩

閃緑岩

ホルンフェルス

S K312 石鏃未製品 ? 2.7 2.6 0.8 4。3 チャー ト

13 S K336 石鏃 3.15 1.75 0.5 2.4 ホルンフェルス

25

26

27

28

グ リッド 磨石

磨斧

打斧

打斧

6.4

6.1

9。 7

6.2

5。 1

3.85

5。 7

3.8

3。 7

1。05

1.5

1.5

162.3

24.6

94.8

50.4

砂岩

砂岩

ホルンフェルス

黒色頁岩

図版番号 出土位置 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

1

2

S J99 耳飾

円盤

19。 2

10.4

滑車型・欠損

完形

S J 100 土偶 28.2 欠損・腕は同一個体

土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K305

S K306

S K307

S K308

S K309

S K310

S K311

S K312

S K313

S K314

S K315

S K316

S K317

S K318

S K319

S K320

AN… 10

AN‐10

AN‐ 10

AN¨ 10

AN‐10

AN-10

AN‐ 10

AN‐10

AN-9010
AO… 9

AO-9

AO… 9

AN… 10 AO… 10

AO-9

AN… 10

AN-10

77

78

96

96

114

124

72

130

170

136

100

68

216

116

90

90

27

62

62

46

78

116

64

124

70

120

86

66

108

94

56

74

18

11

39

19

51

40

16

12

20

48

62

18

12

37

16

11

N‐ 40° …W

N… 23° ‐W
N¨ 2°‐E

N-25°―W
N¨2°…W
N… 71° ‐W

N‐ 85° ―W

N-84°―E

N… 42° ‐W

N-34°―W

N-25°―W

N-42°‐E
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土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向
S K321

S K 322

S K323

S K324

S K325

S K326

S K327

S K328

S K329

S K330

S K331

S K332

S K333

S K334

S K335

S K336

S K337

S K338

S K339

S K340

S K341

S K342

S K343

S K344

S K345

S K346

S K347

S K348

S K349

S K350

S K351

S K352

S K353

AP-8
AO-9
AO‐ 9

AQ‐9

AQ‐ 9

AQ… 9

AQ-9
AQ-9
AQ‐9 AR‐9
AQ-9
AQ‐ 9・ 10

AR¨ 10

AR‐9010
AR‐ 10

AQ-9
AR…9

AR‐9

AQ‐ 9

AQ‐ 9

AQ-9
AQ‐9

AQ‐ 9

AN‐ 10

AN-10
AN‐11

AN‐ 10

AN-10
AO‐9

AP-8
AP-8
AP‐708
AP¨ 8

AR-10

74

72

94

114

174

114

140

122

102

74

82

164

164

206

134

124

78

72

84

142

68

84

168

118

54

42

70

54

70

58

96

106

58

70

62

80

104

124

108

110

116

90

66

76

96

148

170

84

110

76

70

40

70

60

84

58

70

46

38

56

50

44

56

52

56

56

17

18

35

24

15

24

77

36

19

31

17

6

96

59

65

16

18

43

38

68

24

70

8

11

8

18

10

85

10

16

30

13

4

N¨49°…W
N-50°‐E
N‐ 50° ‐E
N‐44°‐W
N¨ 75° ■V

N… 60° ‐E
N-62°‐E
N‐ 70° ‐E

N‐ 18°‐W

N¨ 2°‐E
N‐ 10°―W

N‐ 84° ‐W
N… 80° ‐W
N¨ 75° ‐E
N… 10°‐W

N… 0。 5°‐E
N‐ 79° ‐E

N‐ 65° ―W
N‐40° Ë
N-80°‐W
N… 31° ■V

第 5表 原遺跡第 7次調査ビット計測表
ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Pl

P2

P3

P4

P5

P6

AN… 10 38

14

34

46

50

40

34

14

34

44

40

26

38

14

12

13

11

16

Pl

P2

P3

AO… 8 30

34

26

26

32

24

19

65

15

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

AO‐ 9 58

22

44

42

40

44

54

38

32

22

40

40

38

38

46

22

17

21

30

19

20

17

16

15

Pl AO‐ 10 44 34 18

Pl

P2
AM… 10 38

28

14

16

58

60

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

Pl

P2

P3

P4
P5
P6
P7
P8
P9

P10

P ll

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

AP‐ 8

SJ7ピ ット

36

40

46

34

36

32

38

40

30

28

74

42

22

26

32

22

32

34

42

24

34

34

44

30

34

30

36

32

30

26

46

40

22

22

26

18

28

30

30

24

8

8

18

10

16

13

13

28

14

25

22

15

25

36

27

22

67

14

18

23
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ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

P22

P23

P24

P25

P26

AP-8 28

28

34

40

26

24

28

34

38

26

27

19

44

66

16

Pl

P2

P3

P4

AP‐ 9 40

30

40

26

34

28

36

26

30

55

30

57

Pl

P2

AQ‐ 8 30

46

26

44

19

42

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

AQ‐ 9 28

40

30

30

44

26

28

42

36

48

26

38

28

24

36

26

26

38

32

38

19

36

19

26

25

25

33

52

22

25

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

P ll

P12

P13

P14

Pl

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

P12

P13

P14

AR‐ 9

AR¨ 10

34

26

24

26

28

42

40

34

36

16

30

24

28

18

34

50

34

24

36

18

26

22

22

26

24

36

32

34

14

30

20

20

18

32

32

32

20

34

47

53

14

30

14

28

18

23

15

16

18

11

25

32

17

15

21

15

36

第 6表 原遺跡第 7次調査遺構新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S J96

S J97

S J98

S J99

S J 100

S J 101

S J 102

S J 103

S K305

S K306

S K307

S K308

S K309

S K310

S K311

S K312

S K313

S K314

S K315

S K316

S K317

S K318

S K319

S K320

S K321

S K 322

S K323

S K324

S K325

SJl
SJ2
SJ3
SJ4
SJ5
SJ6
SJ7
SJ8
SKl
SK2
SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

S K12

S K13

S K14

S K15

S K16

S K17

S K18

S K19

S K20

S K21

新遺構番号 旧遺構番号

S K326

S K327a

S K327b

S K328

S K329

S K330

S K331

S K332

S K333

S K334

S K335

S K336

S K337

S K338

S K339

S K340

S K341

S K 342

S K343

S K344

S K345

S K346

S K347

S K348

S K349

S K350

S K351

S K352

S K353

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49

新遺構番号 旧遺構番号

SE5
SE6

SEl
SE2
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iV 戸崎前遺跡第11次調査
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1.調査の概要
戸崎前遺跡第11次調査区は、第 3次・第10次調査

区の南側に位置し、台地の中央部から南西にわずか

に傾斜する幅 6mの道路用地が調査の対象となった。

調査面積は500ぽである。

平成12年度の伊奈特定土地区画整理事業関係の発

掘調査は、向原遺跡第10次・第11次も併せて実施さ

れており、このうち戸崎前遺跡の発掘調査は、2月

中旬から3月下旬にかけて実施された。

調査は事業地内で継続して行われている埋蔵文化

財発掘調査において設定されたグリッド呼称に従い、

10m方眼の大グリッドを設定した。呼称は、グリッ

ド杭の北西隅を基準に、北からアルファベット表示

でAP～ATを、西から数字を用いて 1～ 6のグリッ

ド番号を設定した。

最初に重機によって表土・木の根などを掘削
。除

去し、その後に調査補助員による遺構確認を実施し

2.検出された遺構と遺物
(1)掘 立柱建物
第 8号掘立柱建物 (第 50図 )

AR-3グ リッドに位置する。(1)× 2間の総柱建

物跡で、規模は長径250)m、 短径4■8mである。

Plの深さは0。59mである。P2の深さは0。44mで

ある。P3は長径0.56m、 短径0。5om、 深さ0。42mで

ある。P4は長径0。62m、 短径0。46m、 深さ0。68mで

ある。

(2)土 墳
第486号土墳 (第51図 )

AS-5グ リッドに位置する。第487号土墳と重複

する。プランは長方形で、主軸方向はN-2°…Wであ

る。規模は長径1.32m、 短径0。 66m、 深さ0。24mで

ある。

遺物は出土していない。

た。遺構確認に続いて精査を行い、必要に応じて、

記録保存のための写真撮影や遺構の測量作業を行っ

た。前回の調査では縄文時代中期後半の良好な遺

構・遺物が検出されていたため、今回の調査にも期

待がもたれた。

今回の調査で検出された遺構は、中～近世の掘立

柱建物跡 2棟、縄文時代早期と中～近世の土頻44基、

近世の清 1条で、縄文時代の遺構分布域からは外れ

た位置であった。遺物は縄文時代早期の土器、中
～

近世の陶磁器類が出土した。

今回の調査地点は、1日小針内宿村の村社である氷

川神社が存在した場所とみられている。検出された

掘立柱建物跡は、神社関連施設であった可能性が考

えられる。境内とされる場所では、部分的に硬化面

も確認されている。

第 9号掘立柱建物 (第50図 )

AR-3グ リッドに位置する。(3)× (2)間の総柱

建物跡で、規模は長径 G。08)m、 短径5。75mである。

Plはツ案さ0.12m、  P2は ,案 さ0。 42m、 P3は
'案

さ

0。 33m、 P4は深さ0■4m、 P5の規模は長径0。 35m、

短径0.28m、 深さ0■4mである。P6は長径0。58m、

短径0.58m、 深さ0.31mで、P7の深さは0.22mであ

る。

第487号土墳 (第 51図 )

AS-5グ リッドに位置する。第486号土娠と重複

する。プランは長方形で、主軸方向はN‐ 2°
―Wであ

る。規模は長径 1。32m、 短径0。 74m、 深さ0。26mで

ある。

遺物は出土していない。
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一編
目
理
一．

第4田号土墳 (第51図 )

AS-5グ リッドに位置する。プランは不整円形で

ある。規模は長径 1。00m、 短径0.94m、 深さ0。21m

である。

遺物は出土していない。

第侶9号土墳 (第51図 )

AS-5グ リッドに位置する。プランは不整楕円形

で、主軸方向はN‐33°‐Wである。規模は長径 1。 91m、

短径1■8m、 深さ0■6mである。

遺物は出土していない。

第490号土垢 (第 51図 )

AR-4グ リッドに位置する。第491号土墳と重複

する。西側の大半が調査区域外に位置しており、プ

ランは楕円形で、主軸方向はN-36° ―Wである。規模

は長径1。34m、 短径 (1。02)m、 深さ0.72mで、西側は

調査区域外となる。

遺物は出土していない。

第491号土垢 (第 51図 )

AR-304グ リッドに位置する。プランは楕円形

で、主軸方向はN-5° …Eである。規模は長径 1。45m、

短径1■Om、 深さ0。53mである。

遺物は出土していない。

第492号土墳 (第51図 )

AR-4グ リッドに位置する。第493号土墳と重複

する。プランは楕円形で、主軸方向はN-38° ―Eであ

る。規模は長径0.84m、 短径 (0。82)m、 深さ0■8mで

ある。

遺物は出土していない。

第493号土垢 (第 51図 )

AR-4グ リッドに位置する。第492号土墳と重複

する。プランは不整方形で、主軸方向はN-23° ―Wで

ある。規模は長径1.41m、 短径 1。27m、 深さ0。38m

である。

遺物は出土していない。

第494号土墳 (第51図 )

AR-3グ リッドに位置する。第 8号掘立柱建物の

P4と 重複する。プランは長楕円形で、主軸方向は

N‐47°―Wである。規模は長径 1。 53m、 短径0.72m、

深さ0■3mである。

遺物は出土していない。

第495号土墳 (第51図 )

AR-3グ リッドに位置する。プランは円形である。

規模は長径0。83m、 短径0.81m、 深さ0。21mである。

遺物は出土していない。

第496号土墳 (第 51図 )

AR-203グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN-70°―Wである。規模は長径 1。 17m、 短

径1■Om、 深さ0。08mで ある。南東隅に小ピットを

有する。

遺物は出土していない。

第497号土墳 (第 52図 )

AT-6グ リッドに位置する。第498号土娠と重複

している。遺構の一部が調査区域外に位置する。プ

ランは不整方形で、主軸方向はN‐25°―Wである。規

模は長径 (1。 24)m、 短径0。80m、 深さ0■2mである。

遺物は出土していない。

第498号土墳 (第52図、第54図 )

ASO AT-6グ リッドに位置する。第497号土墳・

第503号土墳と重複する。プランは楕円形で、主軸

方向はN-47°―Eである。規模は長径 1。75m、 短径

138m、 深さ0■8mである。

遺物は焙烙鍋が二点出土している。第54図 1は器

高の低い焙烙鍋破片で、推定回径35。 Ocm、 器高34.0

cm、 底径34.Ocmを測る。 2は口縁部が外折して平坦
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面を呈する。推定回径38.4cm、 底径37.Ocm、 器高5.0

cmを測る。

第499号土墳 (第 52図 )

ASO AT-6グ リッドに位置する。遺構の一部が調

査区域外にかかるが、プランは長方形で、主軸方向

はN-53° Ëである。規模は長径2.08)m、 短径1■8m、

深さ0.24mで ある。

遺物は出土していない。

第500号土墳 (第 52図 )

AS・ AT-6グ リッドに位置する。遺構の一部が調

査区域外にかかるが、プランは長楕円形で、主軸方

向はN62°―Wである。規模は長径(1.84)m、 短径0。80

m、 深さ0■3mである。

遺物は出土していない。

第501号土墳 (第52図 )

AS-5グ リッドに位置する。遺構の一部が調査区

域外にかかっており、プランは不整形で、主軸方向

はN‐23°―Eである。規模は長径 o。04)m、 短径o98)

m、 深さ0.41mで ある。

遺物は出土していない。

第502号土墳 (第52図 )

AR-2グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN… 14°―Wである。規模は長径0。94m、 短径

0.78m、 深さ0。24mである。

遺物は出土していない。

第503号土墳 (第52図 )

AS・ AT-6グ リッドに位置する。第498号土渡と

重複する。プランは楕円形で、主軸方向はN―&°‐W
である。規模は長径 (0。73)m、 短径0。73m、 0■6mで

ある。

遺物は出土していない。

第504号土墳 (第 52図 )

AS-6グ リッドに位置する。第505号土渡と重複

する。プランは円形である。規模は長径1.00m、 短

径1.00m、 深さ0■6mである。

遺物は出土していない。

第505号土墳 (第 52図 )

AS-6グ リッドに位置する。第504号土娠と重複

する。プランは楕円形で、主軸方向はN47°‐Eであ

る。規模は長径 (0。66)m、 短径0.56m、 深さ0■Omで

ある。

遺物は出土していない。

第506号土墳 (第 52図 )

AS-5グ リッドに位置する。第507号土塘と重複

する。プランは不整円形で、主軸方向はN‐72°…Wで

ある。規模は長径1■8m、 短径 (0。82)m、 深さ0.70m

である。

遺物は出土していない。

第507号土墳 (第 52図 )

AS-506グ リッドに位置する。第506号土渡と重

複する。プランは楕円形で、主軸方向はN40°‐Wで

ある。規模は長径0。99m、 短径o72)m、 深さ(0.22)

mである。

遺物は出土していない。

第508号土墳 (第 52図 )

AS-5グ リッドに位置する。遺構の大半が調査区

域外にかかるが、プランは不整形で、主軸方向は

N-58° Ẅである。規模は長径 (1。24)m、 短径o40)m、

深さ0.76mで ある。

遺物は出土していない。

第509号土垢 (第 52図 )

AS-5グ リッドに位置する。遺構の半分は攪乱を

受けており、プランは楕円形で、主軸方向はN-12°―
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S K486・ 487

A1280

B1280

S K494
1 暗褐色土 ローム粒 0ロームフ

゛
ロック含む

2 黄褐色土 ローム粒含む ロームフ
゛
ロック主体

S K495

S K488

A1290

S K488
1 暗褐色土 ローム粒・ロームフ

゛
ロック含む

2 黄褐色土 ローム粒やや多量

S K490・ 491

A1300

S K492・ 493

ローム粒含む しまりややあり
ローム粒・ロームフ

゛
ロック多量

＼

S K490
1 黄褐色土 ローム粒 0ロームフ

゛
ロック含む

2 褐色土  ローム粒 ロームフ
゛
ロックを混入

やや しまりなし

3 黄褐色土 ロームフ
゛
ロック含む ローム粒多量

4 褐色土  ロームフ
゛
ロック含む しまりなし

5 黄褐色土 ロームフ
゛
ロック多量

S K489

ローム粒 0ロームデロック多量
ロームフ
゛
ロック多量

// ヽ ヽ 、

Ｂ
一

Ａ一
Ａ一

Ａ
一

A1300

S K489
1 暗褐色土
2 暗褐色土

褐色土  ローム粒含む しまりややなし
褐色土  ローム粒 ロームフ

゛
ロック含む

黄褐色土 ローム粒 ロームプロック含む しまりややあり

S K487
1 暗褐色土 ローム粒含む しまりややなし
2 黄褐色土 ローム粒含む ロームフ

゛
ロック多量

S K494

K486 /
‐゙
＼
調
査
区
域
外

〇
〇

∞
ｒ

ｍ

＼

ｘ
＼

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

３ ‐

一

ヽ
ゝ

　

　

　

　

Ａ
一　

　

　

　

　

　

Ａｌ
一 K491

暗褐色土

黄褐色土

｀
＼

口 lA

A1300

ml
S K496

A1300

S K496
1 褐色土 ローム粒多量 しまり・粘性ややあり

ヽ
＼

Ａ
一

Ａ一

/ Ｏ
Ｏ

．∞
一
ｍＡ

一Ａ一
Ａ
一ヽ

Ａ
一A1300 Ａ

一

土

土

色

色

褐

黒

暗

灰

K495
ローム粒・ロームフ

゛
ロック含む

灰層 ローム粒含む
土

土

色

色

２

褐

褐

４９

暗

黄

Ｋ

ローム粒多量
ロームフ
゛
ロック多量

S K493
1 暗褐色土 ローム粒・ロームフ

゛
ロック含む しまりなし

第51図 土墳 (1)
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S K497・ 498・ 503

一

＼

＼

　

Ａ
一

A1300

S K512

S K508

調査区域外

A1300

S K499

調査区域外

S K513

調査区域外

＼
S K500

調査区域外

S K504・ 505

S K509

´゙
＼
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一Ａ一

Ａ
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一Ｏ
寸

．製
一
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A1250
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A1260
調査区域外

/
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調査区域外
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第52図 土墳 (2)

A1300
A1300
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A1300

A1300

A1300

S K510

S K517

A1290

調
査
区
域
外

A'    A1300

A1300

S K523

S K515

S K518口 519・ 520

A'  A1300

_0' 0_

A1290

0

調
査
区
域
外

S K516

S K521

S K525

Ａ
一

Ａ
一 Ａ一

だ

一　

　

　

　

　

　

　

だ

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

一 A1300

/ S K524

A1290

第53図 土墳 (3)

第54図 土墳出土遺物

Ａ
一

2

Eである。規模は長径1.12m、 短径 (0。 62)m、 深さ

0。42mである。

遺物は出土していない。

AR-3グ リッドに位置する。プランは長方形で、

主軸方向はN-0° ―Eである。規模は長径 1。80m、 短

径0。42m、 深さ0■4mである。

遺物は出土していない。

第510号土墳 (第53図 )
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第511号土墳 (第52図 )

AR-3グ リッドに位置する。第9号掘立柱建物の

P7、 ビット状遺構 P21と 重複する。遺構の一部が

調査区域外に位置し、プランは楕円形で、主軸方向

はN-79° ‐Wである。規模は長径1。 54m、 短径 (1。20)m、

深さ0.22mで ある。

遺物は出土していない。

第512号土墳 (第52図 )

AR-3グ リッドに位置する。第8号掘立柱建物の

Pl、 ピット状遺構 P17と 重複する。遺構の一部が

調査区域外に位置し、プランは楕円形で、主軸方向

はN‐37°―Eである。規模は長径 (1。34)m、 短径 1。04m、

深さ0。20)mである。

遺物は出土していない。

第513号土墳 (第 52図 )

AS-3グ リッドに位置する。調査区域外に近接し、

プランは円形で、主軸方向はN45° Ëである。規模

は長径0。94m、 短径0。91m、 深さ024mである。

遺物は出土していない。

第514号土墳 (第52図 )

AR-203グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN‐ 8°‐Wである。規模は長径1.13m、 短

径0。96m、 深さ020mである。

遺物は出土していない。

第515号土墳 (第53図 )

AR-2グ リッドに位置する。南側は調査区域外に

延び、プランは長方形で、主軸方向はN¨ 3°―Wであ

る。規模は長径2。36m、 短径0。 26m、 深さ0.14mで

ある。

遺物は出土していない。

第516号土墳 (第53図 )

AR-2グ リッドに位置する。南側は調査区域外に

延び、プランは長方形で、主軸方向はN-0°―Eであ

る。規模は長径2。 14m、 短径0。 38m、 深さ0■6mで

ある。

遺物は出土していない。

第517号土墳 (第 53図 )

AQ・ AR-2グ リッドに位置する。プランは長楕

円形で、主軸方向はN-87°‐Eである。規模は長径

1.76m、 短径0.66m、 深さ0.26mで ある。

遺物は出土していない。

第518号土墳 (第 53図 )

AQ-2グ リッドに位置する。第519号土嫉と重複

し、プランは楕円形で、主軸方向はN45° ―Wである。

規模は長径1■3m、 短径0。88m、 深さ039mである。

遺物は出土していない。

第519号土墳 (第 53図 )

AQ-102グリッドに位置する。第518号土娠 。第

520号土頻と重複し、プランは楕円形で、主軸方向

はN-12° ‐Wである。規模は長径0.78m、 短径o54)m、

深さ0。36mである。

遺物は出土していない。

第520号土塘 (第 53図 )

AQ-1グ リッドに位置する。第519号土娠と重複

し、プランは円形で、主軸方向はN-90°‐Eである。

規模は長径0.76m、 短径0。

“

m、 深さ038mである。

遺物は出土していない。

第521号土墳 (第 53図 )

AQ-1グ リッドに位置する。規模は長径 1。 22m、

短径0.94m、 深さ0■8mである。

遺物は出土していない。

第522号土垢 (第 53図 )

AQ-1グ リッドに位置する。プランは長方形で、
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主軸方向はN¨ 12°‐Eである。規模は長径0。59m、 短

径0.40m、 深さ0■9mである。

遺物は出土していない。

第523号土墳 (第53図 )

AQ-100グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

底部はテラス状に 2段の掘り込みがある。主軸方向

はN‐65°‐Eである。規模は長径 1。49m、 短径1.32m、

深さOamである。

遺物は出土していない。

第524号土墳 (第53図 )

AQ-100グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN-40°‐Wである。規模は長径0。56m、 短

径0。53m、 深さ0■6mである。

遺物は出土していない。

(3)土 垢
第87号溝 (第55図 )

AR-2・ 3グ リッドに位置する。東西に横たわる

溝で、底部の形状は箱型である。東側が調査区域外

(4)グ リッド出土遺物
土器 (第 56図 1～ 7)

第56図 1～ 7は縄文時代早期後葉の条痕文系土器

群である。胎土に繊維を含み、内外面に条痕を施文

するものである。

1は内外面に貝殻条痕整形を施し、横位の細隆起

線を4段施文するものである。文様帯が幅広く設定

されていることから、横位の細隆起線と縦位のグリ

ッド画細隆起線が組み合うものと思われる。白色粒

子と細砂粒を多く含み、繊維を少量含む。野島式に

比定され、その古段階に位置付けられる。

2は胴部で大きく括れる器形を呈し、内外面に貝

殻条痕整形を比較的強く施す。表面には切り込むよ

うな細沈線で斜格子目文を描き、交点付近に円形の

刺突文を施す。繊維をやや多めに含み、細砂粒を少

く

A1300

第55図 清跡

第525号土墳 (第53図 )

AQ-100グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN…85°‐Eである。規模は長径1■6m、 短

径0.64m、 深さ030mである。

遺物は出土していない。

に続き、調査できた規模は長径 (2.80)m、 短径0.62

m、 深さ0。07mである。

量含む。鵜ガ島台式に比定される。

3は角頭状口縁が緩く開く器形を呈し、胴部で屈

曲するかは不明である。口唇部には角頭状工具によ

る斜位異方向の刻みを施す。文様帯には多裁竹管に

よる、角状集合沈線グリッド画充填手法の鋸歯状文

を描いている。器面の整形は粗いが、貝殻条痕整形

と思われる。胎土に繊維と白色粒子を少量含む。野

島式に比定される。

4～ 7は文様の施文されない所謂無文土器片で、

有文土器の無文部分の可能性もある。 4は外面に繊

維の茎束で施したような擦痕整形を施し、内面には

条痕整形を施す。暗赤褐色を呈し、繊維を少量、白

色粒子をやや多く含む。野島式に位置付けられる可

能性が高い。 5は内外面とも明瞭な貝殻条痕整形を

S D87
4
ヽヽ

に」:ノ
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施し、繊維をやや多く、自色粒子を多く含む。胎土

と整形の特徴から、鵜ガ島台式に比定される可能性

が高い。 6は内外面とも植物の茎状工具による粗い

擦痕状条痕整形を施している。繊維を若干含み、細

砂粒と白色粒子を多く含む。野島式に比定されよう

か。 7は内面に条痕整形、外面に擦痕状整形を施す

もので、胎土に若干の繊維と、白色粒子、細砂粒を

lα湘

第56図 グリッド出土遺物

多く含む。野島式に比定されよう。

石器 (第 56図 8)

8はチャート製の中子を持つ石鏃である。中子と

返しの一部が欠損する。縦 (1。63)cm、 横 (1。32)

cm、 重さ0。7gを測る。
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第 7表 戸崎前遺跡第11次土墳計測表
土墳番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K486

S K487

S K488

S K489

S K490

S K491

S K492

S K493

S K494

S K495

S K496

S K497

S K498

S K499

S K500

S K 501

S K 502

S K 503

S K504

S K 505

S K506

S K507

S K 508

S K509

S K 510

S K511

S K512

S K513

S K514

S K515

S K516

S K517

S K 518

S K 519

S K520

S K 521

S K 522

S K 523

S K 524

S K525

AS‐ 5

AS-5
AS‐ 5

AS‐ 5

AR‐ 4

AR… 304
AR-4
AR-4
AR‐ 3

AR‐ 3

AR‐ 2・ 3

AT-6
AS・ AT-6
ASOAT-6
AS・ AT‐ 6

AS-5
AR‐ 2

AS・ AT-6
AS‐ 6

AS-6
AS-5
AS-5・ 6

AS-5
AS-5
AR‐ 3

AR-3
AR‐ 3

AS‐ 3

AR‐ 203
AR‐ 2

AR‐ 2

AQ・ AR‐ 2

AQ‐ 2

AQ‐ 102
AQ-1
AQ… 1

AQ‐ 1

AQ‐ 100

AQ‐ 100

AQ‐ 100

132

132

100

191

134

145

84

141

153

83

117

(124)

175

(208)

(184)

(204)

94

(73)

100

(60

118

99

(124)

112

180

154

(134)

94

113

236

214

176

113

78

76

122

59

149

56

116

66

74

94

118

(102)

110

(82)

127

72

81

110

80

138

118

80

(98)

78

73

100

56

(82)

(72)

(40)

(62)

42

(120)

104

91

96

26

38

66

88

(54)

68

94

40

132

53

64

24

26

21

16

72

53

18

38

13

21

8

12

18

24

13

41

24

16

16

10

70

(22)

76

42

14

22

(20)

24

20

14

16

26

39

36

38

18

19

64

16

30

N‐ 2°‐W

N-2° …W

N-33°―W

N¨ 36° ―W

N‐ 5° ‐E

N‐ 38° ‐E

N‐ 23° ―W

N‐ 47° ‐W

N‐ 70° ‐W
N‐ 25° ‐W
N‐47°‐E

N‐ 53° ‐E

N… 62° ―W
N-23°…E

N-14°―W
N-84° Ẅ

N-47°―E

N¨ 72° ‐W
N‐40°‐W
N‐ 58° ―W
N… 12°‐E

N… 0°―E

N¨ 79° ―W
N-37°―E

N‐ 45° ‐E

N-8° ‐W
N‐ 3°‐W
N-0° ‐E

N‐ 87° ―E

N…45°‐W
N-12°‐W
N-90°―E

N-90°‐E

N‐ 12°―E

N-65°―E

N‐40°―W
N-85°‐E
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第 8表 戸崎前遺跡第11次調査ビット計測表

第 9表 戸崎前遺跡第11次調査

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

GPl
GP2
GP3
GP4
GP5
GP6
GP7
GP8
GP9
G P10

G Pll

G P12

G P13

G P14

AQ‐ 101

AQ-1000101

AQ‐ 100

APeAQ¨ 100
AQ‐ 100

AQ-1
AQ… 1

AQ-1
AQ‐ 1

AQ‐ 1

AQ‐ 1

AR… 1

AR-2
AR-3

36

42

44

36

43

41

36

64

47

38

64

56

35

30

26

33

40

35

43

33

29

31

46

38

55

47

26

24

16

15

27

19

13

24

30

22

24

13

32

23

10

18

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

G P15

G P16

G P17

G P18

G P19

G P20

G P21

G P22

G P23

G P24

G P25

G P26

G P27

G P28

AR‐ 3

AR-3
AR‐ 3

AR-3
AR‐ 3

AR… 3

AR-3
AR‐ 3

AROAS‐ 4
AS‐ 4

AS‐ 5

AS‐ 5

AS… 6

AS‐ 6

32

39

32

42

40

42

40

50

80

68

60

46

40

61

31

38

26

40

32

40

36

43

68

62

53

41

38

(4o

37

45

15

62

24

25

21

36

5

25

8

11

24

54

新遺構番号 旧遺構番号

SB8
SB9

SBl
SB2

S K486

S K487

S K488

S K489

S K490

S K491

S K492

S K493

S K494

S K495

S K496

S K497

S K498

S K499

SKl
SK2
SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

S K12

S K13

S K14

新遺構番号 旧遺構番号

S K500

S K501

欠

S K 502

S K503

S K504

S K505

S K506

S K507

S K508

S K509

欠

S K510

S K511

欠

S K512

S K15

S K16

S K17

S K18

S K19

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

新遺構番号 旧遺構番号

S K513

S K 514

S K515

S K516

S K517

S K518

S K 519

S K520

S K 521

S K 522

欠

S K523

S K 524

S K525

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S D87 SDl
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V 戸崎前遺跡第12次調査
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1.調査の概要
戸崎前遺跡第12次調査区は、第11次調査区の南西

関に位置し、北側に沖積地を望む台地の先端部に位

置している。標高は13mで、低地との比高差は約 3

mである。調査区は幅 6mの道路用地で、西に向か

って傾斜している。調査面積は733ぽである。

平成13年度の伊奈特定土地区画整理事業関係の発

掘調査は、戸崎前遺跡のほかに、今回報告の対象と

なった、薬師堂根遺跡第 5次調査、向原遺跡第12次

調査も併せて実施された。戸崎前遺跡の発掘調査は、

10月末から12月末にかけて実施された。

調査は事業地内で継続して行われている埋蔵文化

財発掘調査において設定されたグリッド呼称に従い、

10m方眼の大グリッドを設定した。呼称は、グリッ

ド杭の北西隅を基準に、北からアルファベット表示

でAB～ALを 、東西には起点 0か ら東に向かって 7

列を、西に向かって101か ら103までのグリッド番号

を設定した。

最初に重機によって表土・木の根などを掘削・除

去し、その後に調査補助員による遺構確認を実施し

た。遺構確認に続いて精査を行い、必要に応じて、

記録保存のための写真撮影や遺構の測量作業を行っ

た。

今回の調査では、 0列から西側では台地が傾斜し

ており、遺構・遺物共に散漫な状況であった。

0列から東側では、縄文時代の遺構が密集した状

態で検出された。

検出された遺構は、縄文時代早期の炉穴 8基、縄

文時代早期の住居跡 2軒、縄文時代中期の住居跡13

軒、縄文時代の土娠16基、古墳時代前期の住居跡 3

軒、平安時代の住居跡 2軒、炭窯 3基、中～近世の

掘立柱建物跡 2棟、土渡78基、溝12条、井戸跡 1基

など多彩であった。縄文時代早期と中～近世の土娠

4基、近世の溝 1条で、縄文時代の遺構分布域から

は外れた位置であった。特に縄文時代早期では大形

住居跡が検出されたことは注目に値する。

SK586′
6、

ぐン″

OSK585

C=Σ)SK584

も

　

３

ゼ

俄器
6
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第57図 戸崎前遺跡第12次全体図
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2日 検出された遺構と遺物
(1)住居跡

c1280    c'

調査区域外
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鯰珍芭形鯰
鶉鰊 鰊
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多錮%晰移りお

D 12 80
調

査

区

域

外
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°

ヽ

S J94

第58図 第93号住居跡

鷺

第59図 第93号住居跡出土遺物

炭化粒少量 ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

炭化粒 。ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む ローム粒少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む ローム粒少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む やや しまりなし

〇
∞
．Ｎ
一
ロ

A1280

S J93
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 褐色土
5 褐色土
6 暗褐色土
7 暗褐色土
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第93号住居跡 (第58059図 )

AD～AE-5グ リッドに位置する。南側で第94号

住居跡、西側で第542号土渡と重複する。住居跡東

側から南側にかけての部分が、調査区域外に位置す

るが、長軸が北東方向に細長い楕円形のプランを呈

するものと思われる。調査した範囲内では長径5■4

m、 短径2.44m、 深さ0.23mを測る。

炉および壁溝は検出されなかった。ピットは4本

検出され、壁よりやや内側で、プランに沿って廻る

ものと推定される。深さはPl=0■9m、 P2=0.22

m、 P3=0■4m、 P4=0■8mを測る。

遺構に付属する土器が存在しないため、住居跡の

帰属時期は不明である。

遺物は縄文時代中期の土器片が少量出土した (第

59図 )。 1～ 11は加曽利 E式系のキャリパー形土器

群である。 1、 2は口縁部と胴部文様帯で構成され

るキャリパー系土器の回縁部破片で、 1は隆帯でや

や幅狭の口縁部文様帯を区画し、胴部に不明瞭であ

るが磨消懸垂文風の2本対の沈線懸垂文を垂下する。

地文は単節RLを 、口縁部から胴部にかけて縦位施

文する。 2は低いカマボコ状の隆帯で幅狭の口縁部

文様帯を区画し、渦巻文を配する構成を採るものと

思われる。地文は撚糸 Lである。

3はキャリパー系土器の頸部無文帯部分の破片で

ある。隆帯で区画し、胴部に2本対の隆帯懸垂文を

垂下する。

4から11は胴部破片である。 4、 10は 2本対の隆

帯懸垂文を、 5は蛇行隆帯懸垂文を、 7～ 9は沈線

懸垂文を垂下する。地文は 4、 6が撚糸 L、 5、 7

～11は単節RLである。

12はやや内湾する口縁部が開く器形の深鉢形土器

で、口縁部を横位の沈線で区画する。地文は単節R

Lを横位施文する。

13は無文の回縁部破片で、14、 15は底部破片であ

る。

以上、加曽利E正 式終末からEⅡ 式前半に比定さ

れる土器群である。

A 12 90

ml

S J94
1 暗褐色土 炭化粒・ロームフ

゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量 しまりあり

2 暗褐色土 炭化粒・ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまりあり

3 褐色土  ロームガロック0ローム粒少量 しまりあり
4 明褐色土 ロームフ゛ロック含む しまりあり
5 褐色土  ロームフ゛ロック含む ローム粒少量 しまり・粘性あり
6 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む ローム粒少量 しまり・粘性あり

7 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック多量

第60図 第94号住居跡

S J93

ヽ 、

C1290

D1290
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S K541

炉
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ヽ、ヽ
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にソ

9_だ 」ヽ
で`1ク

S K540

c 12 80      c'

D 12 80     D'

E 12 80       E'

F 12 80            F'

今_一

調
査

区
域

外

〇
∞
Ｎ
一
ｍ

ｌ
ｌ
¨

●圧胚
魏多魏多魏

ヶ        π
Z        ク
須   P4   形
笏      形

饂珍〃咆多
荀笏多〃多笏%

Ａ
‐２

一
H 12 80 G 12 80        G'

ロームフ
゛
ロック多量 しまりあり

ローム粒少量 しまりあり
焼土粒 0炭化粒少量

S J95
暗褐色土 ローム粒少量 やや しまりなし
暗褐色土 炭化粒・ローム粒少量 やや しまりなし
褐色土  ロームフ゛ロック少量 やや しまりなし
暗褐色土 ローム粒少量
褐色土  ロームガロック少量 しまりあり

颯明け 鏃釉

。もy3

褐色土

明褐色土

暗褐色土

第61図 第95号住居跡

卸

”

第62図 第95号住居跡出土遺物

第94号住居跡 (第∞図)               炉は検出されないが、壁溝は全周するものと思わ

AE-5グ リッドに位置する。住居跡東側の半分以  れ、幅約0。 24m、 深さ0■3mを測る。ピットは 3本

上が調査区域外に位置し、北側で第93号住居跡と重   検出され、深さはPl=0.24m、 P2=0.33m、 P3=

複する。楕円形のプランを呈するものと思われるが、  0.24mを測る。

長軸方向も決定し得ない。調査した範囲では長径   住居跡の帰属時期は不明であり、遺物も出土しな

3。45m、 短径1.93m、 深さ0.22mを測る。        かった。
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P2⑤

瞼軋
。Ｏ
Ｏ

一

１

ヽ

″｀ P7
tプ

Plクヽ
建ノ

炉
ヽ
／
／

D 13 00

13 00

炭化粒含む ロームフ
゛
ロック ローム粒少量

ロームフ
゛
ロック少量  しまりあり

ロームフ
゛
ロック0ローム粒少量 粘性あり

ロームフ
゛
ロック含む 粘性あり

S K547

A1300

B1300

c 13.00

|

マ./

Ｓ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

土

土

色

色
褐

褐

暗

暗

土
色

色

褐

褐

暗

しまりあり

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

土 ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック多量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまり 0粘性あり

ロームガロック多量

炭化粒 0ロームフ
゛
ロック少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまり 0粘性あり

ロームフ
゛
ロック多量 しまり・粘性あり

焼土粒・炭化粒少量

炭化粒少量
ロームフ
゛
ロック少量

第95号住居跡 (第61・ 62図 )

AD～AE-4～ 5グ リッドに位置する。西側の一部

が調査区域外に位置し、南側で第540・ 541号土娠と

重複する。長軸が北東方向に細長い楕円形のプラン

を呈し、調査範囲内では長径4.84m、 短径3.76m、

深さ0。20mを測る。

炉は地床炉で、長軸上中央部よりやや奥壁側に位

置し、長径0.81m、 短径0。 66m、 深さ0。07mを測る。

壁溝は検出されなかった。ピットは 5本検出され、

壁よりやや内側を廻るものと推定されるが、住居跡

の北西側では検出できなかった。深さはPl=0■ 7

m、 P2=0。 23m、 P3=0.23m、  P4=0。 60m、 P5=

0.22mを測る。

遺構に付属する土器が存在しないため、住居跡の

帰属時期は不明である。

遺物は覆土より第62図 1～ 3が出土した。 1は加

曽利 E式キャリパー系土器の胴部破片で、隆帯懸垂

間を隆帯の横 S字状文が繋ぐ構成を採る。地文は撚

糸 Lである。加曽利E正 式終末に比定されよう。 6

は口縁部の開く深鉢形土器で、口唇部に沈線を廻ら

し、円形の刺突文を部分的に施す。後期の堀之内式

第63図 第96号住居跡
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に比定されよう。地文はLRの横位施文である。

3はチャート製の石鏃の未製品で、縦2。 7cm、 横

2。3cm、 厚さ0。9cm、 重さ4。6gを測る。

第96号住居跡 (第

“

・64図 )

AE-4グ リッドに位置する。西側半分が調査区域

外に位置する。南壁で第547号土墳と重複する。隅

丸方形、もしくは不整円形のプランを呈するものと

思われ、調査した範囲内では長径4.60m、 短径3。 50

m、 深さ0■Omを測る。

炉は地床炉で、中央部やや東壁寄りに検出され、

長径0。 82m、 短径0.72m、 深さ0■2mを測る。ピッ

トは 7本検出され、コーナー付近に位置する傾向が

ある。深さはPl=0。27m、 P2=0。 36m、 P3=0.34

m、  P4=:0。 33m、  P5=0。27m、  P6=0。 23m、  P7==

0。28mを測る。

炉内から第64図 1が出土していることから、住居

跡は縄文時代早期後葉の条痕文期に比定される。

遺物は炉内のみから出土しており、第64図 1～ 5

は同一個体である。 1は胴下半部が現存する尖底土

器で、先端部分を欠損するが、鋭角な鋭い尖底を呈

するものと思われる。胎土に若干の繊維を含み、白

第64図 第96号住居跡出土遺物

色粒子と細砂粒を多く含む。外面は細かな条痕整形

を行うが、内面には条痕整形を施さず、指頭整形痕

が残る。条痕は非常に細かいもので、絡条体条痕の

可能性が高い。最大径26.Ocm、 現存高24.4cmを測る。

胎土および条痕整形手法から、子母口式もしくは野

島式の古段階に比定されよう。

第97号住居跡 (第 65～ 67図 )

AF-2、 AG-2～ 3グ リッドに位置する。南側の

壁が調査区域外に位置する他は、調査区内にほぼ全

形が納まり、西壁で第99・ 108号住居跡と、北壁で

第 5号炉穴と重複する。プランは東西方向に細長い

長方形を呈 し、長径 10。 20m、 短径5.02m、 深さ0.24

mを測る。

炉は検出されなかった。ピットは主柱穴、壁柱穴

合わせて合計49本検出された。 P46～ P49が主柱穴

と思われ、桁方向に対峙する6本柱の構造と思われ

る。ピットの深さは Pl=0。 30m、 P2=0■ 9m、 P

3:=0。 18m、  P4:=0.26m、  P5:=0.28m、  P6=:0。38m、

P7=0.32m、  P8=0.24m、  P9=0。 26m、  P10=

0。31m、  P ll==0.36m、  P12=:0.78m、  P13=:0.19m、

P14=:0.29m、  P15=:0。21m、  P16=:0.32m、  P17==
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0.22m、  P18=0。 30m、  P19=:0。24m、  P20=0.25m、

P21==0。 22m、  P22:=0。24m、  P23=:0。21m、 P24:=

0。36m、  P25=:0。21m、  P26=:0。21m、  P27=:0.34m、

P28=0.29m、  P29=:0。30m、  P30=:0。25m、 P31E=

0。27m、  P32=:0。 18m、  P33:=0.20m、  P34=:0。35m、

P35=:0.33m、  P36=:0。 14m、  P37:=0。24m、 P38==

0。29m、  P39=:0。 19m、 P40=0。 17m、  P41==0。 18m、

P42=:0.22m、  P43=:0。16m、 P44=:0。27m、 P45==

0。69m、  P46=:0。33m、  P47=:0。30m、  P48=:0。38m、

P49=0■9mを測る。

住居跡の構築時期は不明と言わざるを得ないが、

覆土出土遺物がほぼ縄文時代早期後葉の条痕文系土

器群で、鵜ガ島台式の最初頭に位置付けられるため、

住居跡の構築もおよそ近い時期に比定されよう。

出土遺物は、図示し得るもの (第67図)の殆どが

条痕文系土器群である。

1は丸頭状で先細りする口縁部が直線的に開く器

形を呈し、器内外面に貝殻条痕文整形を施す。裏面

の条痕文は器面が荒れているため、不鮮明である。

口縁部の幅狭文様帯に、細い撚糸 Rを密に絡めた絡

条体圧痕文を、縦位よりもやや右傾に連続して施文

する。胎土は細砂粒と白色粒子を多く含み、繊維を

少量含む。 3は内外面とも擦痕状整形を施し、水平

の細隆起線を2本施文する。胎土に繊維と白色粒子

を少量含む。以上、野島式古段階に位置付けられる

土器群である。

2、 4～ 13は細隆起線で文様帯を分割、区画し、

さらに沈線で細区画した区画内に集合太沈線を充填

施文する土器群である。 2は口縁部破片で波状口縁

を呈し、 2本対の細隆起線がやや斜めに垂下して文

様帯を区画し、集合太沈線を充填するが、右側の区

画では太沈線で細区画が施され、その内部に集合太

沈線を充填する構成を採る。外面は条痕文を地文状

に明瞭に施文するが、内面は擦痕状整形を施す。繊

維を少量含み、焼成良く、堅緻な土器である。

5は波状口縁の波項部分で、丸棒状工具の押圧に

よる小波状が、左右対称形を成すものと思われる。

口縁部は角頭状を呈し、文様は太沈線区画内に集合

太沈線を充填施文するものである。胎土、整形とも

2に類似し、同一個体と思われる。 6は波状口縁の

波項部破片で、波頂部から細隆起線が垂下して文様

帯を分割し、口唇部直下から集合太沈線文を施文す

る。垂下する細隆起線上には、太沈線と同一工具に

よる刻みを等間隔に施文する。 7は口唇部が角頭状

を呈する口縁部破片で、区画内充填文と思われる集

合太沈線文を横位に施文する。

4は胴屈曲部の破片で、細隆起線で屈曲部を区画

し、上半部と下半部の文様帯上下端をそれぞれ水平

に分帯する。区画内は集合太沈線文を充填施文する。

8は刻みを施す細隆起線を垂下して文様帯を分割

し、さらに 2本対の平行細隆起線で分割内を欅状に

区画し、区画内に集合太沈線文を充填施文する。10、

13は同様に、細隆起線区画内に集合太沈線文を施文

するものである。10は細隆起線上に刻みを施す。い

ずれの内面も貝殻条痕整形が顕著である。

9は上半部文様帯の下端部に相当する破片で、器

形の屈曲状態から、下半部にも文様帯を構成するも

のと思われる。縦位の区画線は不明瞭であるが、斜

位の欅状区画は平行する細沈線で区画し、それぞれ

区画内に集合太沈線文を施文する。通常、区画線に

対して直交、あるいは角度を付けて充填文を施文す

るが、 9の上側の細沈線区画内は区画線と平行状態

に充填している。また、区画の交点部には、太沈線

と同一工具の刺突状の刻みを施す。

11は平行細隆起線で区画するものと思われるが、

充填の集合太沈線文が被さるため、区画線が不明瞭

である。12は太沈線の区画内に、集合太沈線文を充

填施文する。いずれも内面の貝殻条痕整形は明瞭で

あり、外面の条痕文は平行する区画線内では磨消し

ている。以上、文様構成や区画交点への刺突文が不

十分であるなどを考慮すると、野島式の終末段階と

は明瞭に区分されないものの、上下の文様帯が分帯

分されることや、区画交点への刺突や刻み手法が成

立していることから、鵜ガ島台式として認定しうる
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S J97
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 褐色土
4 暗褐色土
5 褐色土
6 褐色土
7 褐色土

ローム粒 0ロームフ
゛
ロック少量 やや赤色粒含む ややしまりなし

炭化粒・ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 やや赤色 やや しまりなし

ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

ローム粒少量 しまり・粘性あり
ロームフ
゛
ロック少量 しまり 0粘性あり

ロームフ
゛
ロック含む しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック層  しまり 0粘性あり

０
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Ｌ

Ｏ
Ｎ
．∞
一
Ш

Ｏ
Ｎ
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一
〇

ものである。

14～ 21、 23、 24、 31は擦痕状の整形もしくは、細

かな条痕整形を施すもので、繊維を少量含み、自色

粒子、細砂粒を多く含む点で共通する。特に裏面は、

指頭状整形痕が残るなど、古段階の様相を兼備して

第66図 第97号住居跡 (2)

いる。おそらく1と同様の、野島式古段階に位置付

けられるものと思われる。

また、22、 25～ 30、 32～40は器面の荒れで不明瞭

になっている部分もあるが、大半は明瞭な貝殻条痕

整形を内外面に施しており、繊維はやや多く含むが
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土
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色

土
土
色

色

褐

色
色

褐

褐

９８
暗

褐

褐

暗

暗

炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量

ロームフ
゛
ロック少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック含む しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 しまり 0粘性あり

暗赤褐色土 焼土粒・炭化粒含む やや しまりなし
暗褐色土  焼土粒少量 やや しまりなし

白色粒子を多く含み、暗橙褐色を呈するなど 2、 9

の破片と共通する部分が多い。鵜ガ島台式の古段階

に比定されるものであろう。

第98号住居跡 (第

“

図)

AH-3グ リッドに位置する。炉と柱穴のみが現存

する住居跡で、炉より奥壁側が調査区域外に位置す

る。第56305650592号土娠と重複する。プランは

張り出しを持つ柄鏡形を呈するものと思われるが、

確証はない。調査範囲内では長径5。37m、 短径4。36

mを推定する。

炉は地床炉で、大半が第592号土渡によって攪乱

される。現存部で長径0.76m、 短径 0。30m、 深さ

0■6mを測る。ピットは 3本検出され、深さはP

l=0.24m、 P2=0。26m、 P3=0■6mを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第99号住居跡 (第69・ 70図 )

AF～AG-1～ 2グ リッドに位置する。南側半分が

調査区域外に位置する。西壁で第100号住居跡、北

壁で第108号住居跡、東壁で第97号住居跡、第581号

土墳と重複する。北西方向に細長い楕円形を呈し、

調査範囲内では長径5。 1l m、 短径2。 44m、 深さ0。 21

mを測る。

炉は埋甕炉で、長軸上中央部より奥壁側に位置し

ており、長径0。 78m、 短径0.57m、 深さ0。20mを測

る。ピットは 4本検出され、壁に沿って廻る傾向が

ある。深さはPl=0。 27m、 P2=0.25m、 P3=0。 22

m、 P4=0。21mを測る。

住居跡は炉体土器から、縄文時代中期の加曽利E

Ⅲ式期の所産と思われる。

遺物は炉体土器と、大形破片が出土している。第

70図 1は炉体土器で、日縁部文様帯が内湾して開く

鉢形土器である。口縁部文様帯はわずかに残るのみ

で、大半は胴部破片であり、底部は欠損する。胴部

は回縁部区画線下で、箱状磨消懸垂文と、蕨手状沈

線懸垂文が垂下する。地文は口縁部が単節LRの縦

位施文、胴部が単節LRの横位施文と刺突文を施文

する。推定最大径45。6cm、 現存高26。 4cmを測る。

2はキャリパー系深鉢形土器の胴部破片で、磨消

第68図 第98号住居跡

S K565

-93-

S K592

□
塵
襲
一〓
〓
≡
≡
〓



◎σ
ulピヽー
′

炉

麒

ヽ
、ヽ

◎

L(2)

S K581

＼
S J100

第69図 第99号住居跡

第70図 第99号住居跡出土遺物
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第72図 第100号住居跡出土遺物

炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量 やや しまりあり
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暗褐色土 炭化粒少量 ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

褐色土  ロームフ゛ロック含む しまりあり

儡 ,

懸垂文と蕨手状蛇行沈線懸垂文が垂下する。地文は

付加条縄文風であるが、細太の撚り合わせによる単

節LRの縦位施文である。

第100号住居跡 (第71072図 )

AF-1グ リッドに位置する。西壁で第109号住居

跡、北壁で第115号住居跡、東壁で第99・ 108号住居

跡と重複する。隅丸方形のプランを呈し、長径4.66

m、 短径4。64m、 深さ0■5mを測る。

炉は地床炉で、中央部やや南壁寄りの 2箇所に検

出され、Aは長径0。 66m、 短径0.57m、 深さ0■8m、

Bは長径 0。93m、 短径0.81m、 深さ0。 14mを 測る。
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ピットは 5本検出され、コーナー付近に位置するP

l～ P4を主柱穴とする。深さはPl=0.41m、 P2=

0.36m、 P3=0。 26m、 P4=0。 33m、 P5=0.21mを

測る。壁溝はほぼ全周し、南西コーナーのみ検出さ

れなかった。幅約0。25m、 深さ0■3mを測る。

住居跡は出土遺物から、中期加曽利 EⅢ式古段階

の所産と思われる。

遺物は土器片が出土している。第72図 1～ 6はキ

ャリパー系深鉢形土器の胴部破片で、 1～ 4は磨消

懸垂文が垂下する。 5、 6は一部に沈線懸垂文が見

られる。地文は全て単節RLの縦位施文である。

第101号住居跡 (第73074図 )

AF-5グ リッドに位置する。住居跡のプランは柄

鏡形を呈するものと思われるが不明瞭で、柄の付け

根部分に第534号土墳や多くのピット状遺構による

攪乱を受けている。また、柄の先端部と思われると

ころで第536号土娠と重複する。長径7。40m、 短径

4。99m、 深さ0。09mを測る。

炉は地床炉で、中央部より柄の付け根近くに検出

され、長径1.08m、 短径0。84m、 深さ0.10mを測る。

ピットは13本検出され、深さはPl=0■ 5m、 P2=
0。 22m、  P3=0。 18m、  P4=0.15m、  P5=0。 20m、

P6=:0.14m、  P7=:0.17m、  P8=:0。30m、  P9=:0.09

m、  P10:=0.20m、  P ll==0。24m、  P12=:0。29m、 P
13=0■5mを測る。壁溝は検出されなかった。

第74図 第101号住居跡出土遺物

遺物は炉内の覆土から出土している。第74図 1は

口縁部の内湾する曽利式の口縁部破片と思われ、地

文に単節LRを横位施文する。 2、 3は頸部に蛇行

隆帯を添付する曽利式系の深鉢形土器で、地文に沈

線を施文する。

4～ 6は加曽利E式のキャリパー系深鉢形土器で、

4は口縁部破片で、幅狭の口縁部に隆帯の渦巻文と

区画文を連結するモチーフを構成する。 5は胴部破

片で、単節RL地文上に2本の沈線懸垂文と1本の

蛇行懸垂文を垂下する。 6は口縁部文様帯の下端部

分で、胴部に単節RLを縦位施文する。

7～ 10は鉢形土器の胴部破片と思われ、同一個体

である。0段多条の単節LRを縦横方向に施文し、

羽状を構成する部分もある。

第102号住居跡 (第75図 )

AF～AG-5グ リッドに位置する。壁の一部と、

柱穴のみ検出された住居跡である。東壁で第103号

住居跡、北壁で第12号 ピットと重複する。プランは

楕円形を呈するものと思われるが、不明である。調

査範囲内では長径4。59m、 短径3。66mを測る。

炉、壁溝は検出されず、ピットは6本検出された。

深さはPl=0.20m、 P2=0.29m、 P3=0。 21m、 P

4=0。22m、 P5=0.30m、 P6=0。27mを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。
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第75図 第102号住居跡

S J 102

1 暗褐色土 ローム粒多量
2 暗褐色土 ローム粒少量
3 暗褐色土 ローム粒少量  1層 より暗色
4 暗褐色土 ローム粒多量 ロームフ

゛
ロック少量 しまりややあり
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゛
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2 褐色土  ロームガロック少量
3 暗褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒少量 しまり・粘性あり
4 暗褐色土 炭化粒・ロームデロック少量 しまり・粘性あり
5 暗褐色土 ロームデロック少量 しまり・粘性あり

第76図 第103号住居跡
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1 暗褐色土  ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまりあり

2 暗褐色土  ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

3 暗褐色土  ロームフ
゛
ロック少量

4 褐色土   ロームフ゛ロック含む
5 暗赤褐色土 焼土ガロック・焼土粒少量 しまりなし
6 暗褐色土  焼土粒・炭化粒少量 しまりなし
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暗褐色土 黒色土粒 0ロームフ
゛
ロック少量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック含む しまりなし

ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

暗褐色土 ローム粒少量 5層 よりしまりなし
褐色土  ロームフ゛ロック少量 やや しまりあり
褐色土  ロームフ゛ロック多量 やや しまりあり
暗褐色土 焼土粒・炭化粒少量 しまり・粘性あり
褐色土  ロームフ゛ロック少量 しまり・粘性あり
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籠
瑾ι靱 幼

第78図 第105号住居跡

第79図 第105号住居跡出土遺物
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1 暗褐色土 ローム粒少量
2 暗褐色土 ローム粒多量
3 暗褐色土 ローム粒少量 2層 より暗色
4 褐色土  ローム粒多量 ロームフ

゛
ロック含む

第80図 第106号住居跡

第103号住居跡 (第76図)              第104号住居跡 (第 77図 )

AF～AG-5～ 6グ リッドに位置する。住居跡の南   AF～ AG-4グ リッドに位置する。住居跡の南東

壁が調査区域外に位置する。北東壁で第15号 ピット  壁が調査区域外に位置する。北東壁で第105号住居

と、西壁付近で第102号住居跡のP405と 重複する。  跡と重複するが、本住居跡の方が新しい。プランは

プランは円形もしくは南北方向に細長い楕円形を呈   円形もしくは隅丸方形を呈するものと思われ、調査

するものと思われ、壁は検出されなかった。調査範   範囲内では長径3。 96m、 短径3。 50m、 深さ0.09mを

囲内では長径4.88m、 短径3.70mを測る。       測る。

炉は地床炉で、中央部やや南寄りに検出され、長   炉は地床炉で、中央部やや東寄りに検出され、長

径0。93m、 短径0.74m、 深さ0。 12mを測る。壁溝は  径0.60m、 短径0。 51m、 深さ0。04mを測る。壁溝は

全周するものと思われ、幅約0。22mで、深さ0■Om  検出されなかった。ピットは4本検出され、深さは

を測る。ピットは 4本検出され、深さはPl=0。 25  Pl=0。20m、 P2=0。27m、 P3=0。27m、 P4=0.21

m、 P2=0■5m、 P3=0■5m、 P4=0.22mを測る。   mを 測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。         出土遺物は無く、時期は不詳である。

-100-

/



6

第105号住居跡 (第78079図 )

AF～AG-4グ リッドに位置する。住居跡の東壁

がかろうじて調査区際に検出された。南壁で第104

号住居跡と中央部で第104号住居跡のPlと重複する。

プランは円形もしくは西に張り出す隅丸五角形を呈

し、長径3。96m、 短径3.94mを測る。

炉は地床炉で、中央部やや南東寄りに検出され、

長径0。 60m、 短径0。 57m、 深さ0。 13mを測る。壁溝

は全周するものと思われ、幅約0。26mで、深さ0■5

mを測る。ピットは 3本検出され、深さはPl=

0。21m、 P2=0.20m、 P3=0.20mを測る。

時期は中期の所産と思われるが、後期の土器片も

出土していることから不詳である。

遺物は第79図 1～ 5の土器片であり、 1は中期の

加曽利E式キャリパー系土器の口縁部破片で、隆帯

によって口縁部下端部を区画する。地文は単節LR

の縦位施文である。

2～ 5は後期前葉堀之内式土器である。 2は小波

状を呈する口縁部破片で、波頂部から多条加した沈

第81図 第106号住居跡出土遺物

線を垂下する。やや肥厚する口唇部には沈線を廻ら

し、波項部には縦位の沈線と円形刺突文を施す。地

文は単節LRの横位施文である。 3は無地文上に曲

線沈線文を施文する。 4、 5は単節LR縄文地文上

に多条沈線の懸垂文と曲線文を組み合わせている。

以上は、堀之内 I式の最新段階に比定されよう。

第106号住居跡 (第 80・ 81図 )

AF-100～ 1グ リッドに位置する。多くの住居跡

との重複部分に位置し、第1090110011101120

116号住居跡、第591号土墳に取り囲まれるように重

複する。プランは柄鏡形を呈するものと思われ、柄

の先端部分が不明瞭となっている。調査範囲内では

長径6。00m、 短径5.06m、 深さ0。06mを測る。

炉および壁溝は検出されなかった。ピットは 9本

検出され、柄付け根部分で対ピット状となる。深さ

はPl==0.64m、  P2=0。 39m、 P3=0。41m、 P4=

0。 39m、  P5=0。 35m、  P6=0。 46m、  P7=0.44m、

P8=0。 38m、 P9=0。 04mを測る。
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第82図 第107号住居跡

第83図 第107号住居跡出土遺物
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7

遺物は第81図 1～ 4の土器と、 5、 6の石器が出

土した。 1は加曽利 EⅣ式系の深鉢形土器で、口縁

部無文帯を微隆帯で区画し、同種の隆帯を区画隆帯

から垂下して、胴部を縦位区画する。垂下隆帯の無

文部分は丁寧なナデを施し、垂下隆帯の一部に押圧

状の刻みを施す。地文は単節LRを縦位施文する。

器壁の薄く、堅緻な大形土器で、推定回径37。 5cm、

現存高20.6cmを測る。後期初頭、称名寺式段階の加

-102-

ノグミヽ

し〃

f声ヽ
ヽノ

3



S J100
P5

S K581

いヽ
′
／

S Jl14

調査区域外

○

0

/~｀ 、ヽ
′   ＼

/  ｀、
′      l

l攪
乱
メ

 ヽ  /

攪乱

ヽ
ソ

Ｐ８〃
迷

t″ヾ 4
しヽグヾ

◎
い
ノ

ヽ
ノ

延
⊂

,こヽ
「ノ
κ
ヽ

、 9'

./
Ｏ
Ｎ
．∞
一
ｍ

〇
倒
．∞
”
く

L◎

c 13 20

E 13 20        E'

F 13 20
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1 暗褐色土 ロームガロック・ローム粒少量 ややしまりなし
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む ロームフ

゛
ロック少量 ややしまりなし

3 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック含む しまりあり SJ7の 貼 り床下面

*人為的埋戻し
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ロ

一

釧

D 13 20

颯貶 颯錢 餞

曽利EⅣ式系土器である。

2は磨消懸垂文の垂下する胴部破片で、地文は単

節RLの縦位施文である。 3は内湾する口縁部が開

くキャリパー形の深鉢形土器で、幅狭口縁部文様帯

を微隆帯で区画する。口縁部には円形刺突文列を2

列施文する。口縁部から縦位の磨消懸垂文を垂下し、

単節LRを縦位施文する。 4は無文土器である。

5、 6は打製石斧である。 5は安山岩製で、縦

9。 7cm、 横4。 2cm、 厚さ1.8cm、 重さ111.4gで ある。 6

は緑泥片岩製の 2次加工のある剥片で、縦 9。 3cm、

横4。6cm、 厚さ1.5cm、 重さ88。3gである。

第107号住居跡 (第82083図 )

AG-3～ 4グ リッドに位置する。プランは北西方

向に細長い楕円形、もしくは不整楕円形を呈する。

長径6。93m、 短径5。70m、 深さ0■2mを測る。

炉は地床炉で、中央部やや東壁寄りに検出され、

長径0.78m、 短径0。 57m、 深さ0。02mを測る。壁溝

は検出されなかった。ピットは 8本検出され、プラ

ンに沿って楕円形に配列する。深さはPl=0.29m、

P2:=0.25m、  P3=:0。23m、  P4=:0。26m、  P5=:0。20

m、 P6=0.22m、 P7=0。 20m、 P8=0。26mを測る。

住居跡は出土遺物から、縄文時代早期後葉の条痕

第84図 第108号住居跡
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第86図 第109号住居跡出土遺物
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1 赤褐色土 炭化粒・ロームガロック少量 やや しまりなし
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む しまりあり

。| 調査区域外

A 13 20

文期の所産と思われる。

出土遺物は第83図 1～ 8の土器片である。 1は横

位水平の細隆起線を3本施文する構成で、内外面と

もに擦痕状整形を施すが、外面の細隆起線文間は擦

痕を磨消する。繊維を若干含み、白色粒子、細砂粒

を多く含む、堅緻な土器である。

2～ 8は文様を持たない無文土器で、繊維を少量

含み、条痕や擦痕整形を施すものである。 2は丸頭

状口縁部が外反気味に開き、内外面とも条痕整形を

施し、外面の条痕文は明瞭である。 3、 5、 6、 8

は内外面に条痕整形を施し、 4は内外面とも擦痕整

形、 7は外面に条痕整形、内面に擦痕整形を施す。

第108号住居跡 (第84図 )

AF～AG-1～ 2グ リッドに位置する。南壁の一部

が調査区域外に位置する。北壁で第114号住居跡、

西壁で第100号住居跡 P5、 床面で第99号住居跡炉、

Pl～ 4、 東壁で第581号土渡と重複する。プランは

南北方向に細長い楕円形を呈し、調査した範囲内で

第87図 第110号住居跡

第88図 第110号住居跡出土遺物

は長径6.75m、 短径5。61m、 深さ0.23mを測る。

炉は検出されず、壁溝は全周するものと思われる。

幅約0.24m、 深さ0■6mを測る。ピットは 9本検出

され、深さはPl=0.21m、 P2=0。 13m、 P3=0。 21

m、  P4=:0。 24m、  P5:=0.28m、  P6:=0。 87m、  P7==

0。21m、 P8=0.23m、 P9=0■5mを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第109号住居跡 (第85086図 )

AF-1グ リッドに位置する。南壁の一部が調査区

域外に位置する。北壁で第115号住居跡、西壁で第

106・ 110号住居跡、南壁で第100号住居跡 P3と重複

する。プランは北西方向に細長い楕円形を呈し、調

査した範囲内では長径4.26m、 短径3。38ボ、深さ

0■7mを測る。

炉は地床炉で、中央部やや南寄りに検出され、半

分以上が攪乱をうけている。現存部では長径0.57m、

短径0.28m、 深さ0■4mを測る。壁溝は全周するも

のと思われ、幅約0。27m、 深さ0■4mを測る。ピッ

ヽ
ィ
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第89図 第111号住居跡
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l 暗褐色土 炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量 やや赤色 しまりあり
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゛
ロック含む しまりあり
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2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック多量 ローム粒含む やや

*人為的埋戻し

第90図 第112号住居跡
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第91図 第112号住居跡出土遺物
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卜は 8本検出され、壁溝に沿って配列する傾向があ

る。深さはPl=0。 1l m、 P2=0。 30m、 P3=0。 22m、

P4=:0。 26m、  P5=:0。30m、  P6=:0.21m、  P7=:0.14

m、 P8=0■lmを測る。

出土土器から、中期加曽利 EⅢ式期の所産と思わ

れる。

出土遺物は第86図 1～ 7の土器と石器である。 1

は口縁部が内湾する浅鉢形土器で、幅狭口縁部無文

帯を2本沈線で区画し、沈線間に円形刺突文列を挟

む。地文は条線を施文する。推定回径37。Ocm、 現存

高20.6cmを 測る。

2は口縁部がやや内湾する浅鉢形土器で、日縁部

無文帯を沈線で区画し、胴部に沈線懸垂文を垂下し、

蛇行条線を全面に施文する。推定回径35。7cm、 現存

高12.5cmを測る。

3はキャリパー系深鉢形土器の胴部破片で、磨消

懸垂文を垂下し、単節RLを縦位施文する。 4は吉

井城山系のキャリパー形土器の口縁部破片で、磨消

沈線で波状文を描く。地文は単節RLである。 6は

隆帯渦巻文系の胴部破片で、地文に単節RLを施文

する。 6は壷形土器の口縁部で、無文となる。以上、

中期終末の加曽利 EⅢ式に比定される土器群である。

7はチャート製の 2次加工のある剥片である。長

さ2.9cm、 幅1.8cm、 厚さ1.2cm、 重さ5.4gで ある。

第110号住居跡 (第87・ 88図 )

AF-100～ 1グ リッドに位置する。住居跡の大半

が調査区域外に位置する。東壁で第109号住居跡、

床面で第106号住居跡 P3と重複する。プランは楕円

形を呈するものと思われるが、不詳である。調査し

た範囲内では長径3.98m、 短径1.42m、 深さ0。09m

を測る。

炉、および壁溝などの付属施設は検出されなかっ

た。ピットは 3本検出され、深さはPl=0.24m、

P2=0。27m、 P3=0。29mを測る。

出土遺物から、中期終末の加曽利 EⅢ式期の所産

と思われるが、不詳である。

出土遺物は第88図 1～ 4の土器片である。 1～ 3

は同一個体で、壷形土器の肩の部分である。隆帯の

渦巻文を連結するモチーフ構成で、渦巻文を貫通し

て紐掛けの孔を穿つ。

4はキャリパー系深鉢形土器の胴部破片で、磨消

懸垂文を垂下し、地文に単節RLを浅く施文する。

以上加曽利 EⅢ式に比定される土器群である。

第111号住居跡 (第89図 )

AF-1グ リッドに位置する。住居跡の大半が調査

区域外に位置する。南壁で第115号住居跡と重複す

る。プランは方形に近い形状と思われるが、不詳で

ある。調査した範囲内では長径4。47m、 短径 1。26m、

深さ0■6mを測る。

炉および他の付属施設は検出されなかった。ピッ

トは 7本検出され、深さはPl=0。 24m、 P2=0。 24

m、  P3=:0.28m、  P4=:0.28m、  P5=0.13m、 P6:=

0。17m、 P7=0。 20mを浪」る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第112号住居跡 (第90091図 )

AF-100グ リッドに位置する。北壁で第591号土

娠、西壁で第113号住居跡と重複する。プランは南

北方向に細長い楕円形を呈し、長径3.58m、 短径

2.96m、 深さ0。28mを測る。

炉は検出されなかった。壁溝は全周し、幅約0■9

m、 深さ0■2mを測る。ピットは壁溝上に 7本検出

され、深さはPl=0。 34m、 P2=0■ 8m、 P3=0。 23

m、  P4=:0.22m、  P5:=0。 18m、 P6:=0.08m、  P7:=

0■2mを測る。

出土土器から、中期加曽利 EⅢ式期の所産と思わ

れる。

出土遺物は第91図 1～ 7の土器片である。 1、 2

キャリパー系深鉢形土器で、 1は低隆帯の渦巻文を

施文する日縁部破片、 2は磨消懸垂文を垂下する胴

部破片である。地文は単節LRの縦位施文である。

3、 4は隆帯文の付く胴部破片で、地文に単節R
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B 13 20

F 13 20

H 13 20

B'         c 13 20

F'      G 13 20

S J l13

1

2
暗褐色土

褐色土
炭化粒・ロームフ

゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

Lを施文する。 5～ 7は同一個体で、器台の脚部で

ある。 5は円孔を持つ。以上、加曽利 EⅢ式に比定

される土器群である。

第113号住居跡 (第92～ 94図 )

AE～AF-101～ 100グ リッドに位置する。東壁で

第112号住居跡と重複する。プランは、西壁部分が

不明瞭であるが、東西方向に細長い長楕円形を呈す

るものと思われ、現存部分では長径 12。33m、 短径

3。96m、 深さ0。21mを測る。

炉および壁溝は検出されなかった。ピットは合計

第93図 第113号住居跡 (2)

第94図 第113号住居跡出土遺物

21本検出 され、深 さは Pl=0。 27m、 P2=0。 24m、

P3=:0。 27m、  P4=:0.28m、  P5=:0。26m、  P6=:0.25

m、 P7=0。 21m、  P8=0。 14m、 P9=0。 27m、  P

10=0.31m、  P ll=0。 16m、  P12=0.26m、  P13=

0.30m、  P14=:0.26m、  P15:=0。27m、  P16=:0。26m、

P17=:0。 22m、  P18:=0。 1l m、  P19=:0。 20m、
´
P20:=

0■9m、 P21=0.23mを測る。

出土遺物から、縄文時代早期後葉の条痕文期の所

産と思われる。

出土遺物は第94図 1～ 14の土器片である。いずれ

も胎土に繊維を含み、内外面に条痕整形を施すもの
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B 13.20

S J l14

1 暗褐色土 炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

*人為的埋戻し
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第95図 第114号住居跡
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1 暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック0ロームフ

゛
ロック少量 やや しまりなし

2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

3 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

*人為的埋戻し
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第96図 第115号住居跡

調査区域外

S Jl16
1 暗褐色土 炭化粒・ローム粒少量 しまりあり
2 暗褐色土 ロームデロック少量 しまりあり
3 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック多量 2a層 より黄色  しまりあり

第97図 第116号住居跡
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である。 1は太沈線区画内に、集合太沈線を充填施

文するもので、内外面に条痕文が明瞭である。

2は先細りする口縁部がやや内湾気味に開く器形

を呈し、繊維をやや多く含む。口縁部内外面に、横

位の条痕整形を施す。 3～ 14は胴部破片で、 5、 6

は外面に擦痕状の細かい条痕整形を施し、他は内外

面とも明瞭な条痕整形を施す。以上、有文土器 1の

特徴や、他の土器群の特徴から、野島式終末期に位

置付けられる土器群と思われる。

第114号住居跡 (第95図 )

AF-1～ 2グ リッドに位置する。北壁が調査区域

外に位置し、住居跡の大半が第108号住居跡と重複

する。プランは円形を呈するものと思われるが、不

詳である。調査した範囲内では長径4.26m、 短径

0。94m、 深さ0■8mを測る。

炉、および壁溝などの付属施設は検出されなかっ

た。ピットは 4本検出され、深さはPl=0。31m、

P2=0■4m、 P3=0■6mを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第115号住居跡 (第96図 )

AF-1グ リッドに位置する。住居跡南側で第109

号住居跡と重複し、北壁で第111号住居跡 P2・ 3と

重複する。プランは南北方向に細長い不整円形を呈

し、長径3.06m、 短径2。92m、 深さ0。27mを測る。

炉は検出されなかった。壁溝は全周し、幅約0■8

m、 深さ0。06mを測る。ピットは壁溝上および壁溝

に沿って 5本検出され、深さはPl=0.26m、
I P2=

0.32m、 P3=0■8m、 P4=0■ 8m、 P5=0.26mを

測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第98図 第117号住居跡
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A l1 90

B l1 90

S Jl18

1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 褐色土
4 暗褐色土
5 暗褐色土
6 明褐色土
7 暗褐色土
8 暗褐色土
9 明褐色土

A l1 70

B l1 70

炭化粒・黒色土フ
゛
ロック0ロームフ

゛
ロック少量 しまりあり

炭化粒 。ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 しまり・粘性あり

ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 ややしまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 ややしまりあり

ロームフ
゛
ロック少量 ややしまりあり

第116号住居跡 (第97図 )

AE-100、 AF-100～ 1グ リッドに位置する。住居

跡北側の大半が調査区域外に位置する。南壁で第

591号土渡と重複する。プランは楕円形を呈するも

のと思われるが、不詳である。調査範囲内では長径

4.48m、 短径1.23m、 深さ039mを測る。

炉および壁溝、ピットなどの付属施設は検出され

なかったが、掘り込みが深く、床面も平坦であるた

め、住居跡として認識した。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

第117号住居跡 (第98図 )

AF-4グ リッドに位置する。南壁と東壁の一部に

第99図 第1180119号住居跡

攪乱を受けている。プランは北西方向に細長い楕円

形を呈し、長径4.02m、 短径3。 54m、 深さ0.21mを

測る。

炉は中央部やや北寄りに位置し、長径0。67m、 短

径 0。 53m、 深さ0.12mを測る。壁満はほぼ全周し、

幅約0■9m、 深さ0。09mを測る。ピットは壁溝上と

主柱穴状に13本検出され、深さはPl=0■ 6m、 P

2=:0。 10m、 P3=:0.10m、  P4=0.08ボ 、 P5=:0。 10m、

P6=:0.09m、  P7=0.15m、  P8=0.09m、  P9:=0.13

m、  P10=:0。15m、 P ll==0。 15m、  P12=:0。08m、 P

13=0■Omを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

s Jl19
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第118号住居跡 (第99図 )

AD-103～ 102グ リッドに位置する。西壁の一部

が調査区域外に位置する。プランは不整円形を呈す

るものと思われ、調査範囲内では長径3。36m、 短径

3.44m、 深さ0■8mを測る。

炉および壁溝などの付属施設は検出されなかった。

ピットは 2本検出され、深さはPl=0.22m、 P2=
038mを測る。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

(2)炉 穴跡
第 3号炉穴 (第100図、第102図 1～ 3)

AD-102グ リッドに位置する。東壁の一部が調査

区域外に位置するが、北西方向に細長い楕円形を呈

し、主軸方向はN-26°‐Wである。規模は長径4.68m、

短径1.22m、 深さ0.29mを測る。炉床を2ヶ 所に持

つ。

遺物は第102図 1～ 3が出土している。 1～ 3は

縄文時代早期の条痕文系土器群で、 1は角頭状の回

縁外端部に縦位の貝殻腹縁文を施文し、幅狭口縁部

文様帯を形成する。内外面とも貝殻条痕整形を施し、

繊維を若千、細砂粒、自色粒子を多く含む。

2は太沈線区画内に集合太沈線を充填施文するも

ので、内面の条痕は顕著である。 1と類似する胎土

であるが、白色粒子の割合が少ない。

3は内外面に条痕整形を施すが、外面はモチーフ

状に条痕文を施文する。 1に胎土が類似する。以上、

野島式に比定される土器群で、 1、 3は古段階に位

置付けられる。

第 4号炉穴 (第100図、第102図 4～ 12)

AF-1グ リッドに位置する。第10501060109・

1100111号住居跡と重複し、残存するプランは不整

形である。主軸方向はN-5°―Eである。規模は長径

3。 82m、 短径3。 02m、 深さ0.23mで ある。炉床は 1

ヶ所である。

遺物は第102図 4～ 12が出土している。 4～ 12は

第119号住居跡 (第99図 )

AE-103グ リッドに位置する。住居跡西壁が調査

区域外に位置する。プランは不整円形を呈するもの

と思われるが、不詳である。調査範囲内では長径

3.舵 m、 短径2。能 m、 深さ0.31mを測る。

炉および壁溝、ピットなどの付属施設は検出され

なかったが、掘り込みが深く、床面も平坦であるた

め、住居跡として認識した。

出土遺物は無く、時期は不詳である。

早期の条痕文系土器群である。

4は沈線区画内に異方向の集合沈線を組み合わせ

て、鋸歯状に施文するもので、内外面に条痕整形を

施す。若干の繊維と、細砂粒、自色粒子を多めに含

む堅緻な土器である。

5は沈線の幾何学的な区画内に集合太沈線を充填

施文する。繊維を少量、細砂粒を多く含むが、自色

粒子は目立たない。

6～ 12は条痕整形のみ見られる無文土器で、 6は

やや先細りの角頭状口縁を呈し、内外面に横位の条

痕整形を施す。

7は丸頭状口唇部が外反気味に開く器形を呈する。

外面は縦位の整然とした条痕文が見られるが、内面

は擦痕状となる。

8は先細りの口縁部が開く器形で、内外面とも横

位の条痕整形を施す。

9か ら12は胴部破片で、10は底部に近い破片であ

る。いずれも繊維を少量、細砂粒を多く含み、8以

外は白色粒子を多く含む。

第 5号炉跡 (第100図 )         F
AFO AG-2グ リッドに位置する。第97号住居跡

と重複し、一部調査区外にかかるが、プランは不整

楕円形を呈し、主軸方向はN-62° ―Eである。規模は

長径3。 64m、 短径2.22m、 深さ0。22mを測る。 2ヶ

所の炉床を持つ。遺物は出土していない。
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第 6号炉跡 (第101図 0第 102図13～ 15)

AG-3グ リッドに位置する。第107号住居跡と重

複し、遺構の北側は攪乱を受け、残存するプランは

不整形を呈し、主軸方向はN-0°…Eである。規模は

第100図 炉穴 (1)

FP5〆ヽ

陽
勒
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焼土塊・炭化粒・炭化塊少量

焼土塊多量 炉焼面
焼土塊・焼土粒・炭化物塊少量

焼土粒多量

炭化粒少量

しまりあり

3 暗褐色土  焼土フ
゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

炭化粒含む

4 暗褐色土  焼土フ
゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

FP5
1 暗褐色土  焼土フ

゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

しまりあり

2 暗褐色土  焼土フ
゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

しまりあり

3 暗赤褐色土 焼土プロック・ロームフ
゛
ロック少量

硬化
4 赤褐色土  焼土フ

゛
ロック多量 ロームフ

゛
ロック少量

硬化
5 暗赤褐色土 焼土ガロック・焼土粒子少量
6 赤褐色土  焼土フ

゛
ロック多量 炉焼面

長径4.02m、 短径2。 6om、 深さ0.23mで ある。 2ヶ

所の炉床を持つ。

遺物は第102図 13～15が出土している。13～ 15は

早期の条痕文系土器群で、文様を施文しない無文土

ml

口
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8 暗褐色土

焼土粒 0炭化粒少量
焼土フ
゛
ロック・ロームフ
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゛
ロック少量

ロームフ
゛
ロック含む

焼土フ
゛
ロック多量 焼土層

焼土フ
゛
ロック少量 焼土層

焼土フ
゛
ロック多量 焼土層

焼土フ
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゛
ロック少量
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ヾ
′
.全二110

B13 00

FP8

調査区域外

A1220

第101図 炉穴 (2)

暗褐色土  焼土粒・炭化粒 0ローム粒少量
暗褐色土  焼土フ

゛
ロック少量

暗褐色土  焼土フ
゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

暗赤褐色土 焼土フ
゛
ロック・焼土粒・炭化粒少量

しまりあり

暗褐色土  焼土粒・ロームフ
゛
ロック少量

1 暗褐色土  焼土粒多量
2 暗褐色   焼土フ

゛
ロック少量 しまりなし

3 暗褐色土  ロームフ
゛
ロック多量

4 赤褐色土  焼土層
5 暗黄褐色土 ローム粒多量

Ａ一

S J107

A13 10

器である。13は先細りの口縁部が外反する器形で、

内外面に擦痕状整形を施す。繊維を少量合み、白色

粒子は目立たない。

14、 15は内外面に条痕整形を施す胴部破片で、繊

維を少量、白色粒子を多く含む堅緻な土器である。

以上、土器群の特徴から、野島式に比定されるもの

と思われる。

第 7号炉跡 (第 101図、第102図 16・ 17)

AG-3グ リッドに位置する。遺構の一部が調査区

外および攪乱にかかるが、残存するプランは楕円形

を呈し、主軸方向はN…22° ―Eである。規模は長径

2.70m、 短径1.28m、 深さ0。23mを測る。

遺物は第102図 16、 17が出土している。16は若干

肥厚して丸頭状を呈する口縁部が開く器形を呈し、

口縁外端部に絡条体圧痕文をやや斜位に施文して、

幅狭口縁部文様帯を形成している。施文原体は不明

瞭であるが、撚糸 Lの絡条体と思われる。外面に斜

位の貝殻条痕整形を施し、裏面は擦痕整形である。

繊維を若干含み、細砂粒と白色粒子を多く含む。
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第102図 炉穴出土遺物

17は胴部破片で、外面に絡条体条痕と思われる細   第 8号炉跡 (第101図 )

かい条痕整形を施し、内面には擦痕状の整形を施す。   AD-102グ リッドに位置する。遺構の半分が調査

若千の繊維を含み、細砂粒、自色粒子を多く含む、  区域外に位置し、残存するプランは円形を呈し、主

非常に堅緻な土器である。以上、野島式の古段階に  車由方向はN-15°―Wである。規模は長径0。 62m、 短径

比定される土器群と思われる。           (0.56)m、 深さ0。60mを測る。遺物は出土していな

い 。

(3)土 墳
第526号土墳 (第 103図 )

AG-7グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-22°―Wである。規模は長径 1。 53m、 短

径は0。94m、 深さは0■9mである。

遺物は出土していない。

第527号土垢 (第 102図 )

AG-6グ リッドに位置する。第528号土頻と重複

し、プランは円形で、主軸方向はN-20° ―Wで ある。

規模は長径1.23m、 短径1.09m、 深さ0。26mである。

遺物は出土していない。

第528号土垢 (第 103図 )

AG-6グ リッドに位置する。第527号土娠と重複

し、プランは円形で、主軸方向はN-26°―Wである。

規模は長径0.96m、 短径⑬.62)m、 深さ0■3mである。

遺物は出土していない。

第529号土垢 (第 103図 )

AF-4グ リッドに位置し、プランは楕円形で、主

軸方向はN…42°―Eである。規模は長径 1。44m、 短径

1.22m、 深さ0■8mである。

遺物は出土していない。
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第530号土垢 (第103図 )

AF-6グ リッドに位置する。プランは長方形で、

主軸方向はN-3° ―Wである。規模は長径 1。68m、 短

径0。62m、 深さ0■lmである。中央に小ピットを持

つ。

遺物は出土していない。

第531号土垢 (第 103図 )

AF-5グ リッドに位置する。東半分が調査区域外

に位置し、プランは不整形で、主軸方向はN-71° ―W
である。規模は長径 1。36m、 短径0。 56m、 深さ0。 56

mである。

遺物は出土していない。

第532号土墳 (第103図 )

AF-4グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN-35°―Eである。規模は長径1.13m、 短径

1■Om、 深さ0■6mである。

遺物は出土していない。

第533号土墳 (第103図、第109図 )

AF-4グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-13°…Eである。規模は長径2。 50m、 短

径1.襲 m、 深さ025mである。

遺物は縄文時代中期の土器と石器が出土している。

1は中期末葉の連弧文土器の回縁部破片で、撚糸 R

地文上に 2本沈線で弧線を描く。 2は磨消懸垂文を

垂下する胴部破片で、単節RLを縦位施文する。 3

はガラス質黒色安山岩製の掻器で、長さ7e2cm、 幅

4.5cm、 厚さ2。4cm、 重さ89■ gを測る。

第534号土墳 (第103図、第109図 )

AF-5グ リッドに位置する。第101号住居跡、第

1～ 609号ピットと重複している。プランは長方
形で、主軸方向はN-22°―Wである。規模は長径4■4

m、 短径 1。28m、 深さ0。24mである。炭化物層が形

成されているため、炭焼窯と判断される。

遺物は第109図 14が出土している。14は鳩山窯産

の須恵器不で推定回径 13。Ocm、 底径7。 2cm、 器高4。 0

cmを測る。 9世紀の前半に位置付けられよう。

第535号土墳 (第 104図 )

AF・ AG-4グ リッドに位置する。第571号土墳と

重複し、遺構の一部が調査区域外に位置する。プラ

ンは長方形で、主軸方向はN-50° ―Wである。規模は

長径1.07m、 短径0.9m、 深さ0■4mである。

遺物は出土していない。

第536号土垢 (第104図 )

AF-5グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN¨ 19° Ëで規模は長径1.38m、 短径 1。 34m、

深さ0.24mで ある。

遺物は出土していない。

第537号土墳 (第104図 )

AE・ AF-4グ リッドに位置する。プランは楕円

形で、主軸方向はN-6° ‐Eである。規模は長径 1。 11

m、 短径0。76m、 深さ0■5mである。

遺物は出土していない。

第538号土墳 (第104図 )

AF-5グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-3° ―Wである。規模は長径 1。63m、 短

径0.94m、 深さ0。21mで ある。底部中央に小ピット

を持つ。

遺物は出土していない。

第539号土墳 (第104図 )

AE-405グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN-25°‐Eである。規模は長径 1。 10m、 短

径0.94m、 深さ0.27mで ある。

遺物は出土していない。
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K528
S K527

S K526

A12.60

S K526
1 褐色土  炭化粒・口■粒少量 やや しまりなし
2 褐色土  炭化粒・ローム粒少量 ロームフ

゛
ロック少量

やや しまりなし

3 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量 ややしまりなし

S K530

S K530
1 暗褐色土 ローム粒少量 しまりなし
2 褐色土  口■粒少量 しまりなし
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B12.80

S K527・ 528

A12.60

S K527・ 528

1 暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック・ロームフ

゛
ロック多量

しまりなし

2 暗褐色土 ローム粒・ロームフ
゛
ロック少量 しまりなし

3 褐色土  ローム粒多量 しまりなし

S K531・ 570

A12.70

S K531・ 570

1 褐色土  ローム粒多量 しまりなし
2 暗褐色土 黒色土フ

゛
ロック多量 ローム粒少量

しまりなし

3 褐色土  ローム粒少量 ロームフ
゛
ロック多量

しまりなし

S K534

S J101

S K529・ 532

A1300

S K529
1 灰褐色土 灰白サラサラの火山灰含む
2 暗褐色土 黒色土フ

゛
ロック・ロームフ

゛
ロック少量

3 褐色土  ロームフ
゛
ロック含む しまりあり
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しまりあり
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S K532
1 暗褐色土 黒色土粒・ローム粒少量  しまりあり
2 褐色土  口4フ

゛
ロック多量 しまりあり

S K533
一 十
~戸 ―

A1300

S K533
1 暗褐色土 焼土粒僅かに含む ロームフ

゛
ロック少量

しまりあり

2 褐色土  口■フ
゛
ロック含む ローム粒少量 しまりあり
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S K534
1 暗褐色土
2 暗褐色土
黒色土3

ロームフ
゛
ロック多量 炭化粒少量 しまりなし

炭化粒・口咄粒少量 しまりなし
焼土粒含む しまりなし 底面しまりあり
炭化物層
ロームフ
゛
ロック0口4粒多量 しまりなし

第103図 土墳 (1)

S K532 S K529

攪乱
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S K535

S K535・ 571

調査区域外

A1300

S K535
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む

しまりなし

S K539

A1300

S K539
1 暗褐色土

A1270

S K536
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック少量 しまりあり

2 褐色土  ロームフ゛ロック多量
しまり・粘性あり

S K537
｀ い ¬`に

A'  A1300

S K537
1 暗褐色土 炭化粒 0ロームフ

゛
ロック・ローム粒少量

しまりあり
2 褐色土  ロームフ

゛
ロック含む しまりあり

A1300

S K536

A1290

暗褐色土

褐色土

S K538

ロームフ
゛
ロック少量

ロームフ
゛
ロック多量

/〆

ローム粒少量

やや しまりなし

炭化粒少量 しまりあり
ローム粒 0ロームフ

゛
ロック少量

しまりあり

S K540・ 541

A 13. 00 s K541

S K540
1 暗褐色土 炭化粒僅かに含む ロームフ

゛
ロック少量  しま りあ り

2 褐色土  ロームフ
゛
ロック少量  しま りあ り

S K541
1 暗褐色土 炭化粒・ローム粒少量 ロームフ

゛
ロック含む しまりあり

2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量 黒色土フ

゛
ロック少量 しまりあり

3 褐色土  ロームフ゛ロック多量 黒色フ
゛
ロック少量

1層 に比してやや しまりなし

S K546

S K538
1 暗褐色土 炭化粒僅かに含む

ロームフ
゛
ロック少量  しまりあり

2 褐色土  ロームフ
゛
ロック多量

しまり・粘性あり
3 暗褐色土 ローム粒少量 しまりあり

S K542

S J93

A1290

S K542
1 暗褐色土 炭化粒・ロームフ

゛
ロック少量

2 褐色土  ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量 しまりあり

3 褐色土  ロームフ
゛
ロック含む ローム粒少量

しまりあり
4 褐色土  ロームフ

゛
ロック少量 しまりあり

S K545

A 13 00
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2 褐色土
3 褐色土

S K543・ 544

S K544

授乱

A1300

S K543
1 暗褐色土 炭化粒少量 ロームフ

゛
ロック含む しまりあり

2 褐色土  ロームフ゛ロック含む しまりあり

S K544
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック・ローム粒少量 やや しまりなし

2 褐色土  ロームフ゛ロック含む しまりあり
3 明褐色土 ロームフ

゛
ロック含む しまりあり

546

暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック少量

暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック少量

黒褐色土 ロームフ
゛
ロック多量

黒褐色土 黒色土フ
゛
ロック少量

ノ

ノ

′

K545

SK
1

2
3

4

しまりあり
しまりあり

ロームフ
゛
ロック多量 しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

ロームフ
゛
ロック含む

第104図 土墳 (2)

S K540S K541
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第

“

0号土墳 (第 104図 )

E-5グ リッドに位置する。第95号住居跡と重複

し、プランは楕円形で、主軸方向はN¨ 0°―Eである。

規模は長径0。93m、 短径0.86m、 深さ0。23mである。

遺物は出土していない。

第lMl号土墳 (第104図 )

AE-5グ リッドに位置する。第95号住居跡と重複

するが、本土娠の方が新しい。プランは円形で、主

軸方向はN…3°‐Wである。規模は長径1.28m、 短径

1。22m、 深さ0。72mである。

遺物は出土していない。

第542号土垢 (第104図 )

AD-5グ リッドに位置する。第93号住居跡と重複

するが、本土墳の方が新しい。プランは円形で、主

軸方向はN-70°…Wである。規模は長径1.75m、 短径

1.60m、 深さ0.28mで ある。

遺物は出土していない。

第543号土墳 (第 104図 )

AF-4グ リッドに位置する。第544号土墳と重複

する。プランは楕円形で、主軸方向はN-85° ―Eであ

る。規模は長径1.21m、 短径1.05m、 深さ0。27mで

ある。

遺物は出土していない。

第И4号土墳 (第104図 )

AF-4グ リッドに位置する。遺構の一部に攪乱を

受ける。プランは楕円形で、主軸方向はN¨30°‐Wで

ある。規模は長径1。∞ m、 短径 (1。00)m、 深さ0■8m

である。

遺物は出土していない。

第545号土墳 (第104図 )

AF-4グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN-52°‥Wで規模は長径1■4m、 短径1■ lm、

-120-

深さ0■lmである。

遺物は出土していない。

第546号土墳 (第 104図 )

AE O AF-4グ リッドに位置する。プランは楕円

形で、主軸方向はN-53°―Wである。規模は長径1.97

m、 短径1.74m、 深さ0.∞mである。

遺物は出土していない。

第547号土墳 (第 105図 )

AEOAF-4グ リッドに位置する。第96号住居跡と

重複する。プランは円形で、主軸方向はN‐25°―Eで

ある。規模は長径0.97m、 短径0。 66m、 深さ0。26m

である。

遺物は出土していない。

第548号土墳 (第 105図 )

対 -2グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN-52°―Wである。規模は長径4.30m、 短径

0。92m、 深さは0。09mで ある。炭化物層が形成され

ているため、炭焼窯と判断される。

遺物は出土していない。

第549号土墳 (第 105図 )

劇 OAK-2グ リッドに位置する。プランは長方形

で、主軸方向はN‐8°―Eである。規模は長径2。 06m、

短径 1。36m、 深さ0。28mである。

遺物は出土していない。

第550号土墳 (第 105図 )

AK-2グ リッドに位置する。プランは長方形で、

主軸方向はN-10°―Wである。規模は長径 1。 76m、 短

径 1。41m、 深さ1。09mである。

遺物は出土していない。

第551号土墳 (第 105図 )

AJ-2グ リッドに位置する。プランは円形で、主
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S J96

A1340

S K547
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック・ローム粒少量

しまりなし
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック僅かに含む

しまりなし
3 褐色土  ロームフ

゛
ロック多量

しまりあり

A 12 80

S K552

S K549

炭化粒・ローム粒少量 しまりなし
ローム粒やや多量 しまりなし
ローム粒多量 しまりなし
ロームフ
゛
ロック0ローム粒多量 しまり

ロームフ
゛
ロック・ローム粒含む しまり

ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

S K553

A1290

S K547 S K550 ノ

/
S K551
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A12 80

S K551
1 暗褐色土 ローム粒少量
2 暗褐色土 炭化粒・ローム粒少量
3 褐色土  ロームフ

゛
ロック多量
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

A1290

K550
暗褐色土

褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

SK
1

2

3

4
5

6

し

し

な

な

土

土

土

色

色

色

褐

褐

褐

調
査
区
域
外

ヽ

ヽ

、

炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量 ローム粒多量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック少量  しまりなし

黒色土ガロック・ロームフ
゛
ロック少量 しまりなし

黒色土フ
゛
ロック多量 ロームフ

゛
ロック少量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

＼

＼

調
査
区
域
外

暗褐色土 灰色粘土含む
黒褐色土 焼土粒多量含む しまりあり 炭化物層

炭化物含む ローム粒多量
炭化粒少量

炭化粒含む しまりあり
炭化粒。焼土粒含む
ロームフ
゛
ロック少量

焼土フ
゛
ロック・炭化粒含む

ロームフ
゛
ロック多量

暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック多量

褐色土  ローム粒・ロームフ
゛
ロック多量
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土

土
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色

色

色

色

色
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褐

褐

褐

褐
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色

色

暗
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暗

暗

褐

褐

１

２

３

４

５

６

７

８

９
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Ｈ

A1290

S K552
1 褐色土  ロームフ゛ロック多量 しまりなし
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック少量 しまりなし

3 暗褐色土 炭化粒少量 ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

4 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック・ローム粒多量 しまりなし

艤)M,鋏
晰晰鰤晰劣晰

し

し

し

な

な

な

土

土

色

色

土

３

褐

褐

色

５５

暗

暗

褐

Ｋ

ロームフ
゛
ロック多量

ロームフ
゛
ロック少量

ロームフ
゛
ロック含む

しまり
しまり
しまり

第105図 土墳 (3)

S K555
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S K548

S K556



S K554・ 557

・゙
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A1290

S K554
1 晴褐色土 黒色土プロック・ロームフ・ロッタ少量

やや しまりなし
2 暗褐色土 黒色土フ・ロック少量 ロームフ・ロック含む

_キ _       S K561・ 562

調査区域外

A 13 20

焼土粒 0炭化粒少量
ローム粒多量
ロームフ
゛
ロック・ローム粒多量

ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック少量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック少量 やや暗色 しまりなし

調査区域外

A13 10

S K559
1 暗褐色土
2 黒褐色土
S K560
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

S K567
1 黒褐色土 黒色土フ

゛
ロック多量

ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

2 褐色土  ロームフ
゛
ロック多量  しまりあり

第106図 土墳 (4)

S K559・ 560

ロームフ
゛
ロック多量

黒色土フ
゛
ロック多量 ロームフ

゛
ロック少量

炭化粒少量 ローム粒少量
ローム粒・ロームフ

゛
ロック少量

黒色土フ
゛
ロック多量 ロームフ

゛
ロック少量

しまりなし

S K564
1 暗褐色土
2 褐色土

S K563

A 13 10

S K563
1 暗褐色土 ローム粒多量 しまりなし
2 暗褐色土 黒色土フ

゛
ロック少量 ローム粒多量

しまりなし
3 茶褐色土 ロームフ゛ロック多量 ローム粒含む

しまりなし

S K567

A1300

S K564

A1300

ローム粒多量 しまりなし
ロームフ
゛
ロック多量 ローム粒多量

しまりなし

3 暗褐色土 ロームガロック多量 ローム粒含む
しまりなし

//・  S K568

A1300

S K568
1 暗褐色土 炭化粒僅かに含む ローム粒少量

しまりあり
2 褐色土  ロームガロック含む しまりあり
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＼
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卜
Ｂ
Ｘ
∽
　

　

〇
〇
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一
ロ

調
査
区
域
外
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S K561
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
S K562
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

ヽ

　

　

一

＼

ゝ

　

Ａ
一

S K565・ 566

S K565
1 暗褐色土 炭化粒少量 しまりなし
2 暗褐色土 ローム粒多量 しまりなし
S K566

暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック多量 ロームフ

゛
ロック少量 しまりなし

褐色土  ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

暗褐色土 黒色土フ
゛
ロック少量 ロームフ

゛
ロック多量 しまりなし

S K554 S K560 S K559

S K561

1

2

3
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軸方向はN-81°…Wである。規模は長径0.80m、 短径

0.75m、 深さ024mである。

遺物は出土していない。

第552号土垢 (第105図 )

対 -2グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN-86°―Eである。規模は長径 1。 25m、 短径

1■9m、 深さ0。52mである。

遺物は出土していない。

第553号土墳 (第105図 )

AI O劇 -3グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN¨77°‥Wである。規模は長径0.73m、 短

径0。

“

m、 深さ0。20mである。

遺物は出土していない。

第554号土墳 (第106図 )

AI-3グ リッドに位置する。第557号土頻と重複す

る。プランは方形で、主軸方向はN‐66° Ẅである。

規模は長径 1。40m、 短径1■4m、 深さ0。66mである。

遺物は出土していない。

第555号土墳 (第105図 )

対 -2グ リッドに位置する。第548号土墳と重複す

る。プランは楕円形で、主軸方向はN-12° ―Eである。

規模は長径1.98m、 短径1.52m、 深さ0。64mである。

遺物は出土していない。

第556号土墳 (第105図 )

対 -2グ リッドに位置する。第548号土渡と重複す

る。プランは楕円形で、主軸方向はN-62° ―Wである。

規模は長径1.86m、 短径0.99m、 深さ0。84mである。

遺物は出土していない。

第557号土墳 (第106図 )

AI-3グ リッドに位置する。第554号土娠と重複す

る。プランは方形で、主軸方向はN-30° ―Eである。

規模は長径1■8m、 短径 1。01m、 深さ0.75mで ある。

遺物は出土していない。

第558号土墳 (第 105図 )

AJ-2グ リッドに位置する。大半が調査区域外に

位置し、第548号土娠と重複する。プランは円形で、

主軸方向はN-24°‐Eである。規模は長径0.78m、 短

径0.26m、 深さは0。34mである。

遺物は出土していない。

第559号土墳 (第106図、第109図 )

A-2・ 3グ リッドに位置する。プランは不整円形

で、主軸方向はN-44°‐Eである。規模は長径1。62m、

短径 1。42m、 深さ0。37mである。

遺物は第109図 4、 5が出土している。 4、 5は

加曽利E式キャリパー系土器の回縁部破片と胴部破

片で、5は磨消懸垂文を垂下する。

第560号土垢 (第106図、第109図 )

AI-2グ リッドに位置する。約半分が調査区域外

に位置する。プランは不整方形で、主軸方向はN―

25°―Eである。規模は長径 1。37m、 短径 1。06m、 深

さ0。90mである。

遺物は第109図 6、 7が出土している。 6、 7と

も早期条痕文系土器群で、内外面に条痕整形を施す。

6は先細り状の回縁部が外反する器形で、沈線区画

内に集合沈線を充填する。繊維をやや多く含み、自

色粒子を多く含む。 7は底部付近の破片である。以

上、野島式に比定されよう。

第561号土垢 (第106図、第109図 )

AH O AI-3グ リッドに位置する。一部調査区域外

に位置する。プランは不整円形で、主軸方向はN…

16°―Eである。規模は長径1.56m、 短径1.15m、 深

さ0。76mである。

遺物は第109図 8、 9が出土している。 8、 9は

条痕文系土器群で、繊維を少量、白色粒子を多く含

-123-
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＼ S K573口 593口 594

A1220

A12 70

S K573 0 593

1 褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土

A1300

S K569
1 黒褐色土 黒色土フ

゛
ロック0ロームフ

゛
ロック含む

ローム粒少量 しまりなし
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック多量 しまりなし

S K572

A1290

A l1 80

Ａ一
〇
〇
．製
ｒ
ｍ

A1290 594
ローム粒多量 しまりなし
ローム粒・砂粒少量 しまりなし
ロームフ
゛
ロック多量 しまりなし

ロームフ
゛
ロック・ローム粒多量

しまりなし

///
S K574・ 576

S K579

A12 80

S K579
1 暗褐色土 炭化粒・ローム粒少量

颯明 颯淵

S K577

A ll・ 70

S K577
1 暗褐色土 ローム粒多量
2 暗褐色土 黒色土フ

゛
ロック多量

ローム粒少量

S K581

S J99

S J97

A1330

S K581
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック・ローム粒少量

2 明褐色土 ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量

やや しまりなし
3 褐色土  ロームフ

゛
ロック多量

やや しまりなし
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＼

　

　

Ａ
一

S K575

Ａ
一
調査区域外

Ａ
一

尚瘍判咆
晰 晰 晰 晰
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S K572
1 暗褐色土 炭化粒 0ローム粒少量
2 褐色土  ローム粒多量

、
ゝ   S K578

S K575
1 暗褐色土 黒色土フ

゛
ロック多量

ロームフ
゛
ロック少量

2 暗褐色土 ロームガロック0ローム粒少量

S K580

調査区域外

//ヽ
＼

FP6

A 13 00

1 暗褐色土  焼土粒少量
2 暗褐色土  焼土フ

゛
ロック少量 しまり硬化

3 暗赤褐色土 焼土フ
゛
ロック少量

焼土粒・炭化粒多量
4 赤褐色土  焼土フ

゛
ロック多量 焼土層

第107図 土墳 (5)

S K594

S K573

S K576

S K578
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み、内外面に条痕整形を施す。

第562号土墳 (第106図 )

AI-3グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-82°“Wである。規模は長径1.10m、 短

径0。88m、 深さ0■8mである。

遺物は出土していない。

第563号土墳 (第106図 )

AH-3グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-51°―Wである。規模は長径1.70m、 短

径1■6m、 深さ0。26mである。

遺物は出土していない。

第564号土墳 (第106図 )

AH・ AI-3グ リッドに位置する。プランは不整楕

円形で、主軸方向はN-50° ―Eである。規模は長径

1。83m、 短径 1。22m、 深さ0。56mである。

遺物は出土していない。

第565号土墳 (第106図 )

AH-3グ リッドに位置する。プランは円形で、主

軸方向はN-20°―Eである。規模は長径0。88m、 短径

0。78m、 深さ0■4mである。

遺物は出土していない。

第566号土墳 (第106図 )

AH-3グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN¨44°―Wである。規模は長径 1。40m、 短

径1.12m、 深さ0。74mである。

遺物は出土していない。

第567号土坂 (第106図 )

AG-4グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN… 61°―Wである。規模は長径0。82m、 短

径0晟 m、 深さ0.28mで ある。

遺物は出土していない。

第568号土墳 (第106図 )

AG-4グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-5° ―Wである。規模は長径 1。24m、 短

径1。08m、 深さ0■3mである。

遺物は出土していない。

第569号土墳 (第107図 )

AG-4グ リッドに位置する。プランは不整形で、

主軸方向はN¨32°―Eである。規模は長径 1。 96m、 短

径1。60m、 深さ036mである。

遺物は出土していない。

第570号土垢 (第103図 )

AF-5グ リッドに位置する。第531号土塘と重複

する。プランは不整形で、主軸方向はN-85° ―Eであ

る。規模は長径0。 95m、 短径0.67m、 深さ0■4mで

ある。

遺物は出土していない。

第571号土垢 (第104図 )

AFO AG-4グ リッドに位置する。第535号土墳と

重複し、プランは楕円形で、主軸方向はN¨ 0°―Eで

ある。規模は長径0。 71m、 短径0。 55m、 深さ0.30m

である。

遺物は出土していない。

第572号土墳 (第 107図 )

AL-100グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN‐47°―Eである。規模は長径0.66m、 短

径0.54m、 深さ0■7mである。

遺物は出土していない。

第573号土垢 (第 107図 )

AL-100グ リッドに位置する。第5930594号土墳

と重複している。プランは長方形で、主軸方向は

N-34°―Eで ある。規模は長径 1。 55m、 短径 0。94m、

深さ0。52mである。
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S K582
ォ ノ
イ

A1280

S K582
1 暗褐色土 炭化粒・ロームフ

゛
ロック少量

黒色土フ
゛
ロック含む

2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量 黒色土フ

゛
ロック含む

3 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック少量

4 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック多量

S K586口 587

S K583

A1280

S K583
1 暗褐色土 ロームデロック少量 しまりあり
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック多量 しまりあり

3 暗褐色土 ローム粒多量 ロームフ
゛
ロック少量

やや しまりなし

S K585

S K584

A1260

S K584
1 暗褐色土 炭化粒・ロームフ

゛
ロック・ローム粒少量

しまりあり

2 暗褐色土 ローム粒少量 しまりあり
3 褐色土  ロームフ

゛
ロック含む 粘性あり

S K589

A l1 90

S K589
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック少量

しまりあり
2 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む ローム粒少量

しまりあり
3 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック多量

しまりあり

S K592

2m

ロームフ
゛
ロック・ローム粒少量

しまりあり
ロームフ
゛
ロック含む しまりあり

ロームフ
゛
ロック多量 やや しまりなし

A l1 90

炭化粒少量 ロームフ
゛
ロック少量

やや しまりあり
ロームフ
゛
ロック含む

やや しまりあり
ロームフ
゛
ロック少量

やや しまりあり
ロームフ
゛
ロック少量

やや しまりあり
ロームフ
゛
ロック少量

やや しまりあり

S K591

黒色土フ
゛
ロック僅かに含む しまりあり

焼土フ
゛
ロック少量 黒色土フ

゛
ロック多量

ロームフ
゛
ロック少量 ややしまりなし

炭化粒・ロームフ
゛
ロック少量

ややしまりなし
ロームフ
゛
ロック含む ややしまりなし

第108図 土墳 (6)

S K588

S K588
1 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック含む

ローム粒少量
しまりあり

2 暗褐色土 ロームフ
゛
ロック多量

しまりあり
3 暗褐色土 ロームフ

゛
ロック多量

しまりあり

A1300

ヽ

ヽ

ヽ

A1240

A1220

S K586
1 暗褐色土

2 暗褐色土
3 明褐色土
S K587
1 褐色土

S K585
1 明褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 褐色土

5 黒褐色土

A1320

S K591
1 明褐色土
2 黒褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土

5 暗褐色土

ローム粒少量  しま りあ り

S K590

A l1 60

S K590
1 黒褐色土 ローム粒含む ロームフ

゛
ロック少量

しまり。粘性あり
2 暗褐色土 炭化粒少量 ロームフ

゛
ロック多量

しまり。粘性あり

Ａ
一

-126-

Ａ一



漁
趙鶉
陶鱚

躊
鼈
翁
魃木翻虚 隋

蝙鮨屁釉

饒

財J讚繭

f
純`
ヽ

SK533

SK561

SK559

13

第109図 土墳出土遺物

10

SK560

SK583

鰤
12 SK591

SK579

SK534

③◎⑬⑬⑮⑪⑩
黎◎8③QQlQ晰

遺物は出土していない。

第574号土墳 (第107図 )

AK-103グ リッドに位置する。第576号土娠と近

接しており、プランは円形で、主軸方向はN-17° ―E

である。規模は長径0。 92m、 短径0。 88m、 深さ0.64

mである。

遺物は出土していない。

第575号土垢 (第 107図 )

AL-102グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-37° Ëである。規模は長径0.98m、 短

径0.76m、 深さ0。20mである。

遺物は出土していない。

第576号土墳 (第 107図 )

AK-103グ リッドに位置する。第574号土渡と近

接している。プランは不整楕円形で、主軸方向は

N-77°―Eで ある。規模は長径 1。 05m、 短径 1。 03m、

深さ0。66mである。

遺物は出土していない。

第577号土墳 (第107図 )

AKO AL-103グ リッドに位置する。北側が調査
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区域外に位置する。プランは長方形で、主軸方向は

N-25° ―Eである。規模は長径 (1.13)m、 短径0。 59m、

深さ0。25mである。

遺物は出土していない。

第578号土墳 (第 107図 )

AG-3グ リッドに位置する。第6号炉穴と重複し

ている。プランは楕円形で、主軸方向はN-18° ―Wで

ある。規模は長径0.76m、 短径⑬.58)m、 深さ0。51m

である。

遺物は出土していない。

第579号土墳 (第 107図、第109図 )

AL-100グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN‐ 55°―Eである。規模は長径0。75m、 短

径0。

“

m、 深さ0.06mで ある。

遺物は第109図 15、 16が出土している。15はかわ

らけで約7割を現存する。推定回径9.2cm、 底径3。8cm、

器高2.2cmを測る。16は丸形の中碗で、梅花文を描

く。肥前系の18世紀前半代の所産と推定される。古

銭が 7枚出土している。

第580号土墳 (第 107図 )

AF-5グ リッドに位置する。遺構の大半が調査区

域外に位置する。プランは楕円形で、主軸方向は

N-68°―Wである。規模は長径1.16m、 短径 0。 57m、

深さ0。53mである。

遺物は出土していない。

第581号土墳 (第 107図 )

AG-2グ リッドに位置する。第97号住居跡と第99

号住居跡と重複する。プランは楕円形で、主軸方向

はN-18°―Eである。規模は長径1.00m、 短径0。 86m、

深さ030mである。

遺物は出土していない。

AE-101グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-16°―Eである。規模は長径 1。75m、 短

径0.66m、 深さ0■5mである。

遺物は出土していない。

第583号土垢 (第108図、第109図 )

AE-101グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-90°‐Eである。規模は長径1.58m、 短

径 1。 48m、 深さ0。75mで ある。遺構北側に方形の深

い掘り込みがある。

遺物は第109図 10、 11が出土している。10、 11と

も早期の条痕文系土器群で、繊維を少量含み、内外

面に貝殻条痕整形を施す。

第584号土墳 (第 108図 )

AE-102グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-85°‐Wである。規模は長径 1。78m、 短

径は0。85m、 深さは0.19mで ある。

遺物は出土していない。

第585号土垢 (第108図 )

AE-102グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-73° Ẅである。規模は長径 1。02m、 短

径0.96m、 深さ0.78mで ある。

遺物は出土していない。

第586号土墳 (第108図 )

AD-102グ リッドに位置する。第587号土墳と重

複する。プランは長方形で、主軸方向はN‐67°―Eで

ある。規模は長径 1。36m、 短径1.06m、 深さ0。71m

である。遺構北側に小ピットを持つ。

遺物は出土していない。

第587号土墳 (第 108図 )

AD-102グ リッドに位置する。第586号土墳と重

複する。プランは長方形で、主軸方向はN-57° Ẅで

ある。規模は長径0.90m、 短径0.78m、 深さ0。 14m第582号土垢 (第 108図 )
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゛
ロック含む
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である。

遺物は出土していない。

第588号土垢 (第108図 )

AC-102グ リッドに位置する。プランは長方形で、

主軸方向はN-22°―Eである。規模は長径 1。 1l m、 短

径0。99m、 深さ0。47mである。

遺物は出土していない。

第589号土墳 (第108図 )

AC-102グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN-83°―Eである。規模は長径1■3m、 短

径0.91m、 深|さ 0。42mである。

遺物は出土していない。

第590号土墳 (第108図 )

AC-102グ リッドに位置する。プランは楕円形で、

主軸方向はN… 65°―Wである。規模は長径1.30m、 短

径1。24m、 深さ0。55mである。

遺物は出土していない。

第591号土坂 (第108図、第109図 )

AF-100グ リッドに位置する。プランは円形で、

主軸方向はN-80°―Wである。規模は長径 1。 53m、 短

径1。47m、 深さ0。63mである。

遺物は第109図 12、 13が出土している。12、 13は

第110図 溝跡

S D89

S K590
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加曽利EⅣ式系の深鉢形土器の胴部破片である。12

は微隆帯状の低隆帯が垂下して無文帯を区画し、地

文に単節LRを縦位施文する。13は背の高い微隆帯

を垂下して無文帯を区画し、単節LRを縦位施文す

る。

第592号土墳 (第108図 )

AH-3グリッドに位置する。プランは不整楕円形

で、主軸方向はN-33° Ëである。規模は長径2。28m、

短径1。42m、 深さ0.31mで ある。

遺物は出土していない。

(4)溝
第88号溝 (第110図 )

AG-7グ リッドに位置する。断面形状は箱型で、

主軸方向はN-7° ―Wである。規模は長さ4■2m、 幅

1。22m、 深さ0。23mである。

遺物は出土していない。

(5)グ リッド出土遺物
土器 (第111図 1～39)

1は縄文時代早期初頭の撚糸文土器で、細かな単

節RL縄文を縦走させる。

2～ 21は早期後葉の条痕文系土器群である。 4、

6は細隆起線でモチーフを描くものである。両者と

も外面に擦痕整形を施し、内面は条痕整形である。

3は刻みを施す 2本対の隆帯を垂下して文様帯を分

割する。 5、 7は沈線区画内に集合太沈線を充填施

文するものである。 9は口縁部破片で、 2本対の太

沈線区画内に、集合太沈線を梯子状に充填施文する

ものである。いずれも繊維を少量含み、細砂粒と白

色粒子を多く含むが、 7、 9は白色粒子が目立たな

い。

8、 10～ 21は条痕のみ見られる無文土器で、14が

口縁部破片、他は胴部破片である。 8、 11～ 13は細

かな擦痕状の整形を施すもので、いずれも細砂粒と

第593号土墳 (第 107図 )

AL-100グ リッドに位置する。第573号土墳と重

複する。プランは楕円形で、主軸方向はN-73° Ẅで

ある。規模は長径0。 54m、 短径0.32m、 深さ0.1l m

である。

遺物は出土していない。

第594号土墳 (第 107図 )

AL-100グ リッドに位置する。第573号土墳と重

複する。プランは長方形で、主軸方向はN‐58°―Wで

ある。規模は長径1.26m、 短径 1。 04m、 深さ0。78m

である。

遺物は出土していない。

第89号溝 (第110図 )

AC・ AD-102グ リッドに位置する。南側で東方

向へ直角に折れる。断面形状は箱型で、主軸方向は

N-30° ―Eである。規模は長さ6.67m、 3.“ m、 幅0.83

m、 深さ0■5mである。

遺物は出土していない。

白色粒子を多く含み、繊維を若干含む堅緻な土器で

ある。10、 14～ 21は内外面に貝殻条痕整形を施すも

ので、条痕が明瞭なものである。繊維をやや多めに

含む傾向にある。以上、野島式に比定されるが、古

段階と新段階のものが存在する。

22～39は縄文時代中期後葉の加曽利E式系の土器

群である。22は キャリパー系土器の口縁部破片で、

隆帯の区画内に単節RLを施文する。23は 2本隆帯

懸垂文の垂下する胴部破片で、地文は単節RLであ

る。24、 25、 32は磨消懸垂文を垂下するもので、地

文は単節RLである。27、 28は微隆帯の懸垂文を垂

下するもので、地文は単節LRである。29は 2本沈

線の渦巻文を施文する。地文は単節LRの充填施文

である。

26、 30、 31はキャリパー形の深鉢土器で、26は胴

部に、30は口縁部に 2列の円形刺突文列を施文する。
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31は口縁部から沈線懸垂文が垂下する。地文は26が

条線、30が単節LR、 31が単節RLである。33～35

は条線を地文に施文する胴部破片である。

36～39は無文土器で、36は頸部無文帯部分と思わ

れる。37は曽利式系の口縁部無文帯、28は無文浅鉢

の口縁部、39は無文の鉢形土器の口縁部破片と思わ

れる。

以上、加曽利EⅢ式段階の土器群を中心とし、23、

36が E正 式～Ⅱ式にかけて、27、 28、 39は EⅣ式段

階の土器群と思われる。

C⊂1>

第112図  グリッド出土遺物 (2)

石器 (第110図 1～ 6)

1は旧石器時代の削器である。ガラス質安山岩製

で、縦8。 7cm、 横4.4cm、 厚さ1。7cm、 重さ51.5gであ

る。

2はチャート製石鏃未製品で、縦2.Ocm、 横2.2cm、

厚さ0。 9cm、 重さ2.6gで ある。 3はチャート製石鏃

で、縦1.7cm、 横 1。 4cm、 厚さ0.4cm、 重さ0。6gである。

4は磨石である。斑レイ岩製で、縦6。 Ocm、 横9.Ocm、

厚さ3.4cm、 重さ254。7gである。5は打製石斧である。

砂岩製で、縦 16。 2cm、 横 11.lcm、 厚さ3.Ocm、 重さ

548.3gである。6は礫器である。砂岩製で、縦 14。 0

cm、 横4。3cm、 厚さ3。9cm、 重さ295。 lgである。

釧

”
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第10表 戸崎前遺跡第12次調査土墳計測表
土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向
S K526

S K527

S K 528

S K529

S K530

S K 531

S K 532

S K533

S K 534

S K535

S K536

S K 537

S K538

S K539

S K 540

S K541

S K542

S K 543

S K 544

S K 545

S K546

S K547

S K 548

S K 549

S K 550

S K551

S K 552

S K 553

S K 554

S K 555

S K556

S K 557

S K558

S K 559

S K560

S K 561

S K 562

S K 563

S K564

S K 565

S K 566

S K 567

S K568

S K 569

S K570

S K 571

S K 572

S K 573

S K 574

S K 575

S K576

S K 577

S K578

S K 579

S K580

S K 581

S K 582

S K 583

S K 584

AG-7
AG‐ 6

AG‐ 6

AF-4
AF‐ 6

AF‐ 5

AF-4
AF-4
AF‐ 5

AFOAG-4
AF‐ 5

AEOAF… 4
AF¨ 5

AE‐ 4・ 5

AE-5
AE‐ 5

AD‐ 5

AF-4
AF‐ 4

AF‐ 4

AE・ AF… 4
AEOAF‐ 4
AJ-2
AJ・ AK‐ 2
AK-2
AJ¨ 2

AJ‐ 2

AI・ AJ-3
AI‐ 3

AJ‐ 2

AJ‐ 2

AI-3
AJ‐ 2

AI‐ 2・ 3

AI‐ 2

AH・ AI‐ 3
AI‐ 3

AH‐ 3

AH・ AI‐ 3
AH-3
AH-3
AG-4
AG-4
AG‐ 4

AF‐ 5

AF・ AG… 4
AL¨ 100

AL¨100

AK‐ 103

AL‐102

AK‐ 103

AK・ AL‐103
AG‐ 3

AL‐100

AF‐ 5

AG‐ 2

AE-101
AE‐101

AE-102

153

123

96

144

168

136

113

250

414

107

138

111

163

110

93

128

175

121

160

114

197

97

430

206

176

80

125

73

140

198

186

118

78

162

137

156

110

170

183

88

140

82

124

196

95

71

66

155

92

98

105

(113)

76

75

116

100

175

158

178

94

109

(62)

122

62

56

110

144

128

90

134

76

94

94

86

122

160

105

(100)

111

174

66

92

136

141

75

119

68

114

152

99

101

(20
142

106

115

88

116

122

78

112

54

108

160

67

55

54

94

88

76

103

59

(58)

63

57

86

66

148

85

19

26

13

18

11

56

16

25

24

14

24

15

21

27

23

72

28

27

18

11

60

26

9

28

109

24

52

20

66

64

84

75

34

37

90

76

18

26

56

14

74

28

13

36

14

30

17

52

64

20

66

25

51

6

53

30

15

75

19

N… 22° ―W
N-20°‐W
N‐ 26° ―W
N-42°‐E
N‐ 3°―W
N-71°■V

N¨ 35° ‐E
N… 13°―E
N-22°―W
N… 50° ―W
N‐ 19°‐E
N‐ 6°―E
N… 3°中W
N‐ 25° …E
N‐ 0°‐E
N‐ 3°‐W
N‐ 70° ‐W
N‐ 85° ‐E
N¨30°‐W
N‐ 52° ‐W
N… 53° ‐W
N… 25° ‐E
N-52°‐W
N… 8°…E
N-10°…W
N¨ 81° ―W
N-86° Ë
N… 77° ‐W
N‐ 66° ‐W
N‐ 12°‐E
N-62°‐W
N‐30°‐E
N‐ 24° ―E
N-44°‐E
N‐ 25° ‐E
N-16°‐E
N‐ 82° Ẅ
N… 51° ‐W
N‐ 50° ‐E
N‐ 20° Ë
N… 44° ―W
N-61°‐W
N‐ 5°…W
N‐ 32° ‐E
N‐ 85° ―E
N‐ 0°‐E
N¨ 47° ‐E
N‐ 34° ―E
N‐ 17°‐E
N‐ 37° ‐E・

N… 77° ‐E
N‐25°‐E
N… 18°‐W
N‐ 55° …E
N‐ 68° ―W
N‐ 18°‐E
N-16°‐E
N‐ 90° ―E
N-85° Ẅ
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土渡番号 所 在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K 585

S K 586

S K587

S K588

S K589

S K590

S K591

S K 592

S K 593

S K594

AE-102
AD-102
AD-102
AC‐ 102

AC‐ 102

AC-102
AF‐ 100

AH-3
AL-100
AL-100

102

136

90

111

113

130

153

228

54

126

96

106

78

99

91

124

147

142

32

104

78

71

14

47

42

55

63

31

11

78

N‐ 73° ―W
N… 67° ‐E
N-57°―W
N… 22° ―E
N‐ 83° ‐E
N-65°■V

N-80°―W
N-33°―E
N¨ 73° ―W
N‐ 58° ―W

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

GPl
GP2
GP3
GP4
GP5
GP6
GP7
GP8
GP9
G P10
G Pll

AF‐ 5

AF-5
AF-5
AF-5
AF‐ 5

AF‐ 5

AF‐ 5

AF‐ 5

AF‐ 5

AF… 5

AF-5

(47)

121

(46)

33

36

(6め

36

74

(78)

105

57

47

40

44

32

(31)

48

34

60

23

70

54

11

40

16

22

32

52

28

5

15

11

第11表 戸崎前遺跡第12次調査ビット計測表

第12表 戸崎前遺跡第12次調査遺構新旧対応表
新遺構番号 旧遺構番号

S J93

S J94

S J95
S J96

S J97

S J98

S J99
S J 100

S J 101

S J 102

S J 103

S J 104

S J 105

S J 106

S J 107

S J 108

S J109

S J l10

S J lll

S J l12

S J l13

S J l14

S J l15

S J l16

S J l17

S J l18

S J l19

SJl
SJ2
SJ3
SJ4
SJ5
SJ6
SJ7
SJ8
SJ9
S J10

S Jll

S J12

S J13
S J14

S J15

S J16
S J17
S J18

S J19
S J20

S J21

S J22
S J23

S J24

S J25
S J26

S J27
FP3
FP4
FP5
FP6
FP7
FP8

FPl
FP2
FP3
FP4
FP5
FP6

S K526

S K527

SKl
SK2

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

G P12

G P13

G P14

G P15
G P16

G P17
G P18
G P19

G P20

G P21

AF‐ 5

AF-5
AF… 6

AF・ AG‐ 6
AF‐ 6

AF-6
AF-6
AG¨ 4

AG中 4

AG‐ 4

90

46

45

66

65

53

55

70

35

87

64

31

44

56

55

52

50

54

32

49

10

8

16

28

15

22

31

20

8

19

新遺構番号 旧遺構番号

S K 528

S K529

S K530

S K531

S K 532

S K533

S K534

S K535

S K536

S K537

S K538

S K539

S K540

S K541

S K542

S K543

S K544

S K545

S K546

S K547

S K548

S K549

S K550

S K551

S K552

S K553

S K554

S K555

S K556

S K557

S K558

S K559

S K560

S K561

S K 562

SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

S K12

S K13

S K14

S K15
S K16

S K17

S K18
S K19

S K20
S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27
S K28

S K29

S K30

S K31

S K32
S K33

S K34
S K35

S K36
S K37

新遺構番号 旧遺構番号

S K563

S K564

S K565

S K566

S K567

S K568

S K569

S K570

S K571

S K 572

S K 573

S K574

S K575

S K576

S K577

S K578

S K 579

S K580

S K581

S K582

S K 583

S K584

S K585

S K586

S K587

S K588

S K589

S K590

S K591

S K 592

S K593

S K 594

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45
S K46
S K47

S K48

S K49

S K50
S K51

S K52

S K53

S K54
S K55

S K56

S K57

S K58

S K59

S K60

S K61

S K62
l S K63

S K64

S K65

S K66
S K67

S K68

S K69

S D88

S D89

SDl
SD2
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VI 薬師堂根遺跡第4次調査
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1.調査の概要
薬師堂根遺跡第 4次調査は、第 1次調査区の北側

にのびる幅 6mの道路用地が調査の対象となった。

調査面積は325ぽ である。

発掘調査は、第 1次調査で設定されたグリッド設

定に従い、10m方眼の大グリッドを設定した。呼称

は、グリッド杭の北西隅を基準に、北からアルファ

ベット表示でG～ Kを、西から数字を用いて 8～ 10

のグリッド番号を設定した。

2.検出された遺構
土墳 (第 114図 )
第844号土墳

H-9グ リッドに位置する。長径 1。3m×短径0。 7

mの長方形で、確認面からの深さは0■6m、 主軸方

位はN…22°―Eである。覆土は 2層からなり、下層に

は多量のロームブロックが含まれていた。

第845号土垢

H-10グ リッドに位置し、後述する第846・ 8470

848号土娠と近接している。

長径0.7m×短径0.45～ 0。58mで、台形状を呈して

いる。確認面からの深さは0。 lm程度と浅い土墳で

ある。覆土は第844号土娠と同様である。

第846号土墳

正-10グ リッド北西端に位置する。径が0。4～ 0.5

mの楕円形といえる土娠で、掘り込みが極めて浅い

ことから、底面に近い部分と思われる。

第847号土墳

I-9～ 10グ リッドに位置する。径が1.92～ 1.94

mの円形土渡で底面が段を持って掘り込まれている。

深さは0。33mである。土層の状況から、人為的に埋

められたものと考えられる。

前回の調査では、古墳時代の集落と中世の墓域が

発見されており、集落や墓域の広がりが予想された。

今回の調査において検出された遺構は、中～近世の

土渡 9基である。調査区全体には攪乱を受けていた

部分が多かった。

遺物は遺構に伴うものはない。古墳時代の土師器

などが含まれていたが、いずれも小破片で、図示で

きる資料はなかった。

I-10グ リッドに位置する。開口部の径が1.22～

1。28m、 底径は0.9mの 円形土頻である。深さは0。 9

mで、壁の中央部に弱い段を持つ。

第849号土墳

I-10グ リッドに位置し、土娠の東側が調査区域

外に延びている。検出できた範囲では、南北壁際で

2。7m、 東西で1。 5m、 深さ0■ mである。住居跡の可

能性が考えられた土墳である。

第850号土墳

J-10グ リッドに位置する。東側が調査区域外に

あり、全容不明。南北長は0.7m、 深さが0.8mである。

第851号土墳

K-9～ 10グ リッドに位置する。攪乱を受け、北

側部分が失われていた。長径 1。08m×短径0。8mで、

深さが0.lmの 浅い土娠である。覆土の状況から、

人為的な埋戻しと考えられる。

第852号土墳

K-10グ リッドに位置する。 2基の重複からなり、

852a号 土墳は径が0。9～ lm、 深さ0.3mの楕円形、

852b号土墳は径が1。 1～ 1。2m程度、深さ0■5mの楕

円形であろう。覆土の状況から、前後関係は852a→

852bと なる。第848号土墳
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SK847
SK844

A1220

SK844
1 暗褐色土 ロームブロック
2 黄褐色土 ロームブロック

SK848

A1230

SK850

調査区域外

A'

A1270

鯰饂瓶讚蝙
A1220       A

尚讀魏
′
`′

′2;2チ 2Zチタ
'多

:′

`′

′2′を
'Z;2;ク

A1230

SK847
1 黄褐色土 ロームブロック含む
2 黒褐色土 黒色土をブロック状に含む
3 暗褐色土 ロームブロック含む
4 暗褐色土

SK852・ SK853

SK845 SK846

Ａ一

A1220

含む

含む

SK845
1 暗褐色土 ロームブロック含む
2 黄褐色土 ロームブロック多量

A1240

849

SK846
1 暗褐色土 上面に焼土含む

SK849

SK848
1 暗褐色土 ロームブロック多量
2 黒褐色土 細粒

黒褐色土 ローム粒含む
黄褐色土 ローム粒多量

SK851

SK

2

攪乱

黒色土

暗褐色土 ロームブロック含む
黒褐色土 ロームブロック含む

A1270

SK851
1 黒褐色土 黒色土とローム粒の互層

Ａ一

A1270

SK852・ SK853
1 暗褐色土 ローム粒含む
2 黄褐色土 ローム粒多量

K850

第114図 土墳

K853
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Vil 薬師堂根遺跡第5次調査
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1.調査の概要
薬師堂根遺跡第 5次調査は、第 1次調査区の西側

へ直線的に伸びる幅 6mの道路用地が対象となった。

調査面積は814ぽである。

発掘調査は、第 1次調査で設定されたグリッド設

定に従い、10m方眼の大グリッドを基準に調査を進

めた。呼称は、グリッド杭の北西隅を基準に、北か

ら南にアルファベット表示を、西から東に数字を付

加している。南北列は今回の調査区が東西に直線的

な道路部分で幅が狭いこともあり、M列のみであっ

た。東西列は、東に向かって 0から8を設定したが、

当初に設定されたグリッド表示の 0列を超えている

ために、 0列を境に西へ101か ら106のグリッド番号

を設定した。

遺跡は北に沖積地を臨む台地の先端部に位置して

いる。標高が13mで、低地との比高差は約 3mであ

る。第 5次調査区は台地の肩部にあたり、西に向か

って緩やかに傾斜している。

調査はまず、重機によって表土などを除去した後

に、人力による遺構確認を行った。その後、遺構精

査の進捗にともない、適宜写真撮影 0測量などによ

る記録を作成しながら調査を進めた。

2.検出された遺構と遺物
(1)住 居跡

第40号住居跡 (第 116図 )

M-0～ 1グ リッドに位置する平安時代の住居跡

で、第862号土娠・第14号炉穴と重複している。

住居跡の主体部は径が3。5m× 3.2mで、南北がやや

長い隅丸の住居跡である。

西壁の中央部やや南よりにカマドが構築されてい

た。カマドは煙道部の長さが lm、 最大幅が0.7m

で、焚口部が床面よりも若千低くなる程度であった。

主体部とカマ ド覆土の区別はなく、土層観察では、

住居埋没時には、天丼部などは既に破壊されていた

と思われる。

カマド全面を除き、主体部を全周する壁溝は、土

今回の調査では、縄文時代早期の住居跡 2軒、炉穴

6基、縄文時代中期末葉の住居跡 1軒、土渡 1基、

古墳時代前期の住居跡 3軒、平安時代の住居跡 2軒、

中～近世の土娠43基、溝12条、掘立柱建物跡 2棟、

ビット列 1基、井戸跡 1基のほか、調査区全体に多

数のピットが検出された。

縄文時代の遺構は、調査区全体で検出されが、住

居跡は、調査区幅の関係で全容を把握できたものは

なかった。早期の住居跡は戸崎前遺跡でも2軒の大

形住居跡を含め、炉穴などが検出されている。また

中期末の住居跡も戸崎前遺跡で検出されており、

原 0谷畑遺跡や対岸の大針貝塚、北遺跡が前期前半

と中期中葉を中心とした遺跡であることをみても、

遺跡の時期的な配置関係や大形集落の分散化などに

興味が注がれるところである。

中～近世の遺構は、第 1次調査区に近い東側に集

中しており、特に墓娠は著しい重複を伴って 6列か

ら東に集中する傾向がみられた。第 4次調査では墓

塘が検出されなかったことや、第 1次調査の成果と

併せて、中世墓娠の北と西の限界がほぼ確定できた

と考えられる。

止めなど何らかの処置が加えられ、居住時には埋め

られていたようである。覆土は自然堆積で、下層に

はローム粒とブロック土が多く含まれていた。

掘り方は住居跡主体部中央から壁側にかけてほり

こまれたもので、床面と同レベルまでのロームを主

体とする充填土が確認できた。

遺物は床面から覆土中に検出されたが、特にカマ

ド焚口から周辺部にかけてまとまっていた。

第40号住居跡出土土器 (第117図 )

1は須恵器不である。灰白色で少量の小礫と白色

針状物質を含んでいる。底部は回転糸切で周辺調整

はない。口径11。9cm、 底径5.Ocm、 器高3.3cmである。
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2は須恵器蓋で、比較的丁寧なつくりである。灰色

で少量の小礫を含むが、良好な胎土である。白色針

状物質が目立つ。つまみは欠損している。口径15.6

cm、 現存高3。Ocmである。

3はカマドから出土したコの字状口縁の甕である。

口唇下部と胴部直上がヨコナデされ、口唇部から内

面にかけて丁寧なナデが施されている。胴部はヘラ

ケズリされる。推定回径21.Ocm。 明褐色で砂粒を多

く含む。

第41号住居跡 (第 118図 )

M-5グ リッドに位置する。住居跡は約半分が調

査区域外に位置しており、南コーナーを頂点とした

三角形部分が調査された。おそらく隅丸方形の住居

跡と考えられるが、規模等の詳細は不明である。

確認面からの深さは0.3mで、床面は平坦である。

壁は急角度で立ち上がり、一部がピットで壊されて

いた。

覆土は炭化物とロームブロックを含む暗褐色± 1

層のみであった。南西壁際には焼土の堆積が認めら

れたが、覆土中や床面にも遺構の掘り込みが検出さ

れなかったことから、人為的に投棄されたものであ

ろう。

遺物は床面上と覆土内から少量の土器や被熱した

礫片が出土したに過ぎないが、台付甕と器台の脚部

とにより、古墳時代前期の住居跡と判明した。

第41号住居跡出土土器 (第120図 1～ 2)

時期判別可能な土器は 2点のみであった。 1は台

付甕の脚部で、内外面に木口状工具により密なハケ

メが施されている。底径9.Ocm、 現存高6.7cm。

2は円形の透をもつ器台脚部で、 1よ りも脚部が

長く、密なハケメが施されている。底径9。 2cm、 現

存高7.7cm。

第42号住居跡 (第 119図 )

M-5～ 6グ リッドに位置する。住居跡の大半が

南側の調査区域外に伸びており、北コーナーを頂点

第121図 第43号住居跡
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とした住居跡の約 4割ほどが調査されたに過ぎない。

遺存部位が少なく規模等の詳細は不明である。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの深さは0.35

mで、床面はほぼ平坦である。覆土は自然堆積で 4

層が確認された。北コーナー近くでは焼土が確認さ

れたが、遺構に伴う物ではない。中世と考えられる

第869号土塘は、覆土上面に掘り込まれたもので、

床面にまでは達していない。

床面からは 2基の柱穴が検出できた。深さは0.45

mで、掘り方もしっかりしており、この住居跡に伴

うとみてよいであろう。

第42号住居跡は遺物が極めて少なかったが、床面

上からは、器形がわかる台付甕が 1点出土した。

第42号住居跡出土土器 (第 120図 3)

3は「く」の字状に外反する口頸部と球形胴部を

もつ台付甕である。口唇端部は丁寧にナデ整形され、

外面には木口状工具による刻み目が全周する。同様

の工具による密なハケメが、日頸部では縦位に、胴

部では横位から斜位に施されている。

内面は口唇端が横位に、以下は斜位にハケメが施

され、胴部はヘラナデである。口径23。Ocm、 胴部最

大径25。 Ocm、 推定器高30.Ocmである。

第43号住居跡 (第121図 )

M-5～ 6グ リッドに位置する。遺構の多くが調
査区北側に延びており、規模等の詳細は不明である。

調査された範囲では、東西長が3.24mで、北に向か

ってやや広がるようである。確認面から床面までの

深さは025mで、検出された掘り方は、最深部で0。 1

mほど掘り込まれていた。

遺構からは遺物が出土しなかったため、時期を把

握しかねるが、土層観察では、中世と考えられる第

870土墳を壊して構築されていることから、中世か

ら近世の遺構と予測され、住居跡とするには問題も

あろう。

第45号住居跡 (第122図 )

調査区最西端のM-105～ 106グ リッドに位置する

縄文時代早期の住居跡である。北コーナー部と南側

が調査区域外に延びていたため、全容を明らかにす

ることはできなかった。

住居跡は南北7。25m×東西6。2mの隅丸長方形で、

比較的大形の住居跡といえる。主軸方位はN49° Ë

である。

確認面から床面までの深さは0。2m程度の浅い住

居跡で、覆土は少量のローム粒やロームブロック混

じりの土層と、壁際ではロームブロック主体の壁崩

落土の 3層が確認された。

住居跡の主軸線上で西壁寄りに位置する地床炉が

検出された。炉は径が0。85mの円形で掘り込みが浅

く、覆土には少量の炭化物が含まれていた。

床面には 5本の主柱穴と19本の壁柱穴が検出され

た。調査部位から推定して主柱穴は 6本であろう。

主柱穴の深さは0。25～0.3mで、壁柱穴はそれよりも

若干浅い。

第45号住居跡出土遺物 (第123図 )

住居跡から出土した土器はすべて条痕文系土器で

ある。文様・器面整形・繊維含有などから、型式学

的に前後する時期を含んでいる。

1は波状口縁で、内削ぎ状の回唇をもつ。条痕施

文後に貝殻腹縁による圧痕文が縦位施文される木の

根 A類に対比される。内面の条痕は顕著ではない。

2～ 4は無文で 2の回唇は内削ぎ状である。繊維を

含むが密な胎土である。型式学的には 5以下に先行

する土器であろう。

5～ 6は微隆起線と刺突によるモチーフ間に竹管

文が充填される土器である。 5は内面が密な'条痕施

文。繊維を含むが密な胎土である。

7～ 12は沈線によるモチーフ構成をもち、接点に

刺突が施された土器群である。 7、 -9～ 10、 12～ 13

は 5～ 6に近いモチーフを沈線で描き、充填も沈線

で行われている。 8、 11は細い沈線によって格子目
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第124図 第46号住居跡

状のモチーフが描かれた土器で、 8は接点に刺突が

施されている。14は内面にモチーフを意図した条痕

施文例、14は屈曲する有文土器の胴部であろう。

16以下には条痕施文のみの土器を一括した。16～

18は口唇端部が平坦に整形され、16、 18には押圧が

加えられている。19～ 29は胴部破片で、型式学的な

特徴に乏しいが、22は 1と胎土が酷似し、同一個体

の可能性がある。他も繊維を含むが比較的密で、 9

～13の有文土器と類似した印象を受ける。

半分が調査区域外にのびており、規模を把握しがた

いが、確認できた範囲からみて、径が約6。5mの円

形住居跡と推定される。土渡やピットなどに床や壁

が壊されており、遺存状態はよくなかった。

確認面から床面下では平均0。3mで、壁も垂直に

立ち上がり、この時期では比較的掘り込みが深い部

類といえる。

検出された炉は地床炉で、住居跡のほぼ中央部に

位置すると思われる。長径 1。2m×短径0.9mの楕円

形である。

柱穴は壁寄りに廻っているが、0。2m前後と全て

浅い柱穴である。遺物は器形復元可能な 3個が出土

第46号住居跡 (第 124図 )

M-5～ 6グ リッドに位置する。住居跡のほぼ南
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した。

第46号住居跡出土遺物 (第 125図 )

1はキャリパー形の加曽利 E系深鉢形土器で、 3

単位波状口縁である。屈曲部が明瞭で回縁部文様帯

が狭く、沈線主導の文様構成でありながらも古い様

相を残している。

文様は端部が渦巻文の枠状区画を上下に配置して

いる。地文はЫtL斜縄文である。

胴部は平行沈線による懸垂文で、沈線間が磨消さ

れている。口径23.4cm、 推定器高30。Ocmである。

2は連弧文系土器で、口唇部に 2列の刺突列をも

ち、二条 1単位の平行沈線による口頸部区画内に、

三条 1単位の沈線による連弧文が描かれる。胴部は

二条 1単位の平行沈線により区画され、単沈線によ

る逆U字状の沈線文が描かれる。沈線間は地文が磨

消されている。推定回径23。 Ocm、 現存高18.Ocm、 推

定器高33。 Ocmである。

3は加曽利 E系深鉢形土器の胴部で、地文上の懸

垂文間が磨消されている。最大径23。 5cm、 現存高

10。3cmである。

4～ 7は加曽利 E系深鉢形土器である。 6～ 7は

磨消懸垂文の幅が広く、型式学的には 1～ 3よ りも

やや新しい様相が看取される。

9は磨消連弧文、13は胴部架懸文系で、新しい様

相を示していよう。

石器は12に示した磨石 1点のみである。

第47号住居跡 (第126図 )

M-1～ 2グ リッドに位置し、東西でそれぞれ第

14015号炉穴と重複している。第45号住居跡とは直

線距離にして∞m東に位置している。いずれも、土

器を含め出土遺物が零細で、前後関係は判断しがた

い。

住居跡は主軸方向がN…53°―Wで、第45号住居跡と

は方向を異にしている。規模は7.5m程度で、確認

面からの深さは0■5m程度である。壁のやや内側に

柱穴Pl～P8が廻っており、:円・P10が主柱穴と考え

られる。他の柱穴や炉跡は検出できなかった。

第47号住居跡出土土器 (第 127図 )

住居からの遺物は極めて少なく、図示できた資料

は4点に留まった。いずれも条痕施文の土器で、日

縁部破片は1のみである。1は器壁が薄く、口唇は

内削ぎ状である。胎土には砂粒が多く、他の 3点と

は趣を異にし、第45号住居跡 1に近い。
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(2)炉 穴

第12号炉穴 (第 128図 )

M-105グ リッドに位置する。第87号溝と第855

号・899号土娠に破壊されているが、ほぼ全容を把

握することができた。厳密にはa～dまで 4基の重複

と見られる。

12a号炉穴は3。5m× 2。45mの楕円形と推定される。

深さは0。25m前後である。炉穴の南西壁寄りに燃焼

部の焼土が認められた。

12b号炉穴は12a号と主軸が直交し、 4m× 1.25m

の長楕円形と考えられる。東側に緩やかに傾斜し、

最深部で0。3mである。12a号に壊されており、12a

号の北東壁寄りに燃焼部が認められた。

12c号は、2。5m× 1。7mで、深さが0。4mの楕円形

と推定される炉穴である。12a号 に壊されており、

西壁際に焼土の堆積が認められた。

12d号炉穴は調査区外に延び、第87号溝に壊され

ているため、全容不明だが、東西方向に主軸をもつ

長楕円形の炉穴であろう。東壁際に燃焼部を持ち、

最深部が0。35mである。

第12号炉穴出土土器 (第131図 1～ 9)

覆土中から出土し、各炉穴との対応関係は把握で

きなかった。 1は器面条痕が細かく、あるいは絡条

体と思われる。 2は隆帯上に貝殻圧痕が施文された

もの。 3は屈曲部上に、円形刺突を伴う幾何学的モ

チーフ間が充填されている。 4は無文部を挟んで格

子目状の沈線文が描かれた例。 5～ 9が条痕施文の

みの破片で、有文土器に比較し、内外面ともに条痕

が深く明瞭である。

第13号炉穴 (第 128図 )

M-101～ 102グ リッドに位置する。第860号土墳

に壊されるなど平面形が不安定だが、焚口部を共有

する2基の重複とも考えられる。焚口部と考えられ

る焼土面下部の深さは0.35mで ある。

第13号炉穴出土土器 (第131図 10～ 15)

出土土器は全て条痕のみの破片で、器面に比較し、

内面には条痕が施文されないか浅い物が多い。繊維

を含むものの、15を除き胎土が密な印象を受ける。

第14号炉穴 (第 129図 )

M-1グ リッドに位置し、平安時代の第40号住居

跡、縄文時代早期の第47号住居跡と重複している。

中～近世の土娠に攪乱されており、平面形が不安定

で、焚口部も明瞭ではない。あるいは 2基の重複で

あろうか。

第14号炉穴出土土器 (第131図 16～ 18)

16は同一工具でモチーフと充填が施された破片で、

内面に稜をもつ。17～ 18は内外面条痕施文のみの破

片である。

第15号炉穴 (第 129図 )

M-2グ リッドに位置し、第47号住居跡と重複関

係にある。 2箇所で焼土が堆積した浅い掘り込みが

確認されたことから、 2基の重複か主軸方位をずら

して造り替えた可能性も考えられる。焼土下面まで

の深さはそれぞれ0■3mと 0。2mである。

第15号炉穴出土土器 (第131図 19～ 23)

早期の第47号住居跡と重複しており、有文土器に

共通性があることから、炉穴に帰属するか否か不明

確であった。有文土器は19のみで、他は全て条痕施

文の破片である。

第16号炉穴 (第 130図 )

M-2グ リッドに位置する。覆土の共通性から炉

穴と判断した。調査区域外に延びるが、長楕円形の

炉穴であろう。最深部は0。2mで、南側に向かい浅

くなっている。遺物は出土しなかった。
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第128図 炉穴 (1)
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16
暗褐色土 炭化粒・ローム粒 。焼土粒少量
暗褐色土 ロームブロック・炭化粒少量
褐色土  ロームブロック少量

1 暗褐色土  ロームブロック・炭化粒少量
2 暗褐色土  焼土粒・炭化粒少量
3 明暗褐色土 ロームブロック・焼土粒少量

第17号炉穴 (第130図 )

M-3グ リッドに位置し、一部は第864号土媛に

壊されている。北に向かい放射状に延びる2基が確

認できたが、前後関係は把握できなかった。いずれ

も長楕円形で、焚田部は調査区域外に存在するので

あろう。深さは0。25mである。

第17号炉穴出土土器 (第131図 24～31)

検出された炉穴では最も遺物量が多かった。 1～

2は口縁部破片で同一個体である。推定 4単位の山

形状小波状口縁で、内外面の条痕が深く明瞭。

27～30も条痕は24～25と同様で、胎土も脆い印象

がある。31は器面が被熱し剥落している。

第130図 炉穴 (3)
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薬師堂根遺跡からは総数44基の土墳が検出された。

特に第 1次調査で検出された第 9号溝の西側では、

2箇所の土娠群が発見されている。第 1次調査で検

出された溝に囲まれた土塘群よりもやや小振りな土

頻が多いようである。形態上ではA類一楕円形土墳、

B類一方形ないしは長方形で長軸が短いもの、C

類一長方形でB類に比べ長軸が長いものの 3類に区

分できた。特にC類は検出された土娠の中で主体を

占めている。

このため、分類を優先して土渡図面を掲載した。

また重複が著しいM-6～ 7、 M-7グ リッドの 2

箇所の土渡群については、分類項目を踏まえ一括し

て記載した。

土墳からは資料がまったく出土しなかったため、

時期を決定することはできなかった。しかしながら、

第1次調査でも同種の土墳が数多く検出され、伴出

遺物などから中世に比定されていることや、調査地

点が隣接していることなどから、今回の調査で検出

された特にBOC類土墳に関しても、同時期とし考
えられるであろう。検出された土墳は、覆土の堆積

状況も比較的単純である。ローム粒やロームブロッ

ク土の多寡によって分層できたが、黒褐色土を基調

としており、人為的な埋め戻しが想定できる土娠も

少なからず存在する。

A類

第866号土墳 (第132図 )

M-4グ リッドに位置する。調査区域外に延びる
ほか第97号溝に壊されているため、遺存部分から形

状を推定した。深さ0。2m。

第898号土墳 (第132図 )

M-3～ 4グ リッドに位置し、一部が第96号溝に

壊されている。長径1.38m× 短径0。60mの菱形に近

い形状で、深さは0■5mである。

B類

第859号土墳 (第 132図 )

M-105グ リッドに位置する。長径0。92m×短径

0。66mの長方形で、土墳底部分のみ遺存したためか、

極めて浅い。

第863号土墳

M-0グ リッドに位置する。長径 1。28m×短径

0.66mで、壁の立ち上がりが緩く、深さ0.lmの 浅い

土墳である。

第865号土墳 (第 132図 )

M-3グ リッドに位置する。長径1.3m× 短径1.0

mの長方形土娠で、裾広がりの長方形を呈する。深

さ0.24mで ある。

第8710872号土垢 (第 132図 )

M-6グ リッドに位置し、新旧関係は872→871号

である。いずれも壁は垂直か急傾斜で立ち上がる。

第871号土娠は、長径1。26m×短径0.74m、 深さ

0。45mである。

第876号土垢 (第 132図 )

M-6グ リッドに位置する。長径1.14m×短径
0。72mで、第8“号土嫉とほぼ等しい。深さ0.24mで

ある。

M‐ 7グリッド重複群 (第 132図 )

調査区東端にあり、第 1次調査 (B)区で検出さ

れた第 9号溝の西側に集中する土墳群である。

B類に属するのは第88908910892・ 897号土墳で、

C類土墳に隣接して重複していると思われる。

第889号土娠は、第892号に壊され、攪乱を受けて

いるが、長径2。 Om、 短径が1.lm前後の土墳と推定

される。重複や攪乱、さらには調査区域外に延びる

ため、個別の詳細が不明瞭であった。覆土はいずれ
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も埋め戻された状況である。

第891号土娠、897号土嫉は、短径がそれぞれ0。4

mと 0。6mで、長径は不明である。新旧関係は、891

号→897号→889号→892号で、第889号土墳のみ軸方

向が異なっている。

第892号土娠は、長径1.4m×短径0。能 m、 深さ023

mである。他の土墳もほぼ同じ深さであった。

第896号土渡は、第 9号溝と重複するが、前後関

係が不明確であった。

M-6～ 7重複群 (第133図 )

M-6重複群の西側で重複する土頻群である。第

88708880900号土娠がB類に該当するが、重複が

激しく、平面形が確認できなかった土頻もある。第

900号土頻は、径が0。8m程度の方形で、他とは様相

を異にする。深さは0.lmである。

第887号土墳は、中央で弱く屈曲していることか

ら、あるいは 2基が重複していた可能性もあるが、

覆土での判別はできなかった。長径 1。46m×短径

0。72mで、娠底部が検出されたに過ぎない。

第888号土娠は、長径 1。38m×短径0.6m、 深さ0■5

mである。

C類

M-7グ リッド重複群 (第132図 )

第893089408950896号土墳がC類に該当すると

思われる。B類土渡に隣接して重複した土疲である。

いずれも調査区域外に延びているために、全容が把

握できるものはなく、B類との境界も不明瞭である。

第893号土娠は第894号土墳に壊され、攪乱を受け

ているため、詳細不明。第893号土娠は裾広がりの

長方形とも考えられる。短径0.8m前後、深さ0。31m

である。第894号土墳は娠底部のみが遺存したらし

く、極めて浅い。

第895号土渡は、短径0。9m、 深さ0。2mである。第

8930895号 と、第9940896号 はそれぞれ主軸方向が

近似している。

M-6～ 7グリッド重複群 (第133図 )

第877・ 87808790890・ 881・ 882088308850

886号土娠が重複群の中でC類に該当する土娠であ

る。重複が著しいため、正確な形状や前後関係につ

いて把握し難い部分があった。

第877号土娠は、一部が調査区域外に延びている。

長径は2。Om程度、短径0.74m、 深さ0.3mで ある。

第890号土娠を壊している。

第878号土頻は、長径2。34m×短径0.92m、 深さ0.4

mである。第8790888号土娠に壊されている。形状

は第8790885・ 886号土頻に近い。第880号土墳は主

軸が異なるが、同規模であろう。

第879号土墳は第8780883号土頻を壊 している。

長径2.08m× 短径0。Mm、 深さ0.3mで、覆土は人為

的な埋土と考えられる。

第886号土娠は第901号土頻と重複するが、前後関

係不明。娠底に小ピットが検出された。長径2.18

m×短径 1。 3m、 深さ0.2m程度で、人為的埋土であ

る。

第885号土娠は第田1号土娠に壊されている。長径

1.92m× 短径0。76m、 深さ0.3mで、壁は急傾斜で立

ち上がる。覆土は 1層で、人為的な埋土と考えられ

る。

他の土墳は重複が著しく、詳細は把握しがたいが、

残存部位から形状を推定した。土層はほとんどが

ロームブロックを含む黒褐色土で、人為的埋土と考

えられる。

第8800884号土娠は形状を明らかにし得なかった。

第855号土墳 (第 133図 )

M-105グ リッドに位置する。長径2。08m×短径

0・ 66mの長方形で、墳底部が残存したに過ぎず、僅

かに掘り込みが確認できる程度の極めて浅い土墳で

あった。

第856号・857号土墳 (第133図 )

M-105グ リッドに位置し、第857号土娠は調査区
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域外に延びている。覆土の状況から、第857号は溝

の可能性も否定できない。短径0。 64m、 深さが0■8

mである。

第856号土娠は第857号土娠を壊しており、北壁の

立ち上がりが緩やかである。長径1.36m×短径0。5m、

墳底は北に緩く傾斜し、最深部で0.26mで ある。

第860号土墳 (第133図 )

M-102～ 103グ リッドに位置し、第13号炉穴を壊

している。長径2.5m× 短径0。7mで、深さ0。2m前後

である。C類のなかでは最も形が整った土娠といえ

る。

第861号土墳 (第133図 )

M-101グ リッドに位置する。長径2。2m×短径0.6

mで、墳底部が検出されたために、極めて浅い掘り

込みであった。

第862号土墳 (第133図 )

M-0グ リッドに位置する。第863号土娠に近接
し、主軸が直交する。第40号住居跡のカマド煙道部

を壊して構築されている。長径 1。88m×短径0。68m

で、娠底部が検出されたために、極めて浅い掘り込

みであった。

第864号土垢 (第 133図 )

M-3グ リッドに位置し、第17号炉穴を壊して構

築されている。長径2。2m×短径0.84mである。深さ

は0。5mで、検出された土嫉の中では最も深く、形

も整っている。壁は垂直に掘り込まれ、墳底部も平

坦である。覆土はローム粒やブロックを含む黒褐色

土で、下層にはロームが多く含まれていた。

第867号土墳 (第 133図 )

M-4～ 5グ リッドに位置し、東西両壁が小ピッ

トによって壊されていた。長径2。6m×短径0.62mの

長方形土墳であるが、娠底近くが残存していたため

か、極めて浅い土娠であった。

第868号土墳 (第124図 )

M-5グ リッドに位置し、第46号住居跡を壊して

構築された。調査区域外に延びているが、残存部か

らC類と判断した。娠底は住居跡の床面まで達して

おり、深さ0。3mで、壁は垂直に掘り込まれている。

第869号土墳 (第119図 )

M-5～ 6グ リッドに位置し、第42号住居跡を壊
して構築されている。調査区域外に延びるが、現存

部からC類と判断した。深さ0。58mである。

第873号土墳 (第133図 )

M-6グ リッドに位置し、調査区域外に延びてい

るため、長径は不明である。短径0.飩 mで、娠底近

くが検出されたため極めて浅い土頻である。残存部

位からみてもC類であることは明白である。

第874号・875号土墳 (第133図 )

M-6グ リッドに位置し、重複群に隣接する。い

ずれも調査区域外に延びているため全容は不明だが、

残存部位からC類と判断した。前後関係は875号→

874号である。第874号土墳は、最大幅0。 7m、 深さ

0。2mである。
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SK862

SJ4Ю

ml

SK857

Ａ一

A 1280

Ａ
一

SK856

Ａ一

多孵蒻蒻蒻蒻形●多
■%■%笏〃笏捗 瘍蒻絋孵

%笏笏笏笏笏笏

A1290
Ａ一

A 12∞

K860

Ｒ

．倒
一

ロ

SK855
1 黒褐色土 ロームブロック

多量 埋土 魏尚絋白鯰 SK862
1 黒褐色土 ローム粒多量
SK874・ SK875

A 1270

SK856
1 黒褐色土 ローム粒多量 ロームブロック含む
2 暗褐色土
SK857
3 黒褐色土
4 暗褐色土

ロームブロック多量

SK873

SK873
1 黒褐色土 ローム小ブロック

少量 ローム粒含む
2 暗褐色土 ローム粒多量

ローム小ブロック

含む

E―
ム梓多量 SK861

募亘
ムブロック 1 黒褐色土

SK867

土

土

色

色

褐

褐
里
い
里
ヽ

ローム粒多量

ローム粒・ロームブロック多量
ロームブロック多量

SK864

第133図 土墳 (2)

ノ

/

SK874

調査区域外
A1270

SK875

A1290

SK864
1 黒褐色土 ローム粒多量 ロームブロック少量
2 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック多量
3 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック多量

Ａ一
SK8740875     r
l 黒褐色土 ローム粒多量 ローム小

ブロック少量
2 黒褐色土 ローム小ブロック少量

ローム粒含む
3 黒褐色土 ローム粒含む
4 黒褐色土 ローム粒 0ロ ームブロック

少量
5 暗褐色土 ロームブロック含む

Ａ
一

ｏ
∞
べ
一　

く

調査区域外

A 1280
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SD88・ SD90
SD87

A1300

SD87
1 灰褐色土 焼土粒・炭化粒・白色粒

(浅間A?) 1日耕作土
2 暗褐色土 焼土粒・ロームブロック少量 埋土
3 暗褐色土 ロームブロック多量

ローム粒含む 埋土
4 褐色土  ローム多量 埋土

SD95

A13(X)  A

SD95
1 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック多量
2 黒褐色土 ローム粒含む
3 暗褐色土 ロームブロック 0ロ ーム粒多量

1 黄褐色土 ロームブロック含む 埋土
2 黒褐色土 ローム粒多量 ロームブロック少量 埋土
3 黒褐色土 ローム粒多量
4 黒褐色土 ローム粒少量 ロームブロック含む
5 暗褐色土 ロームブロック多量

SD96 SD97

A1300

A1300   A

Ａ一 Ａ一ｌ

Л

Ц

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｔ

Ｉ

1
ト

|

SD90

A 13.00

0

マ
＼

、`●

鯰珍》蕩蒻%%
笏笏笏多多多多多%

SD88

１

月

ヽ

―

―

†

‐

１
月
月
ヽ
―

―
＋
―
―

１
月

側

―

―

⊥

―
―

珍彦翁
魏晰魏

2 1,

′′′′′夕′夕′′タササ|)',''7'′

'7′

夕′夕′′′′夕′′夕′′

SD96
1 黒褐色土 ローム粒多量
2 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック多量

第134図 溝跡

SK898
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SD89口 SD93・ SD94

SD89

SD94SD93

A13∞

SD89
1 表土   耕作土
2 灰褐色土 焼土粒・ロームブロック少量 埋土
3 暗褐色土 ロームブロック多量 ローム粒含む 埋土
4 褐色土  ローム多量 埋土

SD98

A13∞

一¨
１

月

ヽ

―

―
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(4)溝 跡 (第 134図 )
薬師堂根遺跡第 5次調査では、12条の溝跡が検出

された。いずれも調査区を南北に走るために、全長

が判るものはない。

第87号溝

M-105グ リッドに位置し、第12号炉穴を壊して

いる。幅2。2mで底面に二条の溝底が認められる。

深さは0.3～ 0。45mである。

第88号 090号溝

M-104～ 105グ リッドに位置する。第88号溝は湾

曲し第90号溝を壊している。溝幅は0.5～ 0。 65mで、

深さは0。23mである。

第90号溝も溝幅や深さが、ともに第88号溝にほぼ

等しい。両溝は東西方向の第91号溝と南北方向の第

92号溝と連結しているが、全容は不明である。

第89号 093号 094号溝

M-103グ リッドに位置する。南北に走る第89号

溝から東西両側に湾曲して、第93号と第94号溝が延

びている。第89号溝は幅が0。 7～ 0.9m、 第93号溝は、

幅0。28～ 0.45m、 第94号溝は、幅が0。3m前後である。

掘り込みはいずれも0■ mと極めて浅い。

第95号溝

M-103グ リッドに位置する不定形の満で、小ピ

ットを有する。幅は0。4～ 1。05mで、深さは0.3m程

度である。

第96号溝

M-3グ リッドに位置し、第898号土渡を壊して

いる。溝幅0。4～ 0.6mで、深さは0.2m前後である。

第97号溝

M-4グ リッドに位置する。溝幅0.6～ 0。8m、 深

さ0.4m前後で、段を持ち南北に走る。グリッド北

端では東側に伸びる短い溝が検出された。

第98号溝

M-5グ リッドに位置する。二条の重複からなる

が、前後関係が不明確であった。重複部分での溝幅

は1.4mで あるが、グリッド北端での各々の溝幅は

0。6mと 0.8m程度であった。

SE47 SK858
ヽ ^、ヽ

A1270
Ａ
一 SE47
1 黒褐色土 ロームブロック少量

灰褐色土含む 埋土
2 黒褐色土 ロームブロック少量

埋土
3 暗褐色土 ローム大ブロック多量

埋土
4 黒色土  ローム粒少量

A1280

第135図 井戸跡・火葬跡

858
黒褐色土 ローム粒多量 炭化粒含む
炭層

SK
1

2
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(5)井 戸跡・火葬跡 (第135図 )
井戸跡

M-7グ リッドに位置し、土娠群と重複している。
径が1。45m× 1。36mの楕円形で、すぼまり気味に掘

り込まれている。底面まで完掘できなかった。

第 22号掘立柱建物跡

A  12 80

第 1号 ピット列

A  12 80

火葬跡

今回の調査で検出された唯一の火葬跡である。主

体部は長径 1。06m×短径0。63m、 深さ0。2mで、灰が

堆積していた。焚口部は長さ0。 55m、 幅0。34mで、

主体部へと傾斜している。

ノ

ぐ

′

≠

′

P6-― 」・

一

／

γ

ゴ

≠

Ａ

一

第136図 第22号掘立柱建物跡 0第 1号 ビット列
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(6)掘 立柱建物跡・ ピッ ト列 (第136図 )
第 1号掘立柱建物跡

M-105グ リッドに位置する。調査区域外に延び

全形不明である。東西の柱間は1.8mと 2.Omで、柱

穴の深さは0■5m前後であった。時期不詳のピット

が数多く検出されているが、ピットの配置や覆土か

ら、古代の遺構と認定した。

3.グ リッド出土遺物
グリッド出土土器 (第137図 1～ 26)

1～ 14は条痕文系土器で、このうち 1～ 4が有文

土器である。 1は多裁竹管による格子目状のモチー

フ、 2は同様の工具あるいは貝殻によるモチーフ間

に単沈線が充填されたものであろう。 3は棒状工具

による沈線文、 4はヘラ状工具による細い沈線文間

に単沈線が充填された土器である。

5以下に条痕施文のみの土器をまとめた。 5～ 8

が口縁部破片で 4は波状口縁である。

15～ 16は阿玉台系土器である。15は器面に装状圧

痕があり、断面三角形の隆帯が垂下している。16は

口唇端部が外傾し、内面に稜をもつ無文土器である。

いずれも胎土に雲母を含んでいる。

17～ 19、 21、 24は加曽利 E系土器で、キャリパー

第 1号柱穴列

M-1～ 2グ リッドに位置する。当初は掘立柱建

物跡と考えていたが、柱穴の間隔や配列が一定して

いないため、柱穴列と改めた。東西径は6.9mで、

柱間は0.9m、 1。3m、 1.7mと ばらつきが大きい。中

世以降と考えられる。

形の口縁部と胴部破片である。20は連弧文系土器で

ある。

22、 25は後期段階の土器であろう。ヘラナデが顕

著で、25に は細い沈線文が横走する。23も胎土や整

形からこの時期と考えられる。

26は外反気味に開く堀之内 2式の深鉢であろう。

器面には原体Rが斜位回転施文されている。内面は

口唇直下に沈線が廻り、ヘラナデが施されている。

推定回径15。 Ocm、 現存高9。2cmである。

グリッド出土石器 (第 137図27～30)

27～28は扶りをもつ無茎石鏃、29～30は打製石斧

で、30は自然面を大きく残し、調整剥離は裏面に限

定されている。

-165-



重議

鶉

12

21

20

^|ム

2

痴‖

^
―

28

0               5 cin
L:=::|::==:==:=土

=:::==二
::=:=:=」 1:2

魃ノ螂鰈』琲燒ノ躊 蟄 4麒

|||||||||||!|||||||||||||||||||||||||||||||||'

鍵覇11

儡 餞4儡蝙 ″|
13

第137図  グリッド出土遺物

19
18

26

25

-166-



第13表 薬師堂根遺跡第 4次調査土墳計測表

第14表 薬師堂根遺跡第 5次調査炉穴・土墳 0溝跡・井戸跡計測表

土墳番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K844

S K845

S K846

S K 847

S K848

S K 849

S K850

S K851

S K852

S K853

H…9

H-10

H‐10 1-10

1‐90 10

1-10

1‐10

J-10

K-9・ 10

K‐ 10

K… 10

130

70

50

194

128

274

68

108

158

104

70

58

44

192

122

154

32

80

106

62

13

11

4

33

92

10

81

9

34

9

N‐ 22° ―E

N-32°‐W

N-19°―E

N‐ 35° ―E

N-33°‐E

N‐ 7° ―E

番 号 所 在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

F P12

F P13

F P14

F P15

F P16

F P17

M-105

M-1010 102

M-1

M-2

M‐2

M‐3

500

410

400

520

248

450

458

286

400

420

198

386

30

11

13

140

18

41

a N… 44° ―E

b N‐60° ‐W
c N‐ 89° ‐E

N-73°‐W
N‐ 80° ‐E

N‐ 80° ‐E

N‐ 89° ―E

N-32°―E

M-105

M-105

M-105

M-105

M‐ 105

M-101 0 102

M-101

M¨0

M-0

M-3

M-3

M‐4

M-4・ 5

M-5

M‐5・ 6

M-6

M-6

M-6

M‐6

M‐6

M…6

M-607

M-607

M…7

M…6

M‐7

M…7

M…7

M-7

M-7

M-7

208

136

200

120

92

250

220

188

128

220

130

152

260

112

66

130

126

120

130

190

114

180

234

208

66

90

84

214

58

192

218

66

50

64

102

66

70

60

68

66

84

100

114

62

68

46

70

74

70

64

112

72

74

92

64

44

78

80

64

48

76

130

6

26

18

15

5

22

5

7

10

50

24

20

6

13

58

21

37.5

45

10

18

19.5

30

4

3

12

11

16

25

13

30

21

N‐ 85° ―E

N‐72° ―E

N-12°―E

N-88°‐E

N‐ 85° ‐E

N‐ 66° ‐E

N-86°‐E

N‐ 8°‐E

N-2° ‐E

N-4° ぃE

N-17°■V

N… 84° ―E

N‐ 14°―W
N-68°―W
N-62°―W

N… 68° ―W

N‐ 73° ‐W

N-63°―W

N… 65° ■V

N… 65° ―ヽV

N-87°―E

N-1° …W

N-71°―W

N-62°―W

N-83°―W

N‐ 31° ―E

S K 855

S K856

S K857

S K858

S K859

S K860

S K861

S K 862

S K 863

S K864

S K865

S K866

S K867

S K868

S K869

S K870

S K871

S K872

S K873

S K 874

S K875

S K876

S K877

S K 878

S K879

S K 880

S K 881

S K 882

S K883

S K884

S K 885

S K886
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番 号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K 887

S K 888

S K889

S K890

S K891

S K892

S K893

S K894

S K895

S K896

S K897

S K898

S K899

S K900

S K901

S K902

S K903

M…7

M‐607

M-7

M-7

M-7

M-7

M-7

M-7

M-7

M-7

M‐7

M¨3・ 4

M‐2

M‐ 14

M-14

M-4

M¨4

146

138

140

134

80

140

214

80

160

138

70

204

196

84

86

166

86

72

56

114

62

40

62

80

52

90

60

60

120

124

82

42

74

58

3

15

29

23

14

48

31

6

20

13

15

25

22

11

11

24.5

14.5

N‐ 70° ‐W
N… 65° ‐W
N‐23°‐E

N-18°―E

N‐ 76° ―W
N‐ 72° ―W
N-85°―W
N-75°―W
N-82°―W
N-19°…E

N‐28°―E

N… 4°…E

N… 12°―W

N-7° ―W
S D87

S D88

S D89

S D90

S D91

S D92

S D93

S D94

S D95

S D96

S D97

S D98

M-105

M… 104・ 105

M‐ 103

M‐1040 105

M‐ 104

M-104

M‐ 103

M-103

M… 103

M‐3

M…4

M‐5

535

590

510

410

252

130

260

480

366

520

530

506

216

70

210

56

36

120

24

56

140

54

70

140

37・ 26

49038

24019

28

24013

47・ 21

30・ 12

220 12

32026

23

47

31026

N‐ 10°…E

N-37°‐E

N‐4°‐E

N‐14°―E

N-87°‐W
N‐ 13°…E

N中 72° …W
N‐ 40° ―E

N‐ 6° ‐E

N… 9°‐W
N-9° 中W
N‐37° ■V

S E47 M…7 140 132 134

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ．

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

M…2 ２６

２．

４９

２２

６７

Ｐｌ

Ｐ２

Ｐ３

Ｒ

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

ＰｌＯ

Ｐｌ．

Ｐｌ２

Ｐｌ３

M‐3 ３８

２８

８４

５６

７８

３６

３２

３２

７０

３８

３６

５０

５９

８

６

８

６

０

６

０

４

８

４

４

０
′
２

３

２

７

３

７

３

３

２

３

３

３

０

４

２５

３９

２２

“

２１

２３

３６

２５

２４

２８

５２

２３

３９

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

M‐4 Ｇ

６

４

２

第15表 薬師堂根遺跡第 5次調査ビット計測表
ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ． Ｏ

Ｐ．．

Ｐ． ２

Ｐ． ３

Ｐ． ４

Ｐ． ５

Ｐ． ６

Ｐ． ７

Ｐ． ８

Ｐ． ９

Ｐ２０

Ｐ２．

Ｐ２２

Ｐ２３

Ｐ２４

Ｐ２５

M¨4 ５

４

６

４

９

３

６

４

７

４

３

５

５

２

４

４

６

４

４

４

２

４６

３０

４３

２６

７７

２８

５８

４０

５３

３８

３３

５７

４５

２６

２７

３３

４０

４５

４３

３８

２７

２２

７８

５３

７．

１０

８

１６

・９

３２

‐１

３４

・５３

５６

７０

８７

８．

９．

２４

２６

・５

２．
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ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｒ

M…7 ５

３

５

３

５

６

２

５

５

“

０
／
２

３

５

０

８

５

４

０

０

２

３

５

３

５

４

２
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第16表 薬師堂根遺跡第4次調査新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S K844

S K845

S K 846

S K847

S K848

S K849

S K850

S K851

S K852

S K 853

SKl
SK2
SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

第17表 薬師堂根遺跡第5次調査新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S J40

S J41

S J42

S J43

S J44

S J45

S J46

S J47

SJl
SJ2
SJ3
SJ4
SJ5
SJ6
SJ7
SJ8

F P12

F P13

F P14

F P15

F P16

F P17

FPl
FP2
FP3
FP4
FP5
FP6

S B22 SBl
S E47 SEl
S D87 SDl

新遺構番号 旧遺構番号

S D88

S D89

S D90

S D91

S D92

S D93

S D94

S D95

S D96

S D97

S D98

SD2
SD3
SD4
SD5
SD6
SD7
SD8
SD9
S D10

S Dll

S D12

S K855

S K856

S K857

S K858

S K859

S K860

S K861

S K862

S K863

S K 864

S K865

S K866

S K 867

S K868

S K869

S K 870

S K 871

S K 872

S K873

SKl
SK2
SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

S K12

S K13

S K14

S K15

S K16

S K17

S K18

S K19

新遺構番号 旧遺構番号

S K874

S K875

S K876

S K877

S K878

S K 879

S K880

S K 881

S K882

S K883

S K884

S K885

S K886

S K887

S K 888

S K 889

S K 890

S K891

S K 892

S K893

S K894

S K895

S K896

S K897

S K898

S K899

S K900

S K901

S K902

S K903

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49
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VHl 相野谷遺跡第4次調査
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1.調査の概要
相野谷遺跡第 4次調査は、埼玉新都市交通内宿駅

の南東側の道路用地が対象となった。今回の調査地

点は、上越新幹線建設に伴い調査された相野谷遺跡

の北西端に隣接している。調査面積は710ぽ である。

発掘調査は、事業地内の埋蔵文化財調査遺跡全体

を覆うグリッド設定に従っており、10m方眼の大グ

リッドを基準としている。呼称は、グリッド杭の北

西隅を基準に、北から南にアルファベット表示で

DYか らEFを、西から東に数字で85か ら90ま でが付

加された。

2.検出された遺構と遺物
(1)土 墳
相野谷遺跡で検出された土娠には、形態がA類―

長方形で長軸が長いもの、B類一方形ないしは長方

形だが長軸が短めのもの、C類一円形ないしは楕円

形の土娠等の差異があり、特にB・ C類は薬師堂根

遺跡との類似性が窺える。

土娠が密集する範囲はEB～ EC-89～ 90グ リッド

で検出された第 4～ 7号溝の南西側であることから、

墓域の可能性も考えられる。

ここでは、形態分類を優先し、重複するものはま

とめて掲載した。

AOB類

第83号土墳 (第 139図、第147図 1)

EF-88グ リッドに位置し、第 1号溝と接してい

る。西側が未調査区域に延びている。現存部の長径

3.52m×短径0。96mで、深さは0。2mである。

遺物は第147図 1が出土した。全面に鉄釉が施さ

れた小皿で、日径10。8cm、 底径6.5cm、 器高2。4cmで

ある。

第20号土墳 (第139図 )

EE-88グ リッドに位置し、西側が未調査区域に

延びている。現存部の長径1.28m× 短径 0。92mで、

遺跡は西に開析谷を臨む台地上にあり、標高が

13。5～ 14.5mで ある。

調査は、重機によって表土などを除去した後に、

人力による遺構確認を行った。その後、遺構精査の

進捗にともない、適宜写真撮影・測量などによる記

録を作成しながら調査を進めた。

今回の調査では、土娠66基、井戸跡 4基、溝跡21

条、柵跡 1条である。溝跡は屋敷の区画溝の可能性

がある。遺構の時期はいずれも中～近世のものと思

われる。

深さは0.28mで ある。

第25026号土墳 (第139図 )

EE-86グ リッドに位置する。A類の第25号土娠

とB類の第26号土娠の重複である。第26号土娠は長

径136m×短径1。04m、 深さ0。46m、 第25号土頻は推

定長径1.8m×短径0.7mで、深さは0。Mmである。

第21022023号土墳 (第139図 )

EE-88グ リッドに位置し、第21号土娠は第26号

溝と重複し、西側が未調査区域に延びている。第22

号土娠は主軸方位を異にし、第21・ 23号土墳と直交

している。第23号土娠は長径2.6m×短径 1。 lm、 深

さ0。3mである。

第32号土墳 (第 139図 )

ED-86～ 87グ リッドに位置し、第18号土娠と重

複している。西側が未調査区域に延びている。現存

部の長径 1。6m×短径1.06m、 深さ0.23ボである。

第27号土墳 (第 139図 )

ED-86グ リッドに位置する。底面は平坦で壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。長径 1。56m×短径 0。 72m、

深さ0.33mで ある。
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第36号土墳 (第139図 )

ED-87グ リッドに位置する。長径 1。16m×短径

0。66m、 深さ0.2mである。

第37号土墳 (第140図 )

ED-87グ リッドに位置し、北側が未調査区域に

延びている。現存部の長径は北壁際0.9m、 深さは

0■5mである。

第38039・ 40号土墳 (第140図 )

ED-87グ リッドに位置し、第38号土頻北西端が

未調査区域に延びている。B類第38・ 39号土娠が最

も古く、第40号土娠が最も新しい。推定で第40号土

娠は長径3.lm×短径0.56m、 深さ034m、 第38号土

娠は、長径1.襲 m×短径 1。36m、 深さ0.31m、 第39号

土娠の深さ0。4mである。

第45046号土垢 (第 140図 )

ED-87グ リッドに位置する。第45号土娠は長径

2.04m×短径0。88m、 深さ0.22mで ある。第46号土墳

は、長径 1。6m×短径1■4m、 深さ0.4mである。

第28029030031・ 69号土墳 (第 140図、第147図

2)

ED-86～ 87グ リッドに位置し、第28031号土塘

が調査区域外に延びている。第28号土墳は長径 1。26

m×短径 1。 lm、 深さ0.44m、 第29号土墳は長径1.46

m×短径1.04m、 深さ0.43m、 第69号土嫉は長径 1。 5

m×短径0。86m、 深さ0。22mである。第30・ 31号土

娠は不明。

第147図 2は第30号土墳出土遺物である。底部糸

切のカワラケである。口径10.Ocm、 底径6.4cm、 器高

2。4cm。

第79号土墳 (第 140図 )

DZ～ EA-88グ リッドに位置する。長径 1。14m×

短径0。64m、 深さ0。47mである。

第51号土墳 (第 140図 )

ED-88グ リッドに位置し、第 3号井戸跡と重複

するほか、攪乱を受けている。遺存部位が少なく詳

細は不明。

第52号土墳 (第 140図 )

ED-88グ リッドに位置し、第 3号溝を壊してい

る。B類で長径 1。7m×短径1■8m、 深さ0■3mであ

る。

第53・

“

号土墳 (第140図、第147図 5～ 6)

EC-89グ リッドに位置する。おそらく3基の重

複であろう。第53号土頻は長径 1。85m×短径 1。Om、

深さ0。 4m、 第54号土娠は、長径1.Om×短径0。 74m、

深さ0.28mで ある。いずれもB類。

第147図 5は鉢の胴下部～底部破片で、沈線下に

タタキロが施される。 6は植木鉢と思われ、型押に

よる文様が施されている。

第33041・ 42045号土墳 (第 141図 )

ED-86～ 87グ リッドに位置する土塘群で、重複

と遺構外のために、第440“号土渡の形態は不明で

ある。第33号土娠は長径2。36m×短径0。84m、 深さ

0。36m、 第41号土頻は、長径 1。24m×短径0。94m、 深

さ0。2m、 第42号土墳は、長径2。 lm×短径 1。 lm、 深

さ036mである。

第55号土墳 (第 141図 )

EC-88～ 89グ リッドに位置し、北東壁寄りに浅

い掘り込みをもっている。一部が調査区域外にある

ほか、第 5号井戸跡にも壊されている。長径2.32

m×短径 1。34m、 深さ0。3mである。

第47048066067号土垢 (第 141図 )

ED-87グ リッドに位置する。第47066号土娠は

規模不明。第48号土墳は長径2。lm×短径1.44m、 深

さ0。 5m、 第67号土娠は、長径1.2m× 短径 1。 14m、
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深さ0。36mである。

第59号土墳 (第141図 )

EC-88グ リッドに位置する。長径 1。4m×短径

0.67mで 、掘り込みは極めて浅い。

第60号土墳 (第141図 )

EC-87～ 88グ リッドに位置し、第 3号井戸跡と

重複しているため、規模は不明である。短径0。94m、

深さ0。2mである。

第61号土墳 (第141図 )

EC～ED-87～ 88グ リッドに位置し、第 3号井戸

跡と重複しているため、規模は不明である。短径

1。Omで極めて浅い。

第62号土墳 (第142図 )

EC～ ED-88グ リッドに位置する。長径1.24m×

短径0。86m、 深さ0■8mである。

第70号土墳 (第142図 )

ED-86グ リッドに位置する。長径1.5m× 短径

1■6m、 深さ0■ mである。

第63号土垢 (第142図 )

ED-88グ リッドに位置 し、 2基の重複である。

第63a号土墳は、長径2。54m×短径0.56m、 深さ0。2m、

第63b号土嫉は第63a号土墳に直交し、短径0。 62m、

深さ0。2mである。

第73074号土墳 (第 142図 )

EE-86グ リッドに位置し、第74号土墳は調査区

域外に延びている。規模などは不明である。

第65号土墳 (第142図 )

ED-88グ リッドに位置する。長径2.Om×短径0。7

m、 深さ0.lmである。

第75号土墳 (第 142図 )

DZ-87グ リッドに位置し、大半が調査区域外に

延びている。おそらく2基の重複と思われる。規模

等は不明。

C類

第34035号土墳 (第143図、第147図 3～ 4)

ED～EE-86グ リッドに位置し、第35号土疲と重

複するが、前後関係は不明。長径2■6m×短径1.66

m、 深さ0。36mである。第35号土墳も形態は不明。

第147図 3～ 4は第35号土墳出土遺物である。 1

は底部切り離しが雑で、段状になっているカワラケ。

口径9.2cm、 底径5.4cm、 器高2。Ocmである。 2は鉄釉

の小壺底部であろう。底径4。Ocm。

第56号土垢 (第 143図 )

EC-88グ リッドに位置し、約半分が調査区域外

に延びていると思われる。東西径 1。26m、 深さ0。3m

である。

第43号土垢 (第 143図 )

ED-87グ リッドに位置する。長径0.96m×短径

0.78m、 深さ0.35mで ある。

第64号土垢 (第 143図 )

ED-88グ リッドに位置する。長径 1。 lm×短径

1。04mでほぼ円形の土渡。深さは0.3mである。

第57号土墳 (第143図 )

EC-88グ リッドに位置し、南東部が攪乱を受け

ている。長径 1。96m×短径 1。22m、 深さ0。 16mで あ

る。

第71072号土垢 (第 143図 )

EE-86グ リッドに位置する。現存部では2基の

重複で、いずれも調査区域外に延びている。東西径

は第71号土墳が0。 64m、 第72号土墳が0。42m、 深さ
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036mである。

第76号土墳 (第14図 )

DZ-87グ リッドに位置し、調査区域外に延びて

いる。現存部の東西径は1。Om、 深さ0.3mである。

第80号土墳 (第1盤図)

EA-88グ リッドに位置し、一部が調査区域外に

ある。長径0.92m×短径0。84m、 深さ038mである。

第82号土垢 (第143図 )

EA-88グ リッドに位置し、調査区域外に延びて

いる。現存部東西径は0。96mで、おそらくA類の土

渡であろう。深さ0。54mである。

第18号土垢 (第 143図 )

EE～EF-88グ リッドに位置する。形態が不明確

で、重複の可能性も考えられる。底部に浅い掘り込

みをもつ。長径 1。7m×短径1。3m、 深さOe2mである。

第24号土墳 (第143図 )

EE-88グ リッドに位置し、調査区域外に延びて

いる。 2基が重複した可能性も考えられる。長径

1。7m×短径 1。6m、 深さ0■5mである。

第142図 土墳 (4)

第50号土垢 (第 143図 )

EC-87グ リッドに位置し、多くが調査区域外に

延びている。不整形で重複した土墳の可能性がある。

東西径 1。4m、 深さ0。4mである。
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(2)溝 跡
第 1号溝跡 (第144図 )

EE-88グ リッドに位置し、南西部は調査区域外

に延び、北端は第21号土墳と重複している。幅が

0.8～ 1.Om、 深さ0.6mである。

第 3号清跡 (第144図 )

調査区南西端のED～EE-85～ 86グ リッドに位置

し、南西部は調査区域外に延びる。幅が0。6～ 0。9m

で、極めて浅い。

第 40506・ 7・ 28号溝跡 (第1襲図)

調査区北東端のEB～EC-89～ 90グ リッドに位置

し、北西 0南東側で調査区域外に延びている。第

4028号が主軸方位を同じくし、第 50607号 溝
が主軸を変えて交差しており、交差部で第 6号井戸

跡と重複している。溝幅×深さは、第 4号溝が0。75

m× 0。 7m、 第28号溝が0。6m× 0.35m、 第 6号溝が

2■ m× 0.5m、 第 7号溝が0。7m× 0。7mである。

第 8015号溝跡 (第 1襲図)

ED-87～ 88グ リッドに位置し、第39・ 65号土墳

と重複し、攪乱を受けている。第 8号満との交錯が

予想されるが明確にはできなかった。いずれも幅や

深さなどは明らかではない。

第17号溝跡 (第1襲図)

ED-88グ リッドに位置し、先端部で第 3号溝と

接している。幅は0。7～ 1。 lm、 深さは0.lm程度の浅

い溝である。

第18号溝跡 (第1“図)

ED-88グ リッドに位置する。第17号溝と主軸方

位を同じくし、先端部ですぼまる溝である。幅0。4

～1■ m、 深さは0。lm程度の浅い溝である。

ED-88グ リッドに位置し、第63号土娠と重複し

ている。主軸方位は第17・ 18号溝と同じである。幅

0.3～ 0。7m、 深さは0■5m程度である。

第20・ 21号溝跡 (第14図 )

ED～EE-88グ リッドに位置する。第20号溝は第

17～ 19号溝と主軸方位を同じくし、第21号溝と重複

している。幅0。 7m、 深さ0.2mで ある。第21号溝は

調査区域外を挟むが、ED-87グ リッド周辺に該当

する溝は検出できなかったため、他の溝と同様に収

束するのであろう。幅0.7～ 1。3m、 深さ0。2mである。

第22号溝跡 (第1襲図)

EE-88グ リッドに位置し、東壁際で第24号土娠

と重複 している。西側で調査区域外に延びるが、

ED-87グ リッド周辺に該当する溝は検出できなか

った。幅0.7m前後の極めて浅い溝である。

第 2025026号溝跡 (第145図 )

ED～EE-85～ 86グ リッドに位置し、重複関係に

ある溝群である。第 2号溝は第 7号溝と直交する主

軸方位を示す。南西端で第25号溝と近接し収束する

ようである。不整形で幅が1。2～ 2m前後と振幅が

大きい。壁の立ち上がりは緩く、深さは0■4mであ

る。

第25号溝は、主軸方位を第 4号溝と同じくし、第

26号溝と重複している。土墳との重複が多いが、幅

は0,7m程度であろう。

第26号溝は、主軸方位を第17～ 19号溝と同じくす

る不整形の溝で、幅が0.6～ 0。9mと一定しない。第

25026号溝はともに掘り込みが極めて浅い。

第27号溝 (第 145図 )

DZ-87グ リッドに位置し、第75号土娠を挟むた

め、第13号溝との関係が不明瞭であった。溝の長軸

側が調査区域外になっており、詳細は不明である。第19号溝跡 (第144図 )
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第13号溝 (第145図 )

DZ-87グ リッドに位置し、第75・ 76号土墳と重

複している。深さ0。26mである。

第12号溝 (第145図 )

DZ-87グ リッドに位置し、第76号土娠と重複し

ている。幅0。3～ 0.4m、 深さ0.2mである。

第11号溝 (第145図 )

DZ-87グ リッドに位置し、南東壁際で収束して

いる。幅0.6～ 0。8m、 深さ0。2mである。

第10号溝 (第145図 )

DZ-87～ 88グ リッドに位置し、枝溝をもつ。幅

0。5m、 深さ0■ mである。

第 9号溝 (第145図 )

EA-88グ リッドに位置 し、北東壁際で収束 し、

(3)井 戸跡
第 2号井戸跡 (第146図 )

ED-86グ リッドに位置し、北半分が調査区域外

に延びている。開口部から漏斗状に掘り込まれ、以

下は垂直な掘り込みである。径は開口部で1。45m、

以下では1。Omである。

第 3号井戸跡 (第146図 )

EC～ED-88グ リッドに位置する。第16号溝、第

51060061号 土頻と重複している。開口部は径が

2。5mの円形に掘り込まれ、断面が漏斗状となって

いる。以下は径0。7mで垂直に掘り込まれている。

第 4号井戸跡 (第146図、第147図 7～ 8)

EC-89グ リッドに位置する。径が1。0～ 1。15mの

楕円形で、ほぼ垂直に掘り込まれている。覆土中か

らは板碑と内耳鍋の破片が出土した。

第80号土渡と重複している。幅0。 6m、 深さ0.2mで

ある。

第23号溝 (第 145図 )

EE～EF-88グ リッドに位置し、調査区域外でL

字形に屈曲すると見られ、調査区内で両端が収束す

る。幅0。45m、 深さ0■3mである。

第24号溝 (第145図 )

ED-87グ リッドに位置し、小ピットと第38・ 39

号土墳と重複しているため、詳細は不明である。現

存部では、幅0。4m、 深さ0■ m程度である。

第16号溝 (第 145図 )

EC-88グ リッドに位置し、第58号土墳と重複し

ている。検出できたのは北壁のみであり、詳細は不

明である。

第147図 7～ 8は第 4号井戸跡出土遺物である。

7は緑泥片岩製の板碑で、頂部からキリークまでの

破片である。現存長25。 8cm、 幅26。3cm、 厚さ2。2cmで

ある。

2は内耳鍋で、内面に孔をもつ突起が付されてい

る。口径38。 4cm、 現存高5。5cmである。

第 5号井戸跡 (第 146図 )

EC-88～ 89グ リッドに位置し、第55号土娠を壊

し、北半が調査区域外に延びている。垂直に掘り込

まれ、径は0。9m前後と思われる。

第 6号井戸跡 (第 146図 )

EC-89グ リッドに位置し、第 4～ 7028号溝と

近接している。径が1.3～ 1.5mで、漏斗状に掘り込

まれている。
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暗黄褐色土 ロームブロック主体

SE5
1 黒褐色土 ローム粒少量
2 黒褐色土 ローム粒多量
SK55
3 黒褐色土 ロームブロック・粘土ブロック

・炭化物多量

ノ

/。生

A1380

SE4
1 黒褐色土 ローム粒多量
2 黒褐色土 ローム粒多量

4次柵列

B 1380

⌒
kO〕

σ

7§
一３
一一所
一

Ｂ一
Ｂ一

０
０

●

一
　

く

Ｂ一

第146図 井戸跡・ビット列
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通り襲 蝙

〕σ
・

5
SK83

2

SK51 SK35 SK53・ 54

10

機り11

瘍畿2

SE4 0

第147図 土墳・井戸跡 0グ リッド出土遺物

(4)ビ ット列
ED～EE-86グ リッドに位置する。ピットが密集

しながら北西に延びるもので、径や深さ、配列など

に厳密さは認められない。グリッド内で収束してい

るようである。
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3.グ リッド出土遺物
第147図 9～ 12がグリッドから出土した遺物であ

る。

9は厚手のカワラケで、底部は切り離し。口径

11。3cm、 底径7。6cm、 器高2.8cm。

第18表 相野谷遺跡第 4次調査土墳・溝跡計測表

10も厚手のカワラケで、 9よ りも一回り大形であ

る。口径14。4cm、 底径6。Ocm、 器高2.8cm。

11～ 12は銭で、風化が著しく判別不能であった。

土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向
S K83

S K18

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49

S K50

S K51

S K52

S K53

S K54

S K55

S K56

S K57

S K58

S K59

S K60

EF-88

EE¨88 EF… 88

EE-88

EE¨ 88

EE-88

EE‐ 88

EE-88

EE… 86

EE-86

ED… 86

ED-86・ 87

ED‐ 86・ 87

ED‐86087

ED-87

ED¨86087

ED‐87

ED-86 EE-86
EE-86

ED‐ 87

ED‐ 87

ED¨ 87

ED-87

ED‐ 87

ED-87

ED… 87

ED-87

ED-87

ED… 87

ED-87

ED… 87

ED‐ 87

ED-87

EC‐ 87

ED‐88

ED‐ 88

EC‐ 89

EC-89

EC‐ 88・ 89

EC-88

EC‐88

EC‐ 88

EC-88

EC-87088

352

170

128

296

220

260

170

180

136

156

126

146

80

64

160

236

216

36

116

94

144

74

310

124

210

96

50

204

160

82

210

150

144

164

170

212

196

226

126

196

176

72

170

96

126

92

90

100

110

156

70

104

72

110

104

36

50

106

84

166

30

66

50

136

54

56

94

110

78

34

88

114

80

144

66

130

160

118

124

72

128

92

122

106

14

94

19

16

28

21

27

30

15

54

46

33

44

43

16

26

38

16

36

39

22

15

31

10

34

20

36

35

16

22

44

16

50

27

40

20

13

40

28

35

31

16

11

7

20

N-87°‐E

N¨ 25° ‐E

N… 8°‐E

N-80°‐W
N‐ 7°‐E

N‐ 15°‐W
N‐ 85° ―E

N-50°‐W

N-8° ‐E

N‐ 15°―E

N-14°中E

N‐ 15°‐E

N-40°‐W
N… 45° ―W

N… 0°

N-0°

N‐ 90° ‐E

N‐ 55° ―W
N‐ 88° ―W

N-5° ‐E

N‐ 0°

N-88°‐W

N‐ 2°‐W

N‐30°―W
N‐0°

N¨ 0°

N‐ 64° ―E

N‐26°―W

N-72°‐W`

N‐ 60° ‐W

N-42°中E

N‐ 20° ―E

N-22°―W
N-87°―E

N-80°‐W
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土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K61

S K62

S K63

S K64

S K65

S K66

S K67

S K68

S K69

S K70

S K71

S K72

S K73

S K74

S K75

S K76

S K77

S K78

S K79

S K80

S K81

S K82

EC… 87・ 88 ED… 87・ 88

EC‐88 ED-88
ED… 88

ED… 88

ED… 88

ED‐ 87

ED‐ 87

ED‐ 87

ED¨ 87

ED-86

EE…86

EE…86

EE-86

EE-86

DW-87

DW-87

DW-87

DW¨ 87

DW‐88 EA… 88

EA…88

EA-88

EA-88

216

124

254

110

200

100

122

224

150

150

64

42

112

140

128

104

34

26

114

92

44

112

136

86

170

104

70

88

114

120

86

116

60

26

96

80

90

100

26

22

64

84

32

96

11

18

21

27

10

27

36

16

22

12

6

36

41

60

42

32

14

15

47

38

44

54

N-89°…E

N‐50° ■V

N‐ 90° ―W
N…0°

N‐ 3°‐W
N-89°‐W
N-0°

N‐0°

N‐ 10°―W
N-34°‐W
N‐33° ―E

N‐ 33° ―E

N… 0°

N-83°‐E

N… 31° ―E

N¨ 40° ―W

N‐ 37° ―W

SDl
SD2
SD3
SD4
SD5
SD6
SD7
SD8
SD9
S D10

S Dll

S D12

S D13

S D14

S D15

S D16

S D17

S D18

S D19

S D20

S D21

S D22

S D23

S D24

S D25

S D26

S D27

S D28

EE-88 EF-88
EE… 85・ 86 ED‐85086

ED… 88

EC‐ 88

EC‐ 89

EC-89・ 90

EB-89 EC‐89

ED‐88

EA-88

DZ-87088

DZ-87

DZ-87

DZ-87

DZ‐ 87

ED…87088

EC…88

ED-88

ED-88

ED…88

ED‐ 88

ED‐88 EE¨ 88

ED‐88 EE‐ 88

EE‐88 EF‐ 88

ED‐ 87

ED‐ 86

EE… 85 0 86 ED¨85086

DZ… 87

EB‐ 89・ 90 EC-89090

760

770

524

860

324

240

630

180

140

142

160

160

90

116

160

580

500

524

540

348

536

490

506 330

270

320

210

320

280

102

110

88

84

106

24

78

52

74

64

74

40

64

66

90

40

90

92

50

68

144

66

40

40

70

58

26

60

32

15

16

55

52

6

56 29

16

23

14

31 19

20

19

24

17

25 9

12

16

16

19

20

21

21

13

12

19

58 29

35

N‐ 37° ‐E

N‐ 52° ―E

N-68°―W
N-13°‐E

N‐ 4°‐E

N‐ 32° ―W
N-2° ―W
N‐86° …E

N… 33° ‐E

N-4° ‐E

N-26° Ë

N‐ 83° ―W
N¨3°―W
N‐ 56° ‐W
N‐ 35° ‐E

N‐68° ‐W
N‐ 45° Ẅ
N¨ 46° ‐W
N‐ 48° …W
N… 58° ―W
N… 54° …W
N‐17°■V

N‐ 88° ―E

N-51°‐E

N‐ 52° ―E

N… 50° ―W
N-13°‐E
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第19表 相野谷遺跡第 4次調査ビット計測表
ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ．

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ４

ED-86 ５６

２６

９０

４４

３８

３８

４４

３８

４４

６４

６４

４４

６２

３８

３８

３４

２８

３２

２６

４２

３８

３８

３４

３２

２６

４４

２６

５０

２６

３８

３０

２２

５６

３６

３０

２８

３２

３６

３４

５０

５４

４４

５２

３４

３０

２８

２２

３０

２４

２８

３２

３８

３２

２８

・８

８６

２０

５０

２４

２８

２９

１８

２５

２２

５５

４７

２３

３８

４７

３２

１３

６５

器

３３

４０

２２

２３

１０

１８

２６

４２

５４

５２

４４

１６

４１

３３

３０

３０

２９

Ｐ．

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ． Ｏ

Ｐ．．

Ｐ． ２

Ｐ． ３

Ｐ． ４

Ｐ． ５

Ｐ． ６

Ｐ． ７

Ｐ． ８

Ｐ． ９

Ｐ２０

Ｐ２．

Ｐ２２

Ｐ２３

Ｐ２４

ED-87 ３２

２４

２６

２４

５０

３０

２４

４０

６０

２６

２８

２２

３０

３４

２８

４０

４４

２８

３８

５０

５２

２２

４２

５０

２０

・４

２６

１８

４０

２４

・４

３８

４８

２２

・２

・２

２８

２４

２５

３０

３６

２８

３４

４６

４２

２２

４０

３２

・７

・８

・３

２０

３６

２５

２．

２９

・５

・４

・０

８

２６

・８

３８

７８

５９

２．

４４

４２

・４

５．

１４

３５

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ．

Ｐ２

DW-87 ８

０

２

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｌ

２

Ю

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Π

Π

Π

Π

EC… 87 ４

３

２

５

３

２

“

３

３

３

２

３

２

８

８

４

０

８

４

２

０

８

４

１

０

０

２

１

１

５

２

２

３

０

２

２

２

３

２

２８

２５

３６

３．

４０

３４

２０

・３

・６

３６

８

３９

２８

Ｐ．

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ． Ｏ

Ｐ．．

Ｐ． ２

Ｐ． ３

Ｐ． ４

Ｐ． ５

Ｐ． ６

Ｐ‐７

Ｐ‐８

Ｐ‐９

Ｐ２０

Ｐ２．

Ｐ２２

Ｐ２３

Ｐ２４

Ｐ２５

Ｐ２６

Ｐ２７

Ｐ２８

EC-88 ４６

３４

６４

２６

２８

３０

４４

４８

４０

７８

３２

３０

３６

４４

４６

２８

３０

２８

４４

３４

２４

３０

３８

４０

４２

５６

６４

５０

０

６

０
′
２

８

８

４

４

８

８

６

８

４

６

４

２

９

６

６

８

２

８

３

４

２

６

０

４

３

２

０

２

２

２

３

３

３

４

２

２

３

３

３

２

２

２

３

２

２

１

３

３

３

３

４

４

２２

・５

２４

２４

・３

・６

２０

４７

・９

・７

２８

４

１６

２０

３９

３６

・４

２２

２４

２２

・５

２７

４７

・４

・７

９

３４

６３

Ｐ‐

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ． Ｏ

Ｐ．．

ED… 86 ３

３

０

５

５

４

３

２

６

３

６

３

８

２

８
′
８

６

８

０

４

３

４

２

２

３

佗
ヽ
３

２

１

２

４

２

４

２９

５．

１４

・８

２６

９

９

２．

５．

１９

・０
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短径 (cm) cmット 所在グリッド

2124 22P79 ED‐ 87
４０

３２

５０

４６

３２

２０

５６

２４

５４

２８

・６

４２

３０

・６

４２

２２

３０

２２

２０

３８

３８

４０

・８

３４

・４

３８

・８

２８

２８

２８

２０

・８

４０

４８

４６

３８

４０

２４

３６

２．

２．

３３

６６

５８

５．

２．

２８

２０

・５

９５

０

１９

・１

・０

３２

・７

３０

３２

２０

・０

２６

２９

・６

６．

１０

２７

２９

２４

５８

４０

２４

２６

３９

２９

２４

２５

・６

４２

２４

４８

ED… 88 ４２

３４

５４

４８

４４

２２

６２

２８

９０

３０

３０

５４

３２

・８

４６

２２

３０

２４

２２

４０

５０

４６

２６

３６

２４

４２

２６

３６

４０

３８

２４

２０

４２

６０

６０

４２

５５

２６

４４

５０

Ｐｌ

Ｐ２

Ｐ３

Ｒ

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

ＰｌＯ

Ｐｌ．

Ｐｌ２

Ｐｌ３

Ｐｌ４

Ｐｌ５

Ｐｌ６

Ｐｌ７

Ｐｌ８

Ｐｌ９

Ｐ２０

Ｐ２．

Ｐ２２

Ｐ２３

Ｐ２４

Ｐ２５

Ｐ２６

Ｐ２７

Ｐ２８

Ｐ２９

Ｐ３０

Ｐ３．

Ｐ３２

Ｐ３３

Ｐ３４

Ｐ３５

Ｐ３６

Ｐ３７

Ｐ３８

Ｐ３９

Ｐ４０

４０

３０

２８

５０

２２

２６

２４

２８

“

４８

３６

６２

４６

Ｐｌ

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

円

ＰｌＯ

Ｐｌ．

Ｐｌ２

Ｐｌ３

EE‐86 ７２

３２

３６

５２

２２

２８

２４

３０

４６

５０

４２

“

５８
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(cm) 深度 cmピット番号 所在グリッド
５０

２６

２６

３４

４４

３８

３４

５６

６０

３４

２６

６０

２０

２６

３２

２８

２４

２５

３４

２８

４２

・９

４２

４２

３０

・６

５６

４０

３４

４０

４６

５０

３０

２８

６０

５６

５６

５２

３８

３０

２８

３０

２８

５６

３８

３４

５４

３６

３０

３８

４２

３２

３６

２６

４

０

２

８

４

６

４

８

・

２

４

８

８

６

８

２

６

４

６

８

３

７

８

２

２

６

２

６

４

０

０

８

２

８

４

４

８

４

８

８

４

８

６

４

４

０

２

０

８

６

４

６

６

４

４

２

２

２

３

３

１

３

５

３

２

２

１

１

１

２

１

２

２

２

３

１

０

３

は

１

４

３

Ｃ

ａ
あ

ヽ
４

２

１

２

５

２

４

２

２

２

２

２

５

３

３

５

３

．

３

３

２

３

２

５０

２７

２２

６

７．

５９

・６

８２

７０

・８

５０

３８

・３

・６

・８

３．

９

７

７

２２

４６

２３

・８

６０

３６

９

２５

５５

５

２７

５３

２８

２８

・８

６０

４４

４７

６２

２６

・２

・６

３６

２３

７３

２５

３．

５４

２７

・７

・８

・６

・７

４３

・８

Ｐ２５

Ｐ２６

Ｐ２７

Ｐ２８

Ｐ２９

Ｐ３０

Ｐ３．

Ｐ３２

Ｐ３３

Ｐ３４

Ｐ３５

Ｐ３６

Ｐ３７

Ｐ３８

Ｐ３９

Ｐ４０

Ｐ４．

Ｐ４２

Ｐ４３

Ｐ４４

Ｐ４５

Ｐ４６

Ｐ４７

Ｐ４８

Ｐ４９

Ｐ５０

Ｐ５．

Ｐ５２

Ｐ５３

Ｐ５４

Ｐ５５

Ｐ５６

Ｐ５７

Ｐ５８

Ｐ５９

Ｐ６０

Ｐ６．

Ｐ６２

Ｐ６３

Ｐ６４

Ｐ６５

Ｐ６６

Ｐ６７

Ｐ６８

Ｐ６９

Ｐ７０

Ｐ７．

Ｐ７２

Ｐ７３

Ｐ７４

Ｐ７５

Ｐ７６

Ｐ７７

Ｐ７８
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ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ

Ｐ

Ｐ

EE-86 ３０

３４

４８

Ｐ．

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ． Ｏ

Ｐ．．

Ｐ． ２

Ｐ． ３

Ｐ． ４

EE-88 １８

３０

６６

３０

５０

３６

Ｍ

２４

３０

５０

４０

４８

４０

４２

６

８

８

４

０

０

８

２

４

０

８

６

８

０

１

２

２

２

２

３

３

２

２

０
ヽ
３

４

３

３

２５

３４

５０

・８

６

２８

４５

・３

４５

３５

３０

・４

４２

６３

ピット番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm)
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

EE… 88

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｎ

２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｒ

Π

Π

EF‐ 88 ６

６

２

８

８

０

０

０

０

４

８
″
０

２

２

５

４

３

３

４

６

７

に
ヽ
６
ヽ
７

第20表 相野谷遺跡第 4次調査遺構新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S K83

S K18

欠番

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49

S K50

S K51

SKl
SK2
SK3
SK4
SK5
SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

S K12

S K13

S K14

S K15

S K16

S K17

S K18

S K19

S K20

S K21

S K22

S K23

S K24

S K25

S K26

S K27

S K28

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

新遺構番号 旧遺構番号

S K52

S K53

S K54

S K55

S K56

S K57

S K58

S K59

S K60

S K61

S K62

S K63

S K64

S K65

S K66

S K67

S K68

S K69

S K70

S K71

S K72

S K73

S K74

S K75

S K76

S K77

S K78

S K79

S K80

S K81

S K82

S K84

S K85

S K86

S K87

S K36

S K37

S K38

S K39

S K40

S K41

S K42

S K43

S K44

S K45

S K46

S K47

S K48

S K49

S K50

S K51

S K52

S K53

S K54

S K55

S K56

S K57

S K58

S K59

S K60

S K61

S K62

S K63

S K64

S K65

S K66

S K67

S K68

S K69

S K70

新遺構番号 旧遺構番号

SDl
SD2
SD3
SD4
SD5
SD6
SD7
SD8
S D15

S D16

S D17

S D18

S D19

S D20

S D21

S D22

S D23

S D24

S D25

S D26

S D27

S D28

S D14

S D13

S D12

S Dll

S D10

SD9

SDl
SD2
SD3
SD4
SD5
SD6
SD7
SD8
S D15

S D16

S D17

S D18

S D19

S D20

S D21

S D22

S D23

S D24

S D25

S D26

S D27

S D28

S D30

S D31

S D32

S D33

S D34

S D35

SE2
SE3
SE4
SE5
SE6

SEl
SE2
SE3
SE4
SE5
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IX 向原遺跡第12次調査
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1.調査の概要
向原遺跡第12次調査は、第 1次調査区と第10次調

査区に接し、直線的に延びる道路用地が対象となっ

た。調査面積は384ぷである。

発掘調査は、事業地内の埋蔵文化財調査遺跡全体

を覆うグリッド設定に従っており、10m方眼の大グ

リッドを基準としている。呼称は、グリッド杭の北

西隅を基準に、北から南にアルファベット表示を、

西から東に数字を付しており、向原遺跡第12次調査

では、AO～AR-47～ 52のグリッドを設定した。

2.検出された遺構と遺物
(1)土 墳

第588号土墳 (第 150図 )

AQ～AR-51グ リッドに位置する。長径1.2m×短

径1.Om、 深さ0.lmで ある。遺物が出土しなかった

ため確定はできないが、覆土の状況から、あるいは

縄文時代に属する可能性がある。

第589号土墳 (第 150図 )

AQ-49グ リッドに位置する。長径3。3m×短径

(2)溝 跡

第239号溝跡 (第149図 )

調査区南東端のAR-52グ リッドに位置し、調査

区を横呈する。幅0。 7～ 0。 9m、 深さ0。45mで壁は垂

直に立ち上がる。遺物は出土しなかった。

第240号溝跡 (第 149図 )

AP～AQ-48グ リッドに位置する。調査区北東壁

から延び、AQ-48グ リッドでU字状に曲がる溝で

ある。第241号溝とは、浅い土嫉状の掘り込みを介

して繋がるが、両者の関係は明らかにし得なかった。

幅0。3～ 0.9m、 深さ0.6mである。遺物は出土しなか

った。

向原遺跡は綾瀬川とその支谷を望む台地上にあり、

標高は13m前後で、低地との比高差は約 3mである。

調査は、重機によって表土などを除去した後に、

人力による遺構確認を行った。その後、遺構精査の

進捗にともない、適宜写真撮影 。測量などによる記

録を作成しながら調査を進めた。

今回の調査で検出された遺構は、土娠 3基、溝跡

3条、ピット等である。

0.66mの長方形で、深さ0.07mと 極めて浅い土娠で

ある。遺物は出土していないが、覆土や形態から中

世以後と考えられる。

第590号土墳 (第 150図 )

AP～AQ-49グ リッドに位置する。長径2■4×短

径0。66m、 深さ0.2mの長方形土頻である。覆土や形

態から、中世以後と考えられる。

第241号溝跡 (第 149図 )

AP～AQ-48グ リッドに位置する。調査区を横断

し、第 2号満と浅い土頻状の掘り込みを介して繋が

る二条の溝である。表土下には浅間Aと思われる火

山灰を含んだ土層が堆積していた。

第241a号溝は埋め戻されたような覆土で、第241b

号溝上面の土層に窪んだ形跡があることから、第

241b号が新しいことが判る。遺物は出土しなかった。
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第148図 向原遺跡第12次調査遺構全体図
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SD241
調査区域外 調査区域外

241b 調査区域外

SD240

A1290     A

SD239

黒褐色土
E)240

D241

SD239
黒褐色土 ローム小ブロック少量 ローム粒含む

ロームブロック含む ローム小ブロック多量

ローム粒微量
ローム粒少量 焼土粒微量
ローム粒多量 ロームブロック少量
ロームブロック多量

表土    畑耕作土
暗灰褐色土 ローム粒微量 白色粒 (浅間A?)少 量
暗褐色土  ローム粒少量 焼土粒微量
暗灰褐色土 ローム粒微量 白色粒 (浅間A?)含 む
黒褐色土  ローム粒・ロームブロック少量
暗褐色土  ローム粒・ロームブロック多量
3層は埋め戻し土か ?
2層 の方が 3層を切 り込み、新旧関係にある。

SK590

A 12 50

土

土

土

土
色

色

色

色

褐

褐

褐

褐
黄

黒

黒

黒

暗

調査区域外

A1290   A A1340

241a

A 12 50

魏鉤蟷

Ａ一

SK588

A1230

SK588
1 暗黄褐色土 ローム粒少量

第149図 溝跡

SK589

第150図 土墳

Ａ一
Ａ一
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X 向原遺跡第13次調査
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32 33 34 35 36 37

ｌ

Л

劇

―

―

⊥

―
―

第 10次調査区

BM

BN

X=17∞ m

BO

BP

X=1700m

BQ

BR

BS
第 6次調査区

BT

第 10次調査区

第 6次調査区

BU

第151図 向原遺跡第13次調査遺構全体図
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1.調査の概要
向原遺跡第13次調査は、第 6次調査区と第10次調

査区に接し、直線的に延びる道路用地が対象となっ

た。調査面積は405ぽ である。

発掘調査は、事業地内の埋蔵文化財調査遺跡全体

を覆うグリッド設定に従っており、10m方眼の大グ

リッドを基準としている。呼称は、グリッド杭の北

西隅を基準に、北から南にアルファベット表示を、

西から東に数字を付しており、向原遺跡第13次調査

では、BM～BR-33～ 35のグリッドを設定した。

向原遺跡第13次調査地点は台地上の平坦部にあり、

2.検出された遺構と遺物
(1)住 居跡

第97号住居跡 (第152図 )

BN-35グ リッドに位置し、北西壁に攪乱を受け

ていた。一辺が2。85～3.Om程度の隅丸方形の住居跡

である。平坦な床面で、確認面からの深さは0.17m

である。

壁に接して廻る周溝は、北東壁と南西壁側で長く、

南東壁では検出できなかった。北西壁際では短い周

溝が間隔を空けて廻るようである。

住居のコーナー寄りで 4本の主柱穴が検出された。

径は0.3m前後の円形ないしは楕円形で、床面から

の深さは0■5～0.2mである。

(2)土 墳
第591号土墳 (第153図 )

BO-34グ リッドに位置する。長径0.7m×短径

0.58mの楕円形で、深さ0.37mで ある。遺物は出土

しなかった。

第592・ 593号土墳 (第 153図 )

BO-34グ リッドに位置し、第593号土娠は第592

号土娠によって壊されている。第592号土疲は、長

径 1。32m× 短径1.02mの楕円形で、底面に長径0。 3

m×短径0。45m程度の小ピットをもつ。確認面から

標高は13。6mである。

調査は、重機によって表土などを除去した後に、

人力による遺構確認を行った。その後、遺構精査の

進捗にともない、適宜写真撮影・測量などによる記

録を作成しながら調査を進めた。

今回の調査で検出された遺構は、古墳時代前期の

住居跡 1軒、土頻13基、溝跡 4条、ピット30本であ

る。

今回の調査地点は台地の奥まった場所にあたるた

めか、住居跡の分布は希薄であった。

炉は床面の中央部からやや北西壁寄りで検出され

た。径が0。5m前後の楕円形で、床面からの深さが

0■ m程度である。

床面下の精査を行ったところ、貝占り床下に掘り方

が検出された。壁寄りに一段深く掘り込まれ、北東

壁寄りが半島状にやや高まっている。土層観察では、

荒掘り後に主柱穴を立て、その後に床面を貼った形

跡が窺えた。

住居跡からは、古墳時代前期の土器片が少量出土

しただけであったが、以前の調査成果に照らして、

この住居跡を古墳時代前期に位置付けた。

の深さは、床面まで0.5m、 ピット底面まで0。7mで

ある。

第593号土墳は深さが0。lm程度の浅い楕円形の土

墳である。いずれの土墳も遺物は出土しなかった。

第594号土垢 (第153図 )

BQ-33グ リッドに位置する。調査区域外に延び

るため、全容は不明である。不定形であるが、土層

観察では 2基が重複していた可能性がある。最深部

で確認面から0。89mで、壁際では垂直に近い立ち上
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―ム粒多量
―ム粒・ロームブロック・黒褐色ブロック多量

暗褐色土  ローム粒・ロームブロック・焼土ブロック多量
明赤褐色土 掘り方埋土 被熱し焼土化
ット

暗褐色土  ローム粒少量
明褐色土  ロームブロック多量
明褐色土  ロームブロック多量 貝占り床

第152図 第97号住居跡

がりを示す。 第596号土墳 (第 153図 )

BP～BQ-34グ リッドに位置する不定形な土嫉で、

形態が異なる2基の重複であろうか。最深部までは

1.2mで ある。

第5950597号土墳 (第153図 )

BQ～BR-33グ リッドに位置する。第595号土墳

は、第597号土娠を壊して構築されている。調査区

域外に延びるため全容が不明である。床面は北東側

に緩く傾斜し、最深部で0。22mである。

第597号溝は第595号溝に壊され、攪乱を受けてい

ることもあり全容不明だが、長方形の土娠であろう。

確認面からの深さは0。 lmである。いずれも遺物は

出土しなかった。

第598号土墳 (第 153図 )

BQ-33グ リッドに位置する。第245号溝と接し、

一部が攪乱を受けている。径は1■～1。26mでほぼ隅

丸方形の土渡である。確認面からの深さは0。 36m。

遺物は出土しなかった。

掘り方
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第599号土墳 (第 153図 )

BO-34グ リッドに位置する。長径 1。06m×短径

0。62m、 確認面からの深さは最深部でも0。lm程度の

浅い土娠である。遺物は出土しなかった。

第600号土坂 (第153図 )

BO-34グ リッドに位置する。長径 1。36m×短径

0。7m、 確認面からの深さは0。07mと極めて浅い土娠

である。遺物は出土しなかった。

第601号土墳 (第 153図 )

BO-34～ 35グ リッドに位置する。攪乱を受けて

いるが、長径 1。2m×短径0.6m程度の長方形と思わ

れる。確認面からの深さが0.07mの 浅い土塘である。

(3)清 跡
第242号溝 (第154図 )

BN-35～ BO-34グ リッドにかけて検出された。

調査区南東壁と並走し、調査区域外に延びている。

全長13。 7m、 幅0。6m、 深さ0.07mと極めて浅い溝で

ある。

第243号溝 (第154図 )

BO-34～BR-33グ リッドにかけて検出された。

調査区南東壁と並走し、BO-34グ リッドで北西に

直角に折れている。南西部は調査区域外に延びてお

り全容は把握できなかった。幅は平均2。5mで屈曲

部は幅3.Omと広くなっている。確認面からの深さ

は南東壁際で0.9m、 北西壁際が0。3m程度で、北に

進むにつれて徐々に浅くなっている。何らかの区画

溝と思われるが、性格は判然としない。遺物が出土

しなかったため、時期不詳である。

第244号溝 (第154図 )

BQ-33～ 34グ リッドにかけて検出された。第596

遺物は出土しなかった。

第602号土墳 (第 153図 )

BN～BO-35グ リッドに位置し、北西壁が攪乱を

受けて失われていた。長径2。04m×短径0。9mの長方

形土頻と推定される。確認面からの深さが0。07mの

浅い土娠である。遺物は出土しなかった。

第603号土墳 (第 153図 )

BP-34グ リッドに位置する。長軸側の東半分が

調査区域外にあり、西側は第243号溝と重複してい

るため、全容は不明。南北径が1。9m、 深さ0.2mで

ある。

号土渡と重複し、第243号溝に接すると思われる。

調査区域外に延び、全容は不明。幅0.7m、 深さ0。2

mである。遺物は出土しなかった。

第245号溝 (第 154図 )

BQ-33グ リッドで検出された。第244号溝と若干

主軸を異にし、第244号溝に接すると思われる。調

査区域外に延び、全容は不明。幅0.6m、 深さ0。2m

である。遺物は出土しなかった。

第246号溝 (第 154図 )

BM～BN-35グ リッドで検出された。第10次調査

で検出された第197号溝に隣接し、第243号溝の屈曲

部と併せて同一主軸をもつ溝である。幅は1.0～ 1。 1

m前後で、段を持ちながら底部に至る。深さは0.2

～0。24mと ほとんど一定で、第197号溝の約半分の

深さであった。遺物は出土しなかったが、中～近世

以降の溝であろう。
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第21表 向原遺跡第12次調査土墳 0溝跡計測表

第22表 向原遺跡第12次調査遺構新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S K588

S K589

SKl
SK2

第23表 向原遺跡第13次調査土墳・溝跡計測表

第24表 向原遺跡第13次調査遺構新旧対照表
新遺構番号 旧遺構番号

S J97 SJl
S K 591

S K592

S K593

S K 594

S K595

SKl
SK2
SK3
SK4
SK5

土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K588

S K589

S K590

AR…51 AQ-51
AQ‐49

AQ-49 AP‐ 49

120

330

214

100

66

66

10

7

20

N‐ 28° ―E

N¨ 28° ‐E

S D239

S D240

S D241

AR-52

AO-48 AP-48
AP‐48 AQ‐ 48

640

1060

700

90

110

266

60・ 54

50018

43

N-32°‐E

N‐ 26° ‐E

N‐ 26° ‐E

新遺構番号 旧遺構番号

S K590

S D239

SK3
SDl

新遺構番号 旧遺構番号

S D240

S D241

SD2
SD3

土娠番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向

S K591

S K592

S K 593

S K594

S K595

S K596

S K597

S K598

S K599

S K 600

S K 601

S K602

S K 603

BO-34

BO‐ 34

BO-34035

BQ‐ 33

BQ‐33 BR‐ 33

BP‐34 BQ‐ 34

BR‐ 33

BQ-33 BR‐ 33

BO-34

BO¨ 34

BO-34035

BN‐35 BO‐ 35

BP-34

70

132

58

140

296

206

130

126

106

136

116

204

190

58

102

56

78

126

158

114

106

62

70

54

64

56

37

60

10

88.5

22

120

10

35.8

8

7

8

7

20

N‐ 45° ―E

N‐ 25° ‐E

N‐ 73° ―W
N‐ 70° ‐W
N-60° Ë

N‐ 29° ―W

N‐90°‐E

N… 9°…E

N‐ 10°‐E

N‐ 23° ―E

N‐ 90° ‐E

N‐18°‐E

S D 242

S D243

S D244

S D245

BN‐35 BO¨ 34・ 35

BO‐34 BP‐34 BQ-33 0 34 BR‐ 33

BQ‐ 33・ 34

BQ-33

1370

3098

250

192

56

250

68

60

7

50 34

20

20

N‐ 17°―W
N‐ 68° ‐W・ N-23°‐W
N-12°‐W
N‐ 6°…E

新遺構番号 旧遺構番号

S K596

S K597

S K 598

S K599

S K 600

S K 601

SK6
SK7
SK8
SK9
S K10

S Kll

新遺構番号 旧遺構番号

S K602

S K 603

S K12

S K13

S D242

S D243

S D244

S D245

SDl
SD2
SD3
SD4
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Xl 北遺跡第2次調査
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Xl 北遺跡第2次調査
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1.調査の概要
北遺跡第 2次調査は、上越新幹線建設に伴い実施

された調査区の西側にある。調査地点は南北に伸び

綾瀬川に注ぐ支谷に面した台地の東側縁辺部にあた

る。調査面積は805ぽである。

発掘調査は、10m方眼の大グリッドを基準とし、

グリッド杭の北西隅を基準に、北から南にアルファ

ベット表示でAか らJ列を、西から東に数字で 1か

ら2のグリッドを設定した。

北遺跡第 2次調査地点は、標高が12～ 13mで、西

2.検出された遺構
(1)土 墳
第136号土墳 (第156図 )

検出された土娠は1基のみであった。C-2グリ

ッドに位置し、長径1。4m×短径1。06mで、深さ0■3

(2)溝 (第156図 )

第 1号溝

C-2～ H-2グ リッドにかけて検出された。調

査区の東壁に沿って南北に走り、D-2グ リッドで

第 2号溝と接している。H-1～ 2グ リッドで再び

第 2号溝と接し、南側では明確な立ち上がりが検出

できない。主軸方向はN-2° 一W、 幅0。46m、 深さ

0.4mである。遺物は出土しなかった。

第 2号溝

D-2グ リッドで第 1号溝から分かれ、南にむか

って第 1号清と並行している。第 1号溝よりも幅広

いが、補修のため、部分的に掘り返されたようであ

る。主軸方向はN-2° 一W、 幅1。Om前後、深さ0。35

mである。

第 3号溝

D～ F-1～ 2グリッドで検出された。第 1～ 2

に向かって緩やかに傾斜している。調査は、重機に

よって表土などを除去した後に、人力による遺構確

認を行った。その後、遺構精査の進捗にともない、

適宜写真撮影・測量などによる記録を作成しながら

調査を進めた。

今回の調査で検出された遺構は、土娠 1基、溝跡

5条、ピット4基である。縄文時代の遺構は検出さ

れなかったことから、北遺跡の縄文時代集落の西限

が確認できたことになる。

mである。覆土や形態から見て、中世以降の所産で

あろう。

号溝に並行し、北側が調査区域外に伸び、南側は

F-2グ リッドで収束している。主軸方向はN一

2° ―W、 幅1。2m、 深さ0.3mで ある。遺物は出土し

なかった。

第 4号溝

北西側に伸びるD～ F-1グ リッドで検出した。

調査区域に限定され、範囲などは不明。他の溝と並

行すると思われる。主軸方向はN-2° ―W、 幅0。46

m、 深さ0。27mである。遺物は出土しなかった。

第 5号溝

A～ C-2グ リッドで検出した。調査区に並行す

る溝で、北側は調査区域外に伸びている。主軸方向

はN-5° ―E。 幅0。Mm、 極めて浅い溝である。遺

物は出土しなかった。
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第25表 北遺跡第 2次調査土墳・溝跡計測表
土渡番号 所在グリッド 長径 (cm) 短径 (cm) 深度 (cm) 主 軸 方 向
S K 136 C-2 140 106 13 N-4° ‐W
SDl
SD2
SD3
SD4
SD5

D・ EOF・
E・ F・ G-2

D・ E・

D・ E

G・

H・

F‐ 1

‐1

C‐2

H-2

D I・ J‐1

A B

5400

6100

1800

1000

1550

46

104

120

46

64

43

35

26

27

6

N¨ 2°―W
N-2° ‐W
N¨ 2°―W
N-2° ‐W
N‐ 2°―W
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Ⅲ 調査の成果と課題

1.縄文時代早期条痕文期の住居跡について

戸崎前遺跡や薬師堂根遺跡の数回にわたる発掘調

査で、縄文時代早期条痕文期の住居跡が 8軒発見さ

れた。縄文時代早期の住居跡は大変貴重な発見であ

るとともに、その検出が大変難しく、遺構の構築も

しっかりしていないものが多いことを特徴とする。

特に、住居跡認定としての必要条件である炉の存在

は不明瞭なものが多く、その他遺構のプランは明確

にし難いことが一般的である。

そのような条件の中で、今回の報告で 5件、前回

の1998年の報告 (水口1998)で 3件が住居跡として

認定された。個々の住居跡を再検討し (第 157図 )、

県内における類例 (第 158・ 159図 )との比較検討を

行い、発見が特筆される大型住居跡については、他

県の類例 (第1600161図 )との比較検討を行うこと

とする。

(1)戸崎前遺跡・薬師堂根遺跡の早期住居跡

戸崎前第96号住居跡 (2004)

プランは不明確であるが、隅丸方形もしくは楕円

形を呈するようである。調査範囲内では長径4。 6m、

短径3。5mを測り、掘り込みは浅い。柱穴は各コー

ナー近くに存在するものと思われ、中央部やや東寄

りに炉が位置する。遺物は炉内より子母口式から野

島式の古段階にかけての土器が出土しておりで、遺

構の構築時期もその時期に比定される。

戸崎前第113号住居跡 (2004)

長径が現存で1233m、 短径3.96mを測る大型住居

跡である。南側半分は柱穴と思われるピットが集中

し、明確ではないが桁行側に並列する対ピット構造

を想定できる。北側は中央部やや西側に列状のビッ

トが並ぶ。東側のビット列が未検出の場合も想定さ

れるが、中央部長軸上列状ピットの系譜も想定され

る。また、ピットの集中する南半分が住居跡で、北

側が掘り過ぎの可能性もある。炉が検出されないこ

とも否定的な要因となるが、遺物が遺構内全体に分

布することやピットの配列等から、大型住居跡のロ

ングハウスとして把握した。長楕円形のプランが特

徴的で、遺物は野島式終末期の土器群が出土してい

る。

戸崎前第97号住居跡 (2004)

長軸の西側一辺が調査区外にあたるが、長方形を

呈する大型住居跡で、長軸 10。 2m、 短径5。02mを測

る。壁柱穴が一周し、確定的ではないが桁行方向に

並列する6本の柱穴が想定される。炉は確認されて

いない。長軸の南端では0。2m程のしっかりとした

掘り込みを持ち、遺物も全体から出土するため大型

住居跡として把握した。ロングハウスの影響を受け

た、ビッグハウスという様相である。野島式最新段

階から鵜ガ島台式までの土器群を含んでおり、本住

居は鵜ガ島台式期の所産と推定される。

薬師堂根第45号住居跡 (2004)

長方形住居跡の 2コ ーナーが調査区外にあたるが、

全体形を知りうるもので、長径7。25m、 短径6。2mを

測るやや大形の住居跡である。炉は中央部の南壁側

寄りに位置し、壁柱穴は一周する。桁行側に並列す

る6本主柱構造と思われ、鵜ガ島台式土器が出土す

る。本住居も鵜ガ島台式期の所産と推定される。

薬師堂根第47号住居跡 (2004)

住居跡の約半分が調査区外にあたり、壁がどの程

度伸びるかは不明であるが、長方形のプランを呈す

るもので、調査範囲内で長径7.5mを測る。第45号

住居跡と同様の大形の住居と思われるが、両者は約

∞m離れている。炉は検出されず、壁柱穴はまばら

に廻る。壁内側に主柱穴らしきものが存在するが、

間隔が開いている。遺物は条痕文のみ施文するもの

で、時期不詳であるが、その特徴からおよそ鵜ガ島

台式に比定されよう。
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薬師堂根第18019号住居跡 (1998)

1998年度に報告された住居跡で、 2軒が重複して

いる。切り合いから第18号住居跡が新しく、長径

4.9m、 短径4。 lmの隅丸長方形を呈し、第19号住居

跡は長軸が直交し、長径5。5m、 短径3。6mの隅丸長

方形を呈する。両住居跡とも炉は不明で、壁柱穴は

確認されない。第18号住居跡は 4本柱に長軸上の 2

本柱を加えた 6本主柱と思われ、第19号住居跡は主

柱が不明である。遺物は第18号住からは野島式最新

段階の土器群が、第19号住からはやや古相を帯びた

土器群が出土していることから、重複関係と矛盾し

ない様相を呈する。

薬師堂根第20号住居跡 (1998)

ほぼ長方形の住居跡で、長径5■4m、 短径3。3mを

測り、桁行側に列状のピットが並び、並列してピッ

トが存在した可能性が高い。時期を判別する遺物は

出土していないが、条痕文の特徴や、口唇上の刻み

の特徴から、野島式終末から鵜ガ島台式に比定され

る土器群が出土している。

戸崎前遺跡と薬師堂根遺跡は綾瀬川方向の東に張

り出す谷を挟んで並列する舌状台地上に位置し、約

350mの間隔を置いて対峙する遺跡群である。両遺

跡とも、野島式終末から鵜ガ島台式期の住居跡が発

見されていることから、同時期並存の可能性が高い

遺跡群である。時期の異なる移動集落であるとして

も、大型住居を構築する集落と、周辺地域の遺跡群

とのセトルメントの把握は、移動を専らとする集団

としてのイメージの強い条痕文期の居住様式の解明

に欠かせないものである。本遺跡例がその一端を垣

問見せている可能性もあることから、大胆な推測を

も導入して、その可能性を探ってみたい。

上記において、これまでに発見された 8軒の住居

跡の特徴を検討してきた。少ない例ではあるが、等

地域における幾つかの特徴を、以下の様に指摘する

ことが可能である。

①子母口式から野島式の古段階にかけての住居は、

楕円形かもしくは隅丸方形の小形を呈し、ピットが

散在する。

②野島式の新段階で長楕円形のプランで並列ピット

構造を持つ大型住居のロングハウスが存在する。

③野島式終末から鵜ガ島台式にかけて、住居のプラ

ンが長方形化し、壁柱穴が廻るようになる。

④鵜ガ島台式の段階で、やや大形の住居と構造的に

類似し、ロングハウスとの中間的な様相を持つ大型

住居 (ビッグハウス)が存在する。

⑤野島式の終末から鵜ガ島台式にかけての段階で、

住居の検出例が飛躍的に増加する。

さらに要約すると、古い住居は楕円形で、新しく

なるに連れて長方形になる傾向を指摘でき、当地域

で大型住居が出現する段階では、すでに並列ピット

構造のロングハウスとして出現している。

(2)県内の条痕文期の住居跡との比較

県内で検出されている条痕文期の住居跡と、これ

等の特徴を比較検討してみる。大型住居跡に関して

は戸崎前遺跡が初見であるため、後に他県との比較

において触れる。

まず、県内では子母口式期の良好な住居跡は検出

されていない。そのため代表例として、第159図下

段にその時期の住居とされる千葉県市原市新井花和

田遺跡 (牧野2001)の第38039号住居跡、茨城県守

谷町今城遺跡 (和田1981)第 10号住居跡を挙げた。

両遺跡とも子母口式期の良好な集落で、同形態の住

居が多く検出されている。新井花和田遺跡は小形円

形もしくは楕円形住居の典型例で、同一集落内に方

形の住居跡は存在しない。また、今城遺跡は長方形

住居の典型例で、同一集落内に円形もしくは楕円形

の住居跡は存在しない。両形態の住居跡は子母口式

の典型例とされているものであるが、両者が存在す

るとすれば形態の差異は系統差と考えられる。また、

子母口式期の今城遺跡の長方形住居が鵜ガ島台式期

の戸崎前遺跡第45号住居跡と近似した様相であるこ

とも考慮しながら、県内の類例との検討を行う。

戸崎前遺跡第96号住居跡が、新井花和田遺跡の円

形住居跡と類似することは言を待たない。県内で野
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島式期の集落遺跡として著名な岩槻市諏訪山遺跡

(横川1971)では、およそ野島式中段階以降の住居

跡が検出されており、そのプランは楕円形を主体と

して不整形が多い。第158図に例示した住居跡は単

独で整然とし、楕円形のプランを特徴とする。ピッ

トも散在しているが、長軸上に棟持状ピットが存在

する。時期は野島式中段階以降に比定されよう。

また、野島式中段階の土器群を出土した浦和市明

花向遺跡A区第 1号竪穴 (金子1984)は 、住居跡と

しての付属施設がなく、不整形の楕円とも長方形と

も判断のつかぬ形態である。

嵐山町金平遺跡 (植木1980)では野島式終末期の

住居跡3軒が、重複した状態で検出された。プラン

は楕円形を呈し、炉穴と重複するが、明らかな地床

炉を持ち、土器を多量に出土した。しかし、 3軒の

時期差は、出土土器からでは判断されない。

上尾市天沼遺跡 (赤石1984)は不整形の竪穴状の

住居跡が検出されており、野島式最終末の土器が出

土している。住居跡であるとすれば、楕円形のプラ

ンが想定される。

鵜ガ島台式期では上尾市殿山遺跡 (山崎1991)で

長方形状の住居跡が検出されている。また、同市内

の稲荷台遺跡 (大屋2000)では方形で壁柱穴の廻る

住居跡が、 2軒重複して検出されている。また、同

市畔吉遺跡 (小宮山1994)でも鵜ガ島台式期の住居

跡が検出されているが、全体形は不明である。

以上、少ない類例からの検討ではあるが、野島式

から鵜ガ島台式にかけての時期に、住居跡数が飛躍

的に増加し、戸崎前遺跡での検討と同様に、住居跡

の形態が方形化していく様相が窺われた。また、子

母口式期の住居跡もしくは野島式古段階の住居跡は

検出例に乏しく検討に値しないが、広範囲に見渡し

ても今城遺跡に見られる長方形で壁柱穴の廻る例は

例外的と言わぎるを得ない。ここでは、将来的に長

方形住居跡が検出されることを期しながらも、今城

遺跡の住居跡形態に疑義を呈して置きたい。しかし、

出土土器が子母口式であることに対しては、異論が

ないところである。

(3)野島式期の大型住居跡について

戸崎前遺跡からは、野島式期と鵜ガ島台式期の 2

軒の大型住居跡が検出された。この大型住居は、一

般的な住居の時間的な構造変化と同様に、楕円形か

ら長方形へ、また、壁柱穴を持つ構造へと変遷して

いることが認められる。しかし、基本的にはロング

ハウスとしての並列柱穴構造を踏襲するもので、鵜

ガ島台式期にビッグハウス的な折衷形態が出現する

ものと認識された。県内では該期の大型住居跡の検

出例は無く、検出例の多い房総方面との比較検討が

必要となる。条痕文期の大型住居については高橋誠

氏が城山ノ作遺跡の報告 (高橋2002)で、類例を集

成し、詳細な検討を加えている。ここでは集成され

た類例を基に、戸崎前遺跡例との比較を行い、特に

野島式期の大型住居について検討する。

高橋氏によれば、長軸 8m以上の住居跡を大型住

居と認定した場合、千葉県内において15遺跡25棟の

大型住居跡が確認されているという。内、沈線文期

の 2棟を除くと、23棟が条痕文期となる。また、15

遺跡の中で報告されているのは 7遺跡のみであり、

全体を検討するには時期尚早の感があるものの、出

土遺物などから野島式期に認定される4棟 (第 160

図)について比較検討したい。

子母口式段階の大型住居の実態が不明瞭である以

上、推測に頼らぎるを得ないが、野島式でも古段階

の土器群を出土する城山ノ作遺跡第 2号住居跡 (高

橋2002)が、条痕文期の最も古い段階の様相を示し

ているものと判断される。この住居の柱穴配置は不

規則ではあるが、ほぼ中央部の短軸上に並列する対

ピットが特徴的である。その他、桁行側に並列する

ピットを探し当てることも可能であるが、およそ中

央部長軸上にピットが散在している傾向を指摘でき

よう。この中央部短軸上対ピットは大網山田台遺跡

M4第 206号住居跡 (青木1994)に見られ、さらに

同住居には長軸上に棟持柱状の対ピットが存在する。

従って、城山ノ作遺跡第 2号住居跡と大網山田台遺
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跡間 4第 206号住居跡は、基本的に類似する主柱構

造を持つものと思われる。

その観点から、戸崎前遺跡第113号住居跡を見る

と、中央部短軸上に並列する対ピットが存在してい

る。また、北側部分に長軸上列状ピットと、棟持柱

状ピットも存在する。さらに、先にも分析したよう

に、南側部分では明確ではないが並列する対ピット

構造も想定できることから、戸崎前遺跡第113号住

居跡は、城山ノ作遺跡第 2号住居跡や大網山田台遺

跡ヽ 4第 206号住居跡と共通する構造と、桁行側並

列対ピット構造とを持ち合わせている折衷的な構造

の住居であると理解することが可能である。

さらに、その推論を補強するために、住居の時間

的な推移を検討すると、城山ノ作遺跡大 2号住が野

島式の古段階であることは明らかであるが、大網山

田台遺跡M4第 206号住居跡出土土器の時間的位置

付けが難しい。刻みを施す隆帯が垂下するのみの文

様構成は時期比定が難しく、ここでは野島式の後半

期に位置付けられるものと仮定したい。となれば、

城山ノ作遺跡第 2号住居跡→大網山田台遺跡ヽ 4第

206号住居跡→戸崎前遺跡第113号住居へという時時

間的な流れとともに、住居構造も中央短軸上対ピッ

ト及び長軸上列状ピット構造の成立→確立→桁行側

並列対ピット構造への変化という時間的な変遷と符

合することとなる。そして、野島式から鵜ガ島台式

への変遷期に、住居構造が桁行側並列対ピット構造

のいわゆるロングハウスが確立する様相を指摘でき

る。戸崎前遺跡第113号住居跡はまさにその渦中の

様相として捉えられるのであるが、桁行側並列対ピ

ット構造のロングハウスが内在的変化として先の変

遷上に出現してきたのか、外来的な要素として受け

入れられて成立したかは明確にし得ない。戸崎前遺

跡第97号住居跡のように一般的な住居跡を大きくし

たような大型住居が存在することも、その両者の可

能性があることを示唆している。

さらに、条痕文期より古い時期の沈線文期では、

高橋氏も注目した青森県中野平遺跡第105号住居跡

(三浦1990)が特徴的な様相を示している。本住居

跡は長径 12。5m程の長方形に近い長楕円形を呈し、

中央部長軸上に列状にピットが並ぶ構造である。こ

の長軸上の列状ピット配置が祖型となり、城山ノ作

遺跡第 2号住居跡と大網山田台遺跡ヽ 4第 206号住

居跡の長軸上列状ピットヘと系譜的に継承され、さ

らに戸崎前遺跡第113号住居跡へと残存的に継承さ

れるのであれば、時間的な流れと系譜関係は符号す

ることになるのである。

他の野島式期とされた大型住居跡である駒込遺跡

第10号住居跡 (村山1986)は、時期も判定しきれず、

方形プランで柱穴も壁柱穴状を呈する。総合的に判

断すれば、野島式の新段階もしくは鵜ガ島台式に近

い位置付けを想定できよう。大網山田台遺跡m2第

020号住居跡は鵜ガ島台式に近い土器が出土してお

り、桁行側並列対ピット状構造が推定される。

さらに、野島式期以外で条痕文期とされているも

の (第 161図 )を検討すると、大網山田台遺跡ヽ 3

第251号住居跡が、最古段階の沈線文期に比定され

ている。出土遺物が少なく時期比定が難しいが、プ

ランが長楕円形で、柱穴配置が長軸上の列状とも桁

行側並列対ピットとも推定され、不確定要素が多い。

また、草毛Ⅱ遺跡 (越川1991)では、未報告である

が田戸上層期の大型住居跡が検出されており、プラ

ンが長方形で、長軸上列状ピット構造であると紹介

されている。東北地方沈線文期の柱穴配置構造と類

似するものであるとともに、子母口式期における長

方形住居の存在の可能性を期している所以ともなっ

ている住居である。石揚遺跡第017号住居跡 (安井

1994)は、報告書では前期に位置付けられており、

出土した条痕文土器は流れ込みと解釈されている。

条痕文期の大型住居であるとしても、出土土器から

ではその時期を特定できない。柱穴配置は中央短軸

上対ピット及び長軸上列状ピットの構造と看倣すこ

とも可能であり、城山ノ作遺跡第 2号住居跡に類似

する。プランが長楕円形を呈することから、野島式

期の前半段階の所産であるとすれば、好都合の資料
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である。奥房台遺跡第31号住居跡 (簗瀬2001)は概

報段階で詳細は不明であるが、長軸上列状ピットと

左右に振り分けられるピットが存在し、中央の対ピ

ットは不明瞭であるが、類似した構造と捉えられる。

以上が、構造上野島式期に位置付けられるであろう

と推定される大型住居である。

一方、房総方面で明確な鵜ガ島台式期の大型住居

は不明瞭であるが、茅山下層式期では飛ノ台貝塚 4

次第 4号住居跡 (中村1999)、 茅山上層式期では草

刈六之台遺跡第838A・ B号住居跡 (白井1994)が

挙げられている。飛ノ台貝塚 4次第 4号住居跡は桁

行側並列対ピット構造が確立しており、プランも長

方形状である。草刈六之台遺跡第838A・ B号住居

は報告書では 2軒の重複したものとして報告されて

おり、大型住居として認定されるかどうか疑わしい。

さらに、これ等の大型住居が何棟かで集落を構成

している遺跡に、台阿らく遺跡 (越川1991)と諏訪

台遺跡 (浅利1988)が ある。台阿らく遺跡では、長

軸上列状ピットを有する長楕円形の大型住居 3棟が

検出されており、 2棟が同軸方向に並列し、 1棟が

軸方向を90度違えて構築されていた。未報告であり、

詳細は不明であるが、住居の構造上から判断して野

島式の前半段階の所産であることが想定される。

また、諏訪台遺跡では長台形状の大型住居が 8棟

検出されており、高橋氏は桁行側並列対ピット構造

を推定している。やはり、長軸方向を異にする住居

が存在するため、何時期かに亘る継続集落と考えら

れる。未報告のため詳細は不明であるが、氏が推定

するように住居跡のピット配列が明確な桁行側並列

対ピット構造であるとすれば、今まで述べてきた理

由から、鵜ガ島台式以降に比定される大型住居の集

落であることが推測されるのである。

戸崎前遺跡の大型住居を視点に、房総方面の大型

住居との関連を検討してきた。戸崎前遺跡は下総台

地に隣接している大宮台地に位置するからこそ、条

痕文期の大型住居の分布圏に含まれ、大型住居の構

造も類似するものと思われる。今後、大宮台地にお

いてさらなる大型住居の検出が期待されるのである。

縄文早期における大型住居跡は、炉など明確な住

居付属施設を持つものを除けば、不明瞭な輪郭を調

査し、結果的に大型住居跡になったものが存在する

可能性も否定できないであろう。実際、戸崎前遺跡

の大型住居跡もその例に漏れず、積極的に大型住居

として認定される根拠に乏しいものである。それを

前提とした上で、検討を加えてきた訳であるが、早

期の大型住居の研究は、その真偽の検討も重要な課

題であるが、まずは、類例の希少性から、現在様々

な可能性を検討する段階にあるものと思われる。ま

してや、上屋構造やその機能および意味については

さらに踏み込んだ解釈を必要とするため、軽々には

検討不可能である。しかし、様々な可能性が提示さ

れ、類例の増加とともに、可能性が絞り込まれて、

実態の把握へと繋がることが望ましいと考える。そ

の意味では、戸崎前遺跡の大型住居と認定した遺構

は、多くの情報を提示している。また、それをどの

様に読み込むかは、分析者によって異なるものであ

り、また別の見方も存在するはずである。狭い見識

から推論を重ねて検討を加えてきたが、可能性の一

端をも掘り起こすことができたのであるとすれば、

報告者としての責務を果たせたことになろう。

紙数の制限もあり、土器群の変革期との関係につ

いては触れ得なかった。高橋氏が指摘するように、

条痕文系土器群の成立期、特に野島式の成立期と鵜

ガ島台式への変遷期に大型住居が確立、変容する点

について大きな意義を認めて置きたい。野島式の成

立には各地域の系統要素が糾合されていることを論

じた (金子2000)が、その基幹の一つに東北地方沈

線文系土器群に脈々と受け継がれてきた要素を指摘

した。それらの関係性からみても、住居構造への東

北地方からの系統性も十分想定されるところである。

また、住居構造にも様々な系統性が看守されるもの

と推測されるが、それらについては稿を改めて論じ

たいと考えている。
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2.原遺跡の集落変遷

原遺跡は今回報告分を含め、既に 7次にわたる発

掘調査が実施されている。未調査部分を多く残すも

のの、おぼろげながら中期集落の様相が明らかにさ

れつつある。ここでは、今までの調査成果を総合し、

集落変遷を迪ってみることとする。

第157図は、原遺跡の遺構群を時期別に区分した

ものである。時期決定に当たっては、概ね1997年度

に報告された土器編年に準拠した。

原遺跡の南側は、南側に綾瀬川に注ぐ支谷に面し

た台地上に形成されている。遺跡内では谷地形が検

出されており、これが各時期の遺構配列に意味をも

っていた可能性がある。

第 1段階とした住居跡は、阿玉台Ⅱ式に並行し、

原遺跡における集落形成の開始期にあたる。第22号

住居跡が該当し、第97号住居跡もこの時期の可能性

がある。谷の西側に位置し、集落全体でみるとほぼ

中央部分に相当する。原遺跡の対岸にある北遺跡で

も、この時期の土娠が検出されている点は、集落形

成段階において既に有機的な関連性があることを示

していると考えられる。

第Ⅱ段階は井戸尻正式から丼戸尻Ⅱ式に相当する

時期に当たる。このなかで、井戸尻正式期の住居跡

は、第 1次調査第 3号住居跡、第 7号住居跡、及び

第99号住居跡で、井戸尻Ⅱ式段階が、第13号住居跡

下層、第96号住居跡で、第99号住居跡覆土出土土器

の大半がこの段階のものである。

第 1次第 3号住居跡は阿玉台Ⅲ式を出土しており

隆帯上の整形手法などにか次期に通ずる手法が認め

られる。第 7号住居跡の炉体土器もこの時期と判断

した。

井戸尻 I式からⅡ式にかけての住居跡は、谷地形

の西側に展開しており、第 1次調査の第 3号住居跡

が南端にあたる。おそらく、ここで形成された住居

域の配置が、後続する第Ⅲ段階、第V段階、第Ⅵ段

階の居住域を規制していたと考えることもできるだ

ろう。

第13号住居跡は、掘り込みが深く、覆土内の資料

が間層を挟んで新旧 2時期に区分されている。下層

がこの段階で、上層資料は第Ⅳ段階である。第 7次

調査資料は大半がこの段階の資料で、阿玉台Ⅳ式に

並行し、中峠式や三原田式、焼町土器の出現期にあ

たる段階と考えられる。

第Ⅲ段階は、加曽利 E式の出現期にあたる段階で

ある。関東西部では多喜窪タイプが顕現すると同時

に、東関東から北関東方面では中峠式、北関東地域

の三原田式、焼町タイプなどのやや新しい土器群が

視野に入る段階である。基準とした加曽利 E式の最

も古い土器は、勝坂的色彩を色濃く残す土器群であ

る。原遺跡では未調査区域を残すために、あくまで

も想定にすぎないが、この時期の住居配列も原則と

して第Ⅱ段階の範囲を超えることはないようである。

第Ⅵ次調査では、この時期の土頻と掘立柱建物跡も

検出されていることからみても、同様の建物跡は、

住居域を同じくする第Ⅱ段階以降・第Ⅲ・V・ Ⅵ段

階のものが存在する可能性が考えられる。土娠や掘

立柱建物跡は、恐らく住居のやや内側に形成された

のであろう。第99号住居跡は、炉体土器が第Ⅱ段階

で、覆土中の資料がこの段階に比定される住居跡で

ある。

対岸の北遺跡第50号住居跡は、原遺跡の第21号・

24号・25号住居跡とともに型式学的には加曽利EI

式最古段階の資料を含み、時期的に下降する可能性

もあるが、関東西部・下総方面を対比すると、この

段階に含まれ、東関東的な色彩が強い土器組成とし

て、原遺跡とは背景を異にするようである。

第Ⅳ段階は、加曽利E正 式の古い部分で、いわゆ

る確立したE正 式段階とも言い換えられる時期の住

居跡である。かつて、前段階を含めて加曽利E正 式

古段階を設定してきたが、上記の経緯から区分して

考えるべきであろう。
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第 I段階から第Ⅲ段階にかけての住居域が、谷地

形の西側に展開していたのに対し、この時期では一

転して谷地形を取り囲むように住居が配置されてお

り、それまでと集落配置が相違することは明らかで

ある。

第V段階は加曽利E正 式の新しい時期に相当する。

加曽利E正 式の古い部分とは遺構配置を異にし、そ

れまでの住居域に戻っているようにもみられ、第Ⅱ

段階とほぼ等しい範囲に住居が散在している状況で

あるが、部分的には近接した範囲で同時期と考えら

れる住居跡が検出されていることから、比較的短期

間に建て替えが行われた可能性を示している。また

この部分は、後続するⅥ期以降に住居跡が集中する

部分でもある。特にこの段階の集中区域は第Ⅲ段階

の住居配置よりも内側に形成されていることに注目

したい。

第Ⅵ段階は加曽利 EⅡ 式の古い部分に相当する段

階である。この時期の住居跡も谷地形の西側に展開

しているが、調査範囲で検出された最北端にあたる

第 2次調査第12号住居跡や、最西端の第 4号住居跡

の存在に見られるように、住居配置がそれまでと比

較して大きな広がりを示している。住居跡内からの

出土遺物に恵まれ、時期が確定した住居跡が多いこ

とも特徴である。もっとも、全体でみると住居跡の

密度は、さほど濃密とはいえない。第 6次調査区域

と接するAN～AP-15～ 17グ リッド間ではやや住居

跡が集中する傾向が見られるが、この範囲以外では

第V段階と同様に密度は希薄であった。もっともこ

の範囲には時期が確定できなかった住居跡や土娠が

数多く存在するため、前後の時期での有機的な関係

を把握することが難しい。

第Ⅶ段階は加曽利 EⅡ 式の新しい部分で、連弧文

土器を伴出する段階である。第 1次調査第13号住居

跡は、第Ⅲ段階相当が混在しており、扱いが難しい

が、この段階に相当するとすれば、住居跡の配置は

前段階とは再度様相を変え、谷地形を挟んで調査区

域全体に散漫な広がりをもっていることになる。こ

の段階で、谷の西側を中心にした環状集落の形態が

崩れてきたことがわかる。

第Ⅷ段階は磨消縄文を特徴とする土器群で、加曽

利 EⅢ式の古い部分に相当する段階である。住居域

は同様に谷地形の西側に 3軒の住居跡が散見するの

みで、原遺跡ではそれまでの集落形成が、この段階

にいたって急速に分散化していった傾向が窺える。

今回報告した戸崎前遺跡や薬師堂根遺跡では、この

時期の住居跡が発見されている。向原遺跡でもこの

時期の住居が報告されているほか、戸崎前遺跡では、

前回報告の資料を総合すると、この時期を主体とし

た遺跡であり、原遺跡での住居数の縮小化と周辺遺

跡での出現とが歩調を合わせているようである。対

岸の北遺跡でも、調査範囲が環状集落の西縁に限ら

れているとはいえ、この傾向が窺える。

第Ⅸ段階は中期末様から後期初頭を含む段階であ

る。 4軒の住居跡が検出されているが、住居域は前

段階とほぼ同じ範囲といえる。

谷地形の東側で検出された土塘は、遺物も少なく

時期決定が難しいが、この中には堀之内正式期の土

娠が存在する。同時期の住居跡は、原遺跡では未検

出で、わずかに戸崎前遺跡で検出されたに過ぎない

ことを付け加えておきたい。

原遺跡の住居変遷について簡単なまとめを行った。

中～後期の遺構が分布する範囲は約100～ 120m程度

であり、最終的な姿は、比較的規模の大きな環状集

落ともいえる。しかし、各段階での住居配置には規

模の大小や占地のズレなどが認められており、住居

間の前後関係に微妙な時期差が介在するとしても、

特に勝坂式末葉から加曽利 EⅢ式期にかけては、中

央に土娠や掘立柱建物跡を配した、計画的な住居配

置を想起させる。今後、調査が進展することを期待

して、事実関係の記述に留めたい。
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3.原遺跡出土土器について

1 加曽利 EI式前後の土器群

今回の調査で検出された 8軒の住居跡のうち、出

土土器から時期が明確となるのは、わずかに3軒に

過ぎない。このうち、第96号住居跡と第99号住居跡

から出土した土器組成は、勝坂式から加曽利 E式に

移り変わる境日となる土器群であった。

既に触れたように、原遺跡は今回の調査で既に 7

次を数えており、 6次までの調査部分については報

告書も刊行されている (細田 1985、 村田 1997、

黒坂 2001)。 ここでは、今までの調査成果を加味

するとともに、対岸に位置する北遺跡の資料を併せ

て、この時期の土器群に関して、簡単にまとめてみ

ることにしたい。

第163図に今回の調査で出土した第96号・99号住

居跡出土土器を中心に、前後の時期と考えられる既

報告の第 1次調査 3号住居跡、及び第 5次調査13号

住居跡、北遺跡第50号住居跡出土土器を掲載した。

原遺跡では、今までの調査区域と出土土器からみ

て、おおよそ阿玉台Ⅱ式段階から集落が形成され始

めることが判っている。続く阿玉台Ⅲ式段階でも住

居跡の軒数は極めて少なく、第158図 1～ 3に示し

た第 1次調査第 3号住居跡出土土器群、及び藤内 I

式段階とされた第 7a号住居跡の 2軒だけである。

今回問題とされるのは、第13号住居跡下層、第96

号 099号住居跡と第13号住居跡上層出土土器群にみ

られる組成とそれらの時間的な前後関係である。

第158図 5～ 10が第13号住居跡下層出土土で、同

図11～ 21が第99号住居跡、22～25が第96号住居跡出

土土器である。

第13号住居跡出土土器は、 5～ 6の ように、日縁

無文部幅が広く、下方から巻き上がる渦巻文や、 6

のような大木 8a式 と関連する横 S字状文の土器と

共に、左右非対称突起の系統をもつ円筒系の土器や、

同じ文様構成で鉢形の 8がある。 9の交互刺突文と

渦巻文が配されたモチーフは、浅鉢形土器の回縁部

や胴上半部に多用されており、円筒形の深鉢形土器

では縦位区画内や、主文様間の充填文としても採用

されている。東関東では、勝坂色の強い、中峠式と

される幅狭い口縁部をもつ土器では、口縁部の眼鏡

状突起間に施文される主要なモチーフのひとつとな

っている。

第99号住居跡出土土器のうち11は炉体土器で、胴

下部が欠損しているが、文様形態等から、阿玉台Ⅲ

式並行期と見られる。

12～ 21は全て覆土内から出土した土器群である。

12は口縁部が強く張る4単位波状のキャリパー形土

器で、隆帯区画間に鋸歯状と楕円文を組み合わせた

隆帯文で文様構成された土器である。文様構成は第

6次AQ-15グ リッド土器集中区出土土器に等しい。

13は非常に幅の狭い口縁部文様帯の土器で。器形は

阿玉台式を想起させる深鉢である。ほとんどの資料

が後述する台耕地 (I)遺跡第34号住居跡の範疇に

含まれる組成と考えられるが、覆土内からは、小破

片ながら加曽利EI式古段階の資料もあることから、

17のような資料が、型式学的にみて下る可能性があ

る。

第96号住居跡出土土器も第99号住居跡と同じよう

な様相を示し、円筒形の22～23の資料と、24のいわ

ゆる多喜窪タイプとされる土器を含む組成である。

24はタイプが異なる土器で、第99号住居跡12に類似

し、狐塚遺跡第 3号住居跡 (服部 1971)に も近い

様相をもった土器といえよう。25の資料は隆帯が沈

線に置き換えられた文様である。隆帯文では十字状

のモチーフをもつ土器がしばしば認められる。まま

上遺跡第 5c号住居跡 (金子 2001)、 行司免遺跡

第296号住居跡 (植木 1988)、 膳棚遺跡第12号住居

跡 (岩井ほか 1970)で出土しており、後述するよ

うに、加曽利E正 式出現期と絡む土器である。

隆帯の沈線化には、大木式の影響を考慮すべきで

あろう。
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第163図24に類似した資料には、関東西部で加曽

利E正 式古段階の資料を伴い、多喜窪タイプが出土

する組成に酷似した資料がある。松ノ木遺跡第30号

住居跡出土土器 (荒井ほか 1980)には、円筒形の

胴部で回縁部がラッパ状に開く、加曽利E正 式古段

階の土器を伴っていることからも、時期的に下がる

可能性があるといえる。

原遺跡は、加曽利E正 式古段階の良好な一括資料

にも恵まれている。27が第24号住居跡、28～31が第

21号住居跡出土土器、32～35が第25号住居跡出土土

器である。27～29はいずれも背割れ状の隆帯によっ

て横 S字状の連接からなる文様構成で、たとえば第

13号住居跡下層出土の 6に、系統的にも後続するこ

とは明らかである。第25号住居跡はまた組成や系統

が異なっており、32は器形では13か らの連続性がう

かがえるものの、回縁部文様は 9の省略とみられる。

胴部文様は円筒器形の系統にある34と 同様に大木 8

a式系の田の字状文で、岩の上遺跡第24号住居跡出

土土器の組成中に含まれ、時期的にも同じ段階と考

えられる。35に ある無文頚部は個体差と考えられ、

時期区分の示標とはなり得ないことは、この時期前

後の土器群の変遷過程からも明らかである。

原遺跡の対岸にあたる北遺跡第50号住居跡出土土

器 (金子 1987)は、原遺跡とはまた異なった組成

を持つことで注目される。

第160図20～29が北遺跡第50号住居跡出土土器で

ある。22の口縁部文様は第158図28の原遺跡第21号

住居跡出土土器との類似性が強く、この個体につい

ては同時期と考えて差し支えないであろう。原遺跡

出土土器がやや関東西部寄りの様相であるのに対し、

北遺跡第50号住居跡出土土器は、26の三条 1単位の

隆帯による横 S字文の描出手法や27～ 29の土器に見

られる突起や幅狭い口縁部などには、北関東的ある

いは東関東的な様相が窺える。図示していないが、

原遺跡第 1次調査第 8号住居跡出土の炉体土器 (細

田 1985)は、突起の形態が北遺跡第50号住居跡出

土土器の一部と酷似していることから、この段階と

考えられるが、伴出土器や他地域の状況を見ると、

時期的にさらに下降する可能性も考えられる。

20は中峠式を構成する北5研主型とされる土器 (大

村 1998)であるが、三原田式の変遷上に位置付け

られるべき資料で、たとえば二原田遺跡 8-9号住

居跡出土土器 (赤山 1980)と の関連で考えられる

資料であろう。25の土器は連続する鋸歯文間に渦巻

き文と単沈線文が施文された土器で、文様構成は加

曽利E正 式古段階と伴出した、まま上遺跡第 5c号

住居跡 (金子 2001)出土の勝坂系深鉢形土器に類

似し、招曲文前段階に位置することは明らかである。

この文様構成が、第160図 13の子和清水貝塚第240号

住居跡出土土器に酷似している点は重視されるべき

であろう。

第163図36～41が第13号住居跡の上層から出土し

た組成で、原遺跡では他に比較できる資料がない。

38は東関東的加曽利E正 式で、41の曽利 正式を含め、

隣接する花積貝塚 2A号住居跡 (下村 1970)に通

じる組成を示すことから、第21号・24号 025号住居

跡出土土器群に後続する位置づけが与えられる。

ここでは図示していないが、今回の調査で出土し

た第100号住居跡出土土器も、概ねこの段階と考え

られる。

2 周辺地域の様相

原遺跡出土土器のうち、阿玉台Ⅲ段階について比

較してみよう。第 3号住居跡出土土器は偏りが強く

比較素材としての適正さを欠く。隣接する北遺跡で

はこの時期の資料が少ない。隣接地域では下加遺跡

第16号住居跡出土土器が明確である。 2号ピットの

組成は阿玉台Ⅲ式を含み、貫井南遺跡 6号住居跡

(我孫子 1974)、 湯坂遺跡Tl― V区土墳 (海老原

19799、 大谷津A遺跡65号住居跡 (鈴木ほか 1985)

に連なる段階設定が可能で、 4単位大波状口縁と胴

部文様の形態などから、同一段階としての把握が可

能となり、当該地域では、これらに後続する土器群

の把握が問題となる。

-224-



原 1次 3住

原25住

原7a住

判

熙 10

原13住下層

11
15

16

口:.(m(5》 0¬ ′ ｀
~｀

一`/て/18         ~
原99住

用爾 iト

∪』〃L_‐ _ン
20

轟購郡

硼1

21

13

原96住

原21住

26

原 6次AO-15グ リッド
土器集中

原24住

30

35

32 34

仄
て

原13住上層

第163図 原遺跡出土土器

36

-225-

39



南関東ではこの時期以降では、遺跡 0遺構ごとに

変容の幅が大きく、いわば加曽利E正 式出現前夜に

かけての勝坂式の大きな変容期であるともいえる。

かつて、中期の土器群を検討した際に、阿玉台Ⅲ

式併行期を井戸尻 I式、勝坂終末期を井戸尻Ⅱ式と

して時期区分を行った (谷井ほか 1982)。 現在で

もこの段階設定が大きく異なることはないと考える

が、加曽利EI出現期における多喜窪タイプの出現

や勝坂系の残存、北～東関東での焼町・三原田・中

峠式の出現とその後の変遷にかかわる時間的な前後

関係の整合性など、今日においても多岐にわたって

課題が山積している。

第164図 1～ 14の台耕地 (I)遺跡第34号住居跡

出土土器 (鈴木 1983)は、加曽利 E式直前の井戸

尻Ⅱ式段階の土器群である。原遺跡第13号住居跡下

層出土土器に対比される良好な組成をもっており、

勝坂式終末期における、三原田式や中峠式あるいは

焼町土器を語る上での基準資料である。この中には、

日縁が無文で胴部にパネル系区画文を持つ樽形土器

や、口縁部に文様を持つキャリパー形土器、円筒形

土器などがあり、台耕地型や中峠 0地点形に近い土

器が含まれている。口縁部文様には、連接部が渦巻

状に突出するS字状文、単独の S字状文、下方から

巻き上がる渦巻文など多様である。文様構成上では

いわゆる中峠式に関連性が強いと考えられる。これ

らの土器と共に、焼町タイプや阿玉台式などの影響

によって変形した文様構成を持つ土器などがあり、

個体や組成上でも複雑である。原遺跡出土第158図

6が、台耕地 (I)遺跡第159図 8～ 9と 器形を同

じくするものの、文様配置や描出手法に系統差を感

じさせる部分である。

群馬県を中心とする北関東地域では、比較対照と

なる一括資料に恵まれていることから、三原田式の

変遷過程が追及されており (山下 1998)、 台耕地

(I)遺跡出土土器群と対比するとすれば、向吹張

遺跡 J8A号住居跡 (羽鳥 1987)、 三原田遺跡 2‥

33号住居跡や行幸田山遺跡B区 9号住居跡出土土器
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群 (大塚ほか 1987)などが並行期の資料と考えら

れる。

関東西部の同時期と考えられる資料は多いが、一

例として、第164図 15～ 22に貫井南遺跡第 5号住居

跡の資料を掲載した。楕円区画文系の土器や樽型器

形で胴部文様の土器、横 S字状文が勝坂風に変形し

た土器などの組成である。勝坂式土器の胴部文様に

は、第164図 17の胴下部の文様描出があり、台耕地

(I)遺跡第159図 14と 同様に、中峠式や、焼町土器

の古い部分の、充填施文を差し引いた骨格となる文

様構成とも共通する部分がある。

このなかで、口唇部から垂下する鎖状の隆帯をも

つ20は、原遺跡第96号住居跡からも出土しており、

いわゆる多喜窪タイプとされる土器の回頚屈曲部に

しばしば施される鎖状の隆帯と共通する形態をもっ

ている。系譜関係は判断しがたいが、先に触れた十

字状の隆帯文をもつ土器の回唇部や、多喜窪タイプ

の回縁屈曲部に多用されることから、新しい要素と

考えられるが、その時間差は僅少であろう。

行司免遺跡272号住居跡出土土器は、この点で興

味深い組成である。一般的な円筒形深鉢形土器と、

無文の口唇下が球形に張る土器があり、三原田式の

最古段階とされる横 S字を基調とした中空突起を有

する土器とも共通する部分がありそうである。

新宮遺跡第89号土墳出土土器 (恋河内 1995)か

らは、 3点の大型深鉢形土器を含んだ非常に興味深

い土器組成である。第161図 17～ 21が第89号土娠出

土土器である。17は「く」の字状に屈曲する口縁部

と外反する頚部をもつ深鉢で、日唇部には、環状や

横 S字状で 4単位に配置される中空突起をもってい

る。系統関係はひとまず置くとして、湯坂遺跡TI

一V区土墳出土土器の組成中にみられるように、横

S字文は大木 7b式 ～ 8a式古段階に主文様とし

て定着していることから、17の資料は大木式的であ

ると同時に、器形や分帯構成には阿玉台式が、立体

的な装飾には三原田式が、頚部の連接した横 S字文

構成には原遺跡第13号住居跡下層出土土器のような
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タイプが関与したものと考えられる。18は勝坂式終

末に見られる器形で、屈曲した肩部に施文された文

様は浅鉢に特有のものである。19の胴部破片は、台

耕地 (I)遺跡第34号住居跡出土の、第164図 12に

酷似していると同時に、隆帯上に施された縄文には、

阿玉台Ⅳ式との関連が考えられる資料である。

新宮遺跡では、図示した資料以外にも住居跡や土

墳から良好な一括資料が出土している。13号住居跡

から出土した土器群は、外反する幅広い無文部をも

つ樽形の土器を含み、背割れ状の隆帯に刻み目や縄

文が施文された資料がある。主文様間の充填も煩辱

で、第89号土墳に類似した要素も認められることか

ら、第23号住居跡に先行する位地付けが考えられる

が、両者の時間差は僅少であると思われる。なお、

第23号住居跡からは、焼町土器が出土しているが、

組成的にも台耕地 (I)遺跡に後続することは明ら

かである。木曾呂表遺跡第 2号住居跡 (並木 1980)

の時間的な位置をも問題とする資料である。

栃木県や茨城県にかけての関東北東部から東関東

にかけては、阿玉台Ⅳ式と加曽利E正 式をつなぐ土

器群として、中峠式が設定されてきた。栃木県では

寺野東遺跡から中峠式とされる一括資料が報告され

ており、資料的にも充実しつつある。

ところでこの地域では、地理的な状況も反映して

か、阿玉台Ⅳ式と中峠式とが共存する資料は多いと

はいえない。しかしこの状況が直ちに時間差を明示

する訳ではないことは、今までの資料からも推測さ

れるところである。

第166図 8～ 11は、添野遺跡34号土娠出土 (1974)

の一括資料で、 8の阿玉台Ⅳ式と9と 中峠式が共伴

した基準資料として評価されている。10は この時期

にしばしば伴う資料で、 9の器形と文様帯構成を基

準に、大木的隆帯を配したもので、阿玉台的な口縁

部文様帯下端区画の突出傾向との共通性も窺える。

11の資料も、新宮遺跡第89号土墳出土土器を介して

同一段階の組成とみて差し支えないであろう。

寺野東遺跡第333号土墳 (江原 1999)か ら出土

した土器群は多様で、この地域での状況をよく反映

しているように思われる。第165図 1～ 8が同土墳

からの出土土器群である。原遺跡13号住居跡下層出

土の第158図 9と 同様の文様が描かれた土器でも、

4単位の眼鏡状突起を配し、突起間に対向する2単

位の突起を配し、頸部に無文部をもつもの、回唇無

文部から口縁部文様帯に連なる大突起間に、渦巻状

の小突起を配したものなど、突起と器面分割には大

きく2つの傾向があり、第159図23の東町二丁目出

土土器 (濱野 1997)も これらの系譜上にある土器

といえよう。

この土墳から出土した 6の Y字状隆帯は、阿玉台

式の回縁突起部の懸垂文に由来し、口縁部区画が省

略されたものと思われ、阿玉台Ⅳ式との並行関係を

暗示する部分であろう。ただし6にみられるように、

大小を対向する把手の配置には、勝坂的な変形を受

けていると考えられ、この土器が生成された背景が

単純ではないことも物語るものといえる。

第165図 9～ 10は、第443号土墳出土土器である。

口縁部の文様構成充填手法などからみて、概ねこの

段階の資料と思われるが、なお検討が必要である。

関東東部では、大谷津A遺跡第65号住居跡が阿玉

台Ⅲ式段階の基準資料として知られており、伴出し

た大木系の土器には、表出手法は異なるものの、幅

狭い口縁部文様帯に4単位の横 S字状隆帯文を配し

た土器が、湯坂遺跡Tl―V区土娠出土土器と対比

可能な資料と評価できる。実際、阿玉台Ⅲ式とⅣ式

の区分には、個体や技法を中心とすると解釈が難し

い場合も多いが、今回の資料で示した原遺跡第13号

住居跡下層、第99号・96号住居跡出土土器に並行す

る井戸尻Ⅱ式段階を阿玉台Ⅳ式に、先行する井戸尻

正式段階を阿玉台Ⅲ式期と捕らえることで大枠は確

定できるといえよう。第166図14～ 16は塩釜遺跡088

号土娠出土土器 (本田ほか 1979)であるが、15は

楕円区画内に描かれたモチーフから、この時期の一

括資料と判断した。

一般的に、阿玉台Ⅳ式に位地付けられる資料群で

-228-



寺野東S K333

2

13

17

子和清水240住

北50住

32

花積2A住

第 165図 周辺地域の土器群 (2)

藝眈 椰
1          1 28     1            1 29

寺野東S K443

15

14

19

35

″

囃m)
魃胴褥巡=ノ
薔`嘉轟語百‐/40 紐 瘍 43

-229-

4

雖
ヒ」 24



は、大型の把手に比重が高く、日縁部文様帯幅が極

めて狭く、下端区画の隆帯を下方にせり出すことに

よって均衡を保っていると印象づけられる資料が多

い。この点ではいわゆる三原田式や中峠式あるいは

新宮遺跡第89号土娠出土土器などにも共通する部分

があるといえる。また、回縁部文様帯に配置される

文様が、同時期関東西部勝坂式の浅鉢形土器の文様

と共通性が強いことも、文様帯幅が狭いために選択

的に採用された可能性も考えられる。

阿玉台Ⅳ式と勝坂系の様相を色濃く反映した中峠

式が共存関係に乏しい現象は、関東東部地域でも広

く認められるようである。前田村遺跡は、阿玉台Ⅲ

式から加曽利 E式にかけての大規模な集落である。

添野遺跡第34号土頻と対比する部分として、第161

図12～ 13に G・ H・ I区-2862号土娠出土土器 (吹

野ほか 1999)を 掲載したが、このほかにも同時期

の多くの遺構出土資料がある。CODOE区 -1092

号土娠出土土器 (横掘 1997)はやや特異で、阿玉

台式の基本的な文様帯構成をもちつつ、口縁部文様

帯が、把手下で楕円区画を形成する個体があり、槻

木沢遺跡17H炉下ピット出土土器 (海老原 1980)

を通して、いわゆる三原田式へ接近する系譜関係を

暗示するともいえる組成を持っている。実際、阿玉

台Ⅳ式とされる土器には、回縁部に4単位と想定さ

れる突出傾向の強い楕円区画文が配される例が多い

ことは注意すべき現象であろうし、同時に北関東で

の中空突起の作出技法にも、横 S字状と楕円の二つ

のタイプが存在していることからも、大木式を介し

た勝坂式や阿玉台式との系統関係を改めて整理して

ゆく必要があろう。

御城田遺跡第217号土娠出土土器群 (芹澤 1986)

は、阿玉台Ⅳ式、勝坂式、大木 8a式、中峠式など

の組成からなり、添野遺跡出土土器と共に、この地

域での並行関係を明瞭に示す組成である。

御城田遺跡第463号土渡出土土器は、第217号土娠

に後続するものと考えられ、周辺地域の状況をも勘

案する必要があるようである。

阿玉台Ⅳ式では沈線により分割した背割れの隆帯

はほとんど認められないが、中台遺跡804号土坂出

土土器 (吉川ほか 1995)は、部分的にこの手法を

持っており、刻みを施す点など、寺野東遺跡第333

号土坂出土土器と近い印象を受ける資料がある。

鍛冶台遺跡第 7号土頻出土土器 (風間 1993)、

同遺跡第19号土娠出土土器には、寺野東遺跡第333

号土頻出土土器に酷似した資料を含むことから、ほ

ぼ同じ段階の資料と考えて差し支えないであろう。

また、阿玉台Ⅳ式の回縁部にしばしば施される縦位

沈線も、両者の時間的な近似性をうかがわせる部分

である。

村田貝塚出土土器は阿玉台Ⅳ式設定の基準資料と

なった資料 (西村 1984)で、添野遺跡第34号土墳

出土土器に酷似しているが、以上の検討結果からみ

て、加曽利E正 式直前段とE正 式の最も古い段階に

並行する資料が含まれていることは確実であろう。

このような観点から、広義の中峠式とされる土器

には、勝坂式終末である井戸尻Ⅱ式段階に並行する

部分があることは確実である。

ここで問題となる資料が、第166図 11～ 19に示し

た、子和清水貝塚第240号住居跡出土土器 (松戸市

1978)である。この資料には、12のような古いと思

われる要素をもつ土器があり、すべてを同時期と捉

えることにも問題を残しているが、たとえば北遺跡

50号住居跡出土の165図 25と 同図の子和清水貝塚13

の胴部文様、同図北遺跡27と子和清水13の突起の類

似性、原遺跡第13号住居跡下層出土土器を中心とし

た、原遺跡第21号住居跡や北遺跡第50号住居跡との

型式学的距離をみると、子和清水貝塚出土土器と寺

野東遺跡第333号土坂出土土器との時間差を想定せ

ざるを得ない。同様に寺野東遺跡第333号土娠と第

385号 0530号土娠出土土器との差異も問題となろう。

14は阿玉台式の系統上にあると考えられ、一例と

した塩釜遺跡第088号土娠出土の第161図 14と 、器形

や文様帯配置に近似性が伺える資料であるが、組成

から見れば同時期とみなすことには無理があろう。
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また、子和清水貝塚出土の13のように、胴中位で屈

曲する器形は、加曽利EI式に伴うものと考えられ、
19の口縁部文様も、同種の胴部上半のモチーフや、

北遺跡23に近いことからも、蓋然性が高いと考えら

れる。実際、関東東部でも、阿玉台Ⅳ式と加曽利E

正式を除くと、広義中峠式の範疇で捉えられる資料

が多く、この範囲での時間差を想定できる資料が少

なからず存在するように思われる。なお、東関東で

は、子和清水貝塚第55号住居跡や、中台遺跡482号

土墳、718号土嫉出土土器、寺野東遺跡第578号土娠

出土土器のように、交互刺突文をもち、区画内に密

な縦沈線を充填したり三叉文を施文するなど、手法

的に古相の土器群が伴っているが、混在とは考えに

くく、共伴資料などからみても、花積 2A号住居跡

段階まで存続することは確実である。

武蔵野台地にある膳棚遺跡第12号住居跡出土土器

(岩井ほか 1970)は 、炉体が中峠式で、覆土出土

土が勝坂終末期の土器群と捉えてきた。加曽利EI

式を含まないことから、この地域での勝坂式終末を

代表する組成と考えられている。しかし覆土出土土

器に北遺跡第50号住居跡や岩の上遺跡第24号住居跡

と類似する部分があり、総じて前段階の土器群とは

組成が大きく異なっていることは明らかである。炉

体土器の時期に問題は残るが、加曽利E正 式古段階

に下がる可能性が指摘されている (金子 2001)。

膳棚遺跡第12号住居跡炉体土器に良く似た資料と

して、御城田遺跡第463号土渡出土の 2個体の土器

があげられる。関東西部で類似資料を検索すると、

行司免遺跡をはじめとして、井戸尻Ⅱ式段階から外

れた土器群である。同遺跡では、第217号土頻から

も良好な組成が報告されており、後者には阿玉台Ⅳ

式や中峠式、勝坂式、大木 8a式が含まれているこ

とから、時期的に揃った良好な一括資料と言える。

両土娠出土土器との間に時間差が存在するならば、

膳棚遺跡第12号住居跡出土土器群も、新しい段階に

下がる可能性が高い土器といえる。実際、炉体土器

に見られる箱状突起を、井戸尻Ⅱ式段階に位置付け

るには困難を伴うように思われる。ここでいう新し

い段階とは、加曽利 E正 式の最も古い段階を指し、

かつて中期土器の再編を考察した時点で設定された

中期第Ⅸ a期から、新しい様相を示す花積貝塚 2A

号住居跡出土土器を差し引いた段階と捉えることが

できよう。最古段階を加曽利E正 式に含めるか否か

問題も残るが、中峠式や三原田式とされる土器群に

時間差を伴う一括資料があり、かつ井戸尻Ⅱ式とそ

の直後段階に区分される可能性が高いことから見て

も、それらの起源を加曽利E正 式からと捉えること

には無理が生じる。

原遺跡出土土器を素材として、周辺地域の様相を

遺構一括資料をもとに検討してみた。その結果、広

義中峠式とされる土器群には、勝坂式終末と、加曽

利E正 式に並行する部分とに細分される可能性が考

えられた。

先に触れたように、原遺跡第13号住居跡下層出土

土器と、今回報告した第99号・96号住居跡出土土器

に後続し、従来加曽利E正 式と設定してきた土器群

には、北遺跡第50号住居跡出土土器を加味して、 2

段階に区分し、第13号住居跡上層出土土器が、花積

貝塚 2A号住居跡に並行するものと考えられる。従

って加曽利E正 式最古段階のキャリパー形土器では、

関東全域に普遍化しておらず、殆どが井戸尻Ⅱ式段

階の勝坂的な要素を引き継いでおり、遺構内では混

在も認められることから、区分が難しい。

花積 2A号住居跡段階でクランク文の土器が広く

定着しており、土器組成でも類似性が強いことから、

ここからが加曽利E正 式として普遍化する段階とい

えよう。大村が指摘した加曽利E正 式 (大村 1998)

は、この段階と考えられる。大枠では浄法寺タイプ

(塚本 1997)も この段階からといえる。
°

今回の検討に当たっては、遺構一括資料を基準と

して検討を加えた。資料中には時期差と考えられる

ものも存在し、すべてが同一時期と捉えられないこ

とは明らかで、更なる検討が必要である。対象とし

た僅かな資料でも、多様な要素に翻弄され、焦点を
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絞りきれない状態で、改めて加曽利E正 式成立期前

後の複雑な状況を再確認した次第である。残された

課題も多く、機会を改めて検討してみたい。
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